
    
      
        
      
    

  

































僕は友達が少ない⑤
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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父との電話







　九月下旬──一学期の期末試験が終わって、試験休みの三日目。

　隣りん人じん部ぶにてやたらと（主に精神的に）疲れる王様ゲームをやったその日の夜、海外に単たん身しん赴ふ任にん中ちゆうの俺おれの父親、羽は瀬せ川がわ隼はや人とから電話がかかってきた。

　いろいろ大変だけど、とりあえず俺も小こ鳩ばとも元気だと父さんに伝えた。

　そのあと、なんか父さんがよくわからないことを言いだした。

　父さんが親友の『ザキ』──聖クロニカ学園の理事長にして、俺と小鳩の所属する隣人部のメンバーである柏かしわ崎ざき星せ奈なの父、柏崎天ぺが馬さすさんから聞いた話では──




　俺は、天馬さんの一人娘──つまり星奈と結婚することになっているらしい。




　………………。

　…………。

　……。

「は？」

　あまりにも意味不明だったため驚きすらも湧わいてこないまま、完全に素すの声で聞き返す俺おれ。

『んー』

　と、電話越しに父さんのちょっと困ったような苦笑いをしているような声。

「えっと……え、俺結婚すんの？」

　頭が働いていない状態のまま淡々と尋ねる。

『なんかそうらしいぞ』

「誰だれと？」

『ザキんとこの娘』

「なんで？」

『さあ？』

　父さんの苦笑混じりの声。

「はは」

　俺もなんとなく微かすかに笑ってしまう。

　本当になにがなんだかまったくわからないとき、人間はとりあえず笑ってしまうものだと思う。

「ええと……それ、理事長が言ってたって？」

『おう』と父さん。

『さっきザキのやつに電話したんだがな。なんかやけにテンション高くてなー。なんかいいことでもあったのかって訊きいたら、結婚の具体的な日取りはいつにするかとか相談されてなー。なんかどうもあいつん中で、お前とあいつの娘っこ──星せ奈なちゃん？　が結婚するってのは、なんか決定事項になってるみたいだったぜなんか』

「ええー……」

　……なんでそんなことに。

『まあ、なんかザキのやつ酒飲んでたみたいだからな。酔よった勢いでなんかわけのわからんことを口走っちまっただけなのかもしれん。つーか多分そうだろ』

「あー……」

　理事長はとても酒に弱い。

　以前柏かしわ崎ざき邸ていに挨あい拶さつに行ったとき酒に付き合わされて、理事長はすぐに酔い潰つぶれてしまい仕方なく俺はあの人と一緒のベッドで……。

　……あのときのことは思い出したくない。

「ハァ……酔よってたなら、意味わかんないことを言ってもしょうがないな」

　安あん堵どしつつ俺おれは言った。

『ま、そうだなー。あいつ酔っぱらうとおもしれえからなー』

　父さんが懐なつかしげに笑った。

　しかし怪け訝げんそうな声音で、

『……あー……でもなー、酔っぱらったからって、一人娘を嫁にやるなんて言い出すかなあ……？　なんか妄言にしてはやけに確信的だったっつーか……』

　なにやら不安になるようなことを言う父さん。

『小こ鷹だかお前もしかして、なんか星せ奈なちゃんと付き合ってたりするんじゃねえの？』

「なっ!?　んなわけねえだろ!?」

　とんでもないことを言われて思わず声を荒げる俺。

『ほんとかあ～？』

「ほんとだよ！」

　毎日のように同じ部活で顔合わせていて、一緒にゲームしたりプール行ったり星奈の部屋で勉強会したり……あと、は、裸はだかを見たりしたような事故もあったような気がするけど……でもべつに、付き合ってるとかそういうのじゃ断じてない。

『んだよつまんねえなー』

「つまんねえって……」

　呆あきれる俺。

『んじゃ、なんかほかに彼女の一人くらいできたか？』

　電話越しで父さんがニヤニヤしているのがわかった。

　俺は嘆たん息そくしつつ、

「いねえよ彼女なんて」

『ほんとか～？』

「いねえって」

　なんで俺は父親とこんな会話してるんだ……。

「……だいたい、友達もいないのに彼女なんてできるわけねえだろ……」

『ん？　なんだって？』

「べつに。じゃあ──」

　切るぞ、と言う前にふと、

「あ、そういや小こ鳩ばとに彼氏ができたよ。今夜も外泊中」

『ンだとコラァ!?　どこのどいつだ俺おれの天使に手を出しやがった馬の骨野郎はただじゃおかねえすぐに日本戻る!!』

　頭が痛くなるくらいの大声が耳に響いた。

　父さんは小こ鳩ばとのことを溺でき愛あいしているのだ。

「……噓うそだよ。そんじゃまたな」

『な──』

　がちゃ。

　受話器を置く。

　……この夜の父さんとの電話は、こうして終わった。





遊園地　～お誘さそい編～







「小鳩ちゃんきたああああああ────っ!!」

　試験休み四日目。

　俺と小鳩がいつものように部室に入ると、星せ奈ながいきなり歓声を上げ、勢いよくソファから立ち上がった。

「っ！」

　びくんと表情をこわばらせ、小鳩がさっと俺のうしろに隠れる。

　星奈は「んっふっふ～」と気持ち悪いニヤニヤ笑いを浮かべて俺たちの方ににじり寄ってきた。

「んふふっ、小鳩ちゃん今日も可愛かわいいわとっても！　やっぱり小鳩ちゃんにはそのドレスが似合うわね」

　小鳩の格好はフリフリした感じの黒いドレス。

　少し前までは暑かったので普通の格好をしていたのだが、最近は涼すずしくなったのでまたこの格好をするようになった。

「ぅぅぅ～、あんちゃぁん……」

　俺おれの服の裾すそをぎゅっと握り、小こ鳩ばとが怯おびえた声を上げる。

　星せ奈なは小鳩のことがお気に入りらしく、ことあるごとにちょっかいを出してくるのだが、人見知りする小鳩はそんな星奈をとても嫌がっている。

　まあ、たとえ人見知りする性格でなくても、小鳩に言い寄っているときの星奈は気持ち悪いと思うだろうけど。

「ぎゅっふっふ、ねーねー小鳩ちゃん♥」

　……なんだろう、今日の星奈、いつにも増して気持ち悪い。

「なんだよ一体？」

　小鳩をかばうように立ち、俺は星奈に尋ねる。

　すると星奈はポケットからなにやらチケットを取り出し、

「小鳩ちゅわんっ！　明日あたしと一緒に遊園地に行きませんか!?」

「や！」

　一瞬だけ俺の背中から顔を出し、小鳩はサクッと拒きよ絶ぜつした。












　しかし星奈はめげずにますます気持ち悪い甘ったるい声で、

「あぁんそんなこと言わないで～♥　ほらほら見て見て、『横よこ縞しまワンダーランド』のチケットよ！　小こ鳩ばとちゃんも知ってるでしょ横縞ワンダーランド。パパが仕事先の人にもらったんだって！」

「へえ……横縞か」

『横縞ワンダーランド』とは隣となりの県にある大きな遊園地だ。

　遊園地の他ほかに大規模な温泉施設もあり──というか、もともとは温泉施設の隣に遊園地が建設されたのだ──、他県からも大勢の人がやってくる、この地方でも随一のレジャー施設である。

　俺おれと小鳩も小学生のとき父さんに連れて行ってもらったことがあって、とても楽しかったことを覚えている。小鳩（邪じや気き眼がん発症前）も、ずっとはしゃぎまわっていた。

　星せ奈なが持っているのはその横縞ワンダーランドの入場券＆アトラクション一日フリーパス券の引き替えチケットだった。

「……横縞だってさ小鳩。せっかくだから行ったらどうだ？」

「えー……」

　俺が言うと、小鳩は顔をしかめた。

　そんなに星奈が嫌か……。

「ほらほらこれもこれも小鳩ちゃん！」

　さらに星奈がポケットからチラシのようなものを取り出した。

「今、小鳩ちゃんの好きな『鉄くろがねの死霊術師ネクロマンサー』のショーがやってるのよ！」

　チラシには大きな字で『鉄の死霊術師きぐるみショー開催中！』と書かれていた。

「……ふん……我はそのような紛まがい物ものに興味はないのだ……」

　小鳩は不機嫌そうに言った。

　まあ、さすがに中学生にきぐるみショーはないだろう。

「……あれは中に知らんおっちゃん入っとった……レッドの中に知らんおっちゃんが入っとったんじゃ……」

　どうやら昔見たヒーローショーでたまたま中に人が入っているのを目撃してしまったのがまだトラウマになっているらしい。

　まあ、その事件のことはまた機会があれば語ろうか。

　星奈はめげずになおも小鳩を誘さそう。

「ああんそんなこと言わないで～。ほらほら、限定グッズとかも売ってるんだって！　なんでも小鳩ちゃんの好きなもの買ったげるわよ！　あとお菓子とかジュースも好きなだけ買ってあげるし夜はホテル最上階の高級レストランでお食事しましょう!?　美お味いしいハンバーグ食べさせてあげる！　ね、だから小こ鳩ばとちゃん、お姉ちゃんと一緒にお出かけしましょハァハァ……」

　その表情や物言いはまるで下校途中の小学生を誑たぶらかす変質者そのもので、知り合いでなければ即警察に通報するところだった。

「……限定グッズ……お菓子……ハンバーグ……」

　小鳩がゴクリと喉のどを鳴らした。お前も誘ゆう惑わくされてるんじゃねえよ。

「くふふ……ほらほら小鳩ちゃん、怖くないから……とっても楽しいから……優しくするからぁ……うふっ、なんだったらお小こ遣づかいもあげちゃうわよブフフ……だからお姉ちゃんと一緒に、ね？」

　チケットとパンフレットをひらひらさせる星せ奈な。

　と、そこで星奈の持っていたチケットが、ひょいと後ろから伸びてきた手に取り上げられた。

「……どこまで残念なのだ貴き様さまは」

　取り上げたのは少しボーイッシュな印象があるサラサラのショートカットがよく似合う黒髪の少女──三み日か月づき夜よ空ぞら。

　ちなみにここ『隣りん人じん部ぶ』の部室には、俺おれ、小鳩、星奈のほかにメンバー全員がすでに集まっていた。

「ちょっ、返しなさいよバカ夜空！」

　抗議する星奈を夜空は無視し、睨にらむようにチケットを見つめる。

「ふん……横よこ縞しまワンダーランド、か……」

「夜空は行ったことあるのか？　横縞ワンダーランド」

「……ある」

　なんとなく俺が訊たずねると、夜空は不機嫌な声で肯定した。

　意外に思いつつも、

「まあ、夜空でも家族で遊園地くらい行くか」

「……！」

　夜空は一瞬、憎にく々にくしげに顔を歪ゆがめた。

「よ、夜空？」

　動揺する俺に、夜空は表情を元の不機嫌顔に戻し、

「家族とではない。同級生とだ」

「同級生と!?　マジで!?」

「ああ」

「……トモちゃんと脳内でってオチじゃないよな？」

「違う。本当に現実の同級生どもと行った」

　憮ぶ然ぜんとした声で夜よ空ぞらは言う。

「……中学二年生の秋に、学校の遠足で行ったのだ……。ずっとレストランの中で本を読んで過ごした……」

　どうやら悲しい過去を掘り起こしてしまったらしい。

　一人で遊園地……想像するだけでキツいものがあるぜ。

「俺おれは家族としか行ったことないけど、友達と一緒に遊園地ってのは憧あこがれるよなー」

「そうだな……」と夜空は小さくため息を吐いた。

　そして、




「よしっ！　明日はみんなで横よこ縞しまワンダーランドに行くぞ！」




「マジでっ!?」

　いきなりの夜空の宣言に驚く俺。

「どうせ小こ鷹だかは明日も暇ひまなのだろう？」

「……まあそうだけど」

　ちなみに明日が試験休みの最終日だ。

　試験休みは宿題もなく、出かける予定もまったくない。

「遊園地ですか。理り科かも一度は行ってみたいと思っていました。平日なので人も少なそうですし、ぜひ行きたいです」

　理科が少し興奮した調子で言った。

「わたくしはあにきが行かれるのでしたらどこへでもおともいたします」

　幸ゆき村むらも淡々と言う。

「遊園地!?　遊園地！　遊園地うわーい！　うおー！　ゆーえんち行く！　お兄ちゃんと遊園地行くー！　よこしま行くぞあははは!!」

　マリアが歓声を上げた。

　そんなマリアを見て小こ鳩ばとも、

「ふ、ふん……我もたまには人間の遊ゆう戯ぎに興きようじてやるとしよう……」

「よし、決まりだな」と夜空。

　と、そこで星せ奈なが声を上げる。

「ちょ、ちょっと待ってよ！　あたしが誘さそったのは小鳩ちゃんだけよ！　なんであんたたちまで来るのよ!?」

「このチケットは大人六人分だ。せっかくだから使ってやろう」

「え、そうなん？」

「ああ」

　夜よ空ぞらが俺おれにチケットを渡してくる。

「あ、ほんとだ」

　たしかに『グループ用　大人６名様まで利用可能』と書かれていた。

「さ、最大で六人まで使えるってだけで、絶対に六人で行かなきゃいけないわけじゃないわよ！　あたしは小こ鳩ばとちゃんと二人で行きたいの！」

「もったいないじゃないかそんなの……。それに小鳩、お前と二人だったら行かないって言ってるぞ」

　俺の言葉に、小鳩がこくこくと頷うなずく。

　星せ奈なは「くっ……」と呻うめき、

「仕方ないわね……今回はあんたたち愚ぐ民みんどもも一緒に連れてってあげるわ……。あたしに感謝しなさいよね！」

「あーはいはい、ありがとう肉」

　棒読みで夜空が言った。

　と、ふと気づく。

「……あれ？　六人まで……？」

　俺、夜空、星奈、幸ゆき村むら、理り科か、小鳩、マリア──隣りん人じん部ぶのメンバーは七人。

「正確には『大人６名様』だな」と夜空。

「横よこ縞しま、たしか中学生以上が大人料金だったはずよ」と星奈。

　自然、俺たちの目は一人に向かう。

「……」「……」「……」「……」「……」「……」

「……ふぇ？」

　部員六人に見つめられてマリア（10歳）はきょとんと首を傾かしげ、

「ふぇぇぇ!?」

　事態を察して悲痛な声を上げた。

「………………………………なー……ワタシ、遊園地行けないのか？」

　この世の終わりのような顔で尋ねるマリア。

「……そういうことになるな」と無感情に夜空。

「……幼よう女じよなので？」

「……幼よう女じよなので」

「……そっかー……」

　虚うつろな目でマリアは言った。

「……ワタシ幼女だからなー……そっかー……。……みなさんゆうえんちたのしんできてください。ワタシしょせん幼女ですから……幼女なので気にしないでくださいな……。こうゆうのなれてますので……」

　魂たましいが抜けたようなマリアの姿はあまりに痛いた々いたしかった。

　マリアのぶんは俺おれが出そうか……そう言おうとした矢先、




「仕方ないわねー。子供一人ぶんくらいあたしが出してあげるわよ」




　そう言ったのは星せ奈なだった。

「星奈!?」

　意外に思って星奈の顔をまじまじと見つめると、星奈は少し赤面して、

「子供一人仲間はずれにするのも後あと味あじ悪いでしょうが。どうせあたしのチケットで行くんだから、ついでよついで」

「……お前、いいやつだな……」

　ちょっと見直して俺が言うと、星奈はますます顔を赤くした。

「ワタシ、遊園地行けるのか？」

　きょとんとした顔でマリアが言う。

「ああ。星奈がおごってくれるらしいぞ」

「やった────────っ!!」

　マリアが満面の笑みを浮かべて万ばん歳ざいした。

「きゃっほー！　ありがとなー星奈！　オマエいいやつだなー！」

「気にしなくていいわよ。貧民に施しを与えるのも貴族のつとめだからね」

　少し照れくさそうに星奈。

「……余計な真ま似ねを……忌いまわしき神の手先など置き去りにすればよかったのだ……」

　小こ鳩ばとが呟つぶやいたが、言葉とは裏腹にその口元には安あん堵どしたような笑みが浮かんでいた。

「わーい遊園地ー！　遊園地行くぞー！　あはははは！　星奈ありがとー！」

　マリアが星奈に抱きついた。

「ふん、せいぜいあたしを崇あがめることね」

　少し迷惑そうな顔をして星奈が言うと、マリアは素直に頷うなずき、

「うんっ！　崇あがめるぞっ！　なーなー星せ奈な、なんならワタシが吸血鬼の代わりにオマエのことを『お姉ちゃん』って呼んでやってもいいぞっ!?」

「え？　イヤよ」

　照れ隠しとかそういうのではなく完全に素すの表情で、星奈はマリアの提案をお断りした。

「…………そうですか」

　マリアはという顔になって星奈から離れた。

　……ともあれ、明日はみんなで遊園地『横よこ縞しまワンダーランド』に行くことになった。





　　






「星奈」

　日が暮れて解散となったあと、俺おれは校門のあたりで星奈を呼び止めた。

「ん？」

　星奈が振り向く。

「ええと……」

　昨日の父さんからの電話の件を、つまり……け、結婚がどうとかいう話について、一応星奈にも確認しておこうと思ったのだが……。

　やばい……どうやって切り出していいのかわからない。

　俺とお前って結婚するの？

　……直球すぎる。

　俺とお前って結婚なんてしないよな？

　……星奈に心当たりがなかった場合、俺がトチ狂くるったようにしか見えない。

「？」

　秋風に揺れる金色の髪をそっと手で弄もてあそびながら、星奈が小首を傾かしげる。

　その様子がとても綺き麗れいで──特に今日の部室での様子が変態すぎて今とのギャップが大きすぎたこともあり、不覚にもドキッとした。

「なんなの？」

　怪け訝げんな顔をする星奈。

「あ、いや……」

　……特に変わった様子はない……いや、基本的に星奈は常に変だと思うけど、なんというか、こっぱずかしいラブコメ的な様子というか、そういうのはない。

「いや、なんつーか……き、昨日、なんか変わったことはなかったか？」

「変わったことって？」

「……ええと……理事長の様子とか」

「パパの様子？」

　星せ奈なはきょとんとした顔をして、

「あー、そういえば」

「！　なんかあるのか？」

「んー、昨日はパパ、晩ご飯のあとにお酒飲んでたわね。そこまで変わったことってわけじゃないけど、あんまりご飯のあとには飲まないから」

「酒……」

　やっぱり酒に酔よって変なことを電話で口走ってしまっただけなのだろうか。

「あ、そうそう。晩ご飯食べたあとに遊園地のチケットをあたしにくれたんだけど、それからなんか急に機嫌がよくなった気がするわ」

「なんで？」

「さあ？　小こ鳩ばとちゃんを遊園地に誘さそうことで頭いっぱいだったからよく覚えてないわね」

「……そうか」

　まあ星奈本人が知らないなら、やっぱり酔っぱらっての戯ざれ言ごとだったのだろう。

「んふふ～、楽しみねー明日！」

　星奈が気持ち悪い笑みを浮かべ、小鳩が俺おれのうしろに隠れた。

「あぁんそうやって照れるシャイな小鳩ちゃんもか～わ～い～い～♥　小鳩ちゃんマジ天使！　小鳩ちゃん妹にしたい♥　ねーねー、あたしのこと『お姉ちゃん』って呼んでくれない!?」

「や！」

　いつものように小鳩は即答で拒きよ絶ぜつした。

「その『や！』っていうのもか～わ～い～い～♥　きゅんきゅんするっ！」

「ぅぅ～……」

「……ったく、人の妹を目の前で奪おうとするんじゃねえよ」

　呆あきれながら俺は嘆たん息そくし、

「そんじゃまあ、明日よろしくな」

「んっ！　すっごい楽しみ！」

　星奈は満面の笑みで頷うなずいた。

　普通に笑うぶんにはこんなに可愛かわいいのに、本当に残念なやつ……。





遊園地　～ブラックドラゴン編～







　そんなわけで翌日、試験休み最終日。

　俺おれたちは横よこ縞しまワンダーランドへとやってきた。

　朝八時に遠とお夜や駅えきに集合し、電車で一時間、最も寄より駅から出ている直行バスで二十分。

　電車やバスの待ち時間などを含めると約二時間くらいで、俺たちは遊園地の入り口へと到着した。

　遠夜市の市営スポーツセンターである『竜りゆう宮ぐうランド』とは違いこの地方でも随一の大きな遊園地のため、平日なのに親子連れや大学生っぽいカップルなどでそこそこ賑にぎわっている様子だった。

　入場券や乗り物のフリーパス購入を星せ奈なにまかせ、俺たちは入場待ちの列に並ぶ。

「うお!?　これが遊園地か!?　ほんとにほんとに!?　うおー!?」

　集合したときから常にテンションが高かったマリアが、目をキラキラさせて派手な装飾の施された入場ゲートを見つめて叫さけんだ。

　マリアの服装はいつものシスター服ではなく白のワンピースで、首からは十字架をぶら下げている。銀色の髪を揺らして無む邪じや気きにはしゃぐ様子はまるで妖よう精せいのようだった。

「そういやマリア、遊園地に来たことはあるのか？」

「ないのだっ！　物心ついたころからずーっと部屋でお勉強ばっかりやっていた暗あん澹たんとした青春時代を過ごしていましたっ！」

「いやお前の青春時代はまだ終わってないどころか始まってもないだろ」

「そうなのか!?　あはは、ワタシの青春はまだ始まってもいないのだー！　おー！」

「……あんまり騒ぐと貴き様さまの人生を打ち切るぞ」

　いつにも増してやかましいマリアに、夜よ空ぞらがうんざりした顔で言った。

　最寄り駅まで移動する際の電車が通勤・通学時間と重なって混雑していたので、人ひと混ごみの苦手な夜空と理り科かは既に元気がない。

　幸ゆき村むらはいつものようにぼーっとした感じの無表情。服装は例によってメイド服で、毎度のことながら周囲からすごい注目を集めていた。

　小こ鳩ばとは昨日帰ってから家を出たころまでは遊園地をすごく楽しみにしている様子だったのだが、電車やバスの中で星奈にひたすらちょっかいを出されていたので今は機嫌が悪そうだった。

「あ～……理科もうおうち帰りたいです。遊園地とかどうでもいいです」

　疲れた顔でとぼとぼ歩きながら理り科かが言う。

「あはは理科はなにをゆってるのだ!?　なんでもう帰るんだばかだなーっ！」

「……イラッ☆」

　マリアの無む邪じや気きな笑いに理科は頰ほおを引きつらせた。

　ちなみに理科の服装は例によって制服の上に白衣だが、ちょっと前までのトレードマークだった眼鏡めがねを外し、髪はサイドテールにしている。

「あははー！　なーなーお兄ちゃんあれなにあれなにっ!?」

　入場口からも見える観覧車を指さすマリア。

「ああ、あれは──」

「あれは中世ヨーロッパの処しよ刑けい道具を巨大化させたものだ。罪人を巨大な車輪で轢ひき殺ころす装置で、罪人を車輪のリングの外側にくくりつけてゆっくりと回転させ、じっくり恐怖を与え……その身体からだがついに一周して地面へと戻った瞬間──ぐしゃっ──と、巨大な車輪に轢かれ、せんべいのように真っ平らになった轢れき死し体たいのできあがりというわけだ」

　俺おれの言葉を遮さえぎり、夜よ空ぞらが真に迫った低い声でろくでもない噓うそをついた。

「え……」

　夜空の噓にマリアの顔から笑顔が消える。

「え……な、な、なななんでそんなこわいのが遊園地にあるのだ!?　遊園地ってとても楽しいところって知ってるぞ！」

「ああ、それは噓情報だ」

「ええー!?」

　そこで理科が口を挟はさむ。

「言うことをきかない悪い子を連れて行って人知れず始末する、それが遊園地の本当の目的です。とても楽しいところだという話は、悪い子が素直に遊園地についてくるように作られたプロパガンダなのです」

「くうう、だ、だましたなあのババア！」

「ふふ、騙だまされるほうが悪いのですよ」

「ず、ずるい！　おとなはずるい！　プロパガンダとかをするのでいけないと思います！」

「そのとおり、大人はずるいのです。一つお利口になりましたね、マリアさん」

「まあ、今更お利口さんになっても既に手遅れなのだがな……ククク……」

「たしかにそれはそうですねクックック……」

　……お前ら息が合ってるな。

　二人して邪じや悪あくな笑みを浮かべる夜空と理科に、マリアはハッと目を見開く。

「ま、まさかワタシを遊園地に連れてきたのは……！」

「ククク……まんまとプロパンダに騙だまされた愚おろかなる神の手先め……貴き様さまの腸はらわたはこの地にて暗黒神アスモデウスの生いけ贄にえとして捧ささげられることとなるのだ……」

　小こ鳩ばとまで乗ってきた。

「ううう～助けてお兄ちゃん……」

　じわじわとにじりよってくる三人に、マリアが目に涙を浮かべる。

「ククク……我が眷けん属ぞくに助けを求めても無む駄だなことよ……！」

「お、お兄ちゃんはいい人なのだー！」

「馬ば鹿かめ……小こ鷹だかの顔を見るがいい……どう見ても悪人の顔だろう」

「うるせえよ！」

　いきなり酷ひどいことを言う夜よ空ぞらにツッコむ俺おれ。

「ち、違うもん！　お兄ちゃんは悪人づらだけど心は綺き麗れいなのだ！　なーお兄ちゃん!?」

　縋すがるように俺を見つめて言うマリア。

「…………」

　……そっかー……マリアの穢けがれない目から見ても俺って悪人づらなんだ……。

　マリアにこういうこと言われると、悪気がないぶん余計凹へこむんだよな……。

「ククク……煉れん獄ごくへの門ゲートは既に開かれた……貴様の命もあと僅わずかよ……」

「う、ううう～……」

　と、そのとき。

　遠くから轟ごう音おんとともに、「キャ────ッ！」という大勢の悲鳴が聞こえてきた。

「ギャ────ッ!?」

　マリアが凄すさまじい形ぎよう相そうで絶ぜつ叫きようする。

　ジェットコースターに乗っている人たちの歓声混じりの悲鳴だったのだが、マリアには処しよ刑けいされる子供たちの断だん末まつ魔まにでも聞こえたらしい。

「くくく……今のはジェットコースターという、空中に引いた線路の上を高速で引きずり回して激しい苦痛を与えて殺ころす処刑装置です。あれに乗せられたが最後、死ぬまで泣き叫さけび続けることしかできません」

「ギャ──ッ！」

「マリアよ、せめてもの情けだ。観覧車とジェットコースター、好きなほうの処刑装置を選ばせてやろう」

「ギャ──ッ！」

「ククク、次は貴き様さまの番だ……」

「ギャ──ッ!!　ギャ──ッ!!　ギャ────ッ!!」

「うっさい。なにわめいてんのよ」

　ぺちんと後ろからマリアの頭を軽くはたいたのは星せ奈なだった。

「あ、お疲れさん」

「ほら入場券とフリーパスよ愚ぐ民みんども。ありがたく受け取りなさい。ほら子供用の入場券はこれね」

「ギャ──ッ！」

　星奈がマリアに入場券を渡そうとすると、マリアは悲鳴を上げて離れた。

「……どうしちゃったの？」

　星奈は不思議そうに首を傾かしげた。

　俺おれは嘆たん息そくし、マリアに夜よ空ぞらと理り科かの言っていたことは大おお噓うそで遊園地は本当に楽しいところなのだと説明した。

「うぐぐ……だ、騙だましたな！　汚きたない！　大人は汚い！　うんこのように汚い！」

「早くしないと置いていくぞ幼よう女じよ」

「ククク……貴様は迷まい子ごになるがいい……」

　憤ふん慨がいするマリアを尻しり目めに、夜空たちはさっさと星奈から入場券とフリーパスを受け取って歩いていく。

「うが──！　オマエらはもうっ！　ほんとっ、うんこっ！　ほんとうんこだなっ！」

　ぷんすか怒りながら夜空たちを追うマリアと一緒に、俺は遊園地のゲートをくぐった。





　　






「うわおーうわおーひゃほーっ!!」

　入場ゲートをくぐってほんの数歩で、マリアの機嫌は直った。

　入り口あたりは多少混雑していたが園内は広々としており、走り回っても全然問題なさそうなくらいだった。

　近くのメリーゴーランドやジェットコースター、バイキングなどに目をやっても、どのアトラクションも大した行列はできていない。

　はしゃいでいるのはマリアだけでなく、

「こ、ここが伝説の遊園地というものですか……！　わぁ……」

　人ひと混ごみを抜けて生せい気きを取り戻した理科が、目を丸くし小鼻をひくつかせた。

「あはっ、あれがメリーゴーランドというものですかっ！　こんな近くで見るのは初めてです！　ほんとに馬がまわってますっ！　か～わ～い～い～♥」

　あどけない少女のようなその笑顔は、理り科かじゃなかったら見み惚ほれてしまいそうなくらい可愛かわいかった。

「まあ、アダルトグッズの方の回転木馬だったら理科の部屋にもあるんですけどねっ！」

　……ドン引きだった。

「へえ……ここが遊園地……」

　きょろきょろと興味深そうに周囲を見回しながらそう言ったのは星せ奈なだった。

「え、もしかして星奈、遊園地来たことなかったのか？」

　俺おれが訊きくと星奈は顔を赤くして、

「しょ、しょうがないでしょ。うちのパパは毎日忙いそがしいしその上なんか遊園地が嫌いみたいだし……」

「ふん……遊園地にも来たことがないとは、世間知らずの肉め」

「一人で本読んでたあんたにだけは言われたくないわよ！」

　せせら笑う夜よ空ぞらに、星奈は叫さけんだ。

「お前ら遊園地に来てまで喧けん嘩かすんなよ……」

　呆あきれながら俺が言う。

「む……それもそうね。小こ鳩ばとちゃん、今日は思いっきり楽しみましょう？　あたしと一緒に！」

「……や」

　俺の背中に隠れて小鳩は心の底から嫌そうな顔をした。

「それじゃまあ、ぼちぼち行くとするか。まずは何に乗る？」

　俺がみんなに訊たずねると、




「「「「ブラックドラゴン!!」」」」




　夜空と星奈と理科と小鳩が、揃そろって勢いよくハモって即答した。

　四人ともなんか目がキラキラ輝かがやいている。

「マ、マジですか……？」

　俺は頰ほおを引きつらせる。

『ブラックドラゴン』。

　それはここ横よこ縞しまワンダーランドの名物アトラクションである、世界でも最大規模のジェットコースターの名前だった。

　最高速度は１５０キロ以上、最高部の高度は１００メートル以上、コースの全長は約２５００メートル。

　レールや支柱はすべて黒で染められており、その名のとおり黒い竜のような威圧感のある外観をしている。

　園内の一番奥のほうに設置されているのだが、ここからでもハッキリとその凶悪な姿が見える。

「い、いきなりブラックドラゴン乗るの？　マジで？　お前ら正気か!?」

「パパにチケットもらったときから絶対乗ろうって決めてたのよね～」

　嬉うれしそうに星せ奈な。

「昨夜ネットでこの遊園地のことを調べたのですが、データを見れば見るほどブラックドラゴンのスペックに魅み了りようされました。一いつ刻こくも早く乗ってみたいです」

　鼻息荒く理り科か。

「わ、私は別にどれに乗ろうかホームページ見ながら徹夜で悩んでなどいないぞ？　とりあえず名物らしいから乗っておこうと思っただけだ」

　ハモってしまったことが恥はずかしかったのか、なぜか突然言い訳を始める夜よ空ぞら。

「前は身長制限ば引っかかったけんリベンジじゃ。……ククク……我が高貴なる闇やみの力で、黒き竜など容易たやすく従えてくれようぞ……」

　含み笑いをする小こ鳩ばと。

「よくわかんないけどかっこいい名前だなー！　ワタシもブラックドラゴンてゆうの乗りたいぞ！」

「ぶらっくどらごん……黒き竜……しんのおとこにふさわしそうな名前です」

　マリアと幸ゆき村むらまで乗り気になっているようだった。

　これはさすがに乗らずに済ますわけにはいきそうにないぞ……。

「わ、わかった、ブラックドラゴンもいつか乗ろう。でもほら、まずは他ほかの乗り物で肩慣らししてから……」

　とりあえず時間稼かせぎを試こころみる俺おれだった。

「あたしには必要ないわそんなの」

　星奈が胸を張って断言した。

　遊園地来たこともないくせにその自信はどこから来るんだこいつは……いや、絶ぜつ叫きようマシンに乗ったことがないから逆に怖さが想像できないのか。

「くすっ、もしかして小こ鷹だか先輩……」

　理り科かが愉たのしげに笑う。

「う……」

　ギクッとする俺おれに、夜よ空ぞらも意地悪そうな薄笑みを浮かべ、

「小鷹、さてはブラックドラゴンが怖いのだな？」

「……くっ、ああそうだよっ！　怖いんだよ悪いかコノヤロー！　あんなの人間が乗るもんじゃねえよ！」

　やけくそ気味に俺は認めた。

　実はブラックドラゴンには、以前父さんと小こ鳩ばとと一緒にここへ来たとき乗ったことがある（ちなみに父さんはいい年して大の絶ぜつ叫きようマシン好きだ）。

　父さんと違って俺はあまり絶叫マシンが得意ではないのだが、普通のサイズのジェットコースターやバイキングなら一応楽しめる。

　しかしブラックドラゴン……あいつだけは別格だった。

　まず最初の山──スタートした直後、ガタゴトと音を立てながら、地上からゆっくり離れていく列車。

　近くにある大きな観覧車のてっぺんを超えてもなお上がり続ける高度に、加速度的に恐怖が募つのっていく。

　そして恐怖が最高潮に達したとき──落下──走行ではなくあれは落下だ！

　これまでのゆっくりした速度から一気に最大加速して急降下。

　この時点で俺の心は折れてしまったのだが悪夢はまだまだ終わらず、同規模の急降下、３６０度回転、竜巻のように錐きり揉もみ状になりながら支柱や地面スレスレを猛スピードで駆け抜けるエリアなど、本気で殺ころしにきているとしか思えない濃密な地獄めぐりタイムが途切れることなく続く。

　永遠にも近く感じられた約三分の悪夢が終わってようやく列車を降りたとき、もう二度とこいつには乗らないと心に誓ちかったものだ。

　思い出すだけで身体からだが震ふるえる……。

「悪いことは言わない……あいつはいわばこの遊園地のラスボスだ。遊び人レベル１のお前らが行ってかなう相手じゃない」

「そう言われるとますます乗りたくなるわね！　大丈夫よ問題ないわ！　あたしは神だから。レベル１でも初期パラメータが最初からカンストしてる超無敵勇者だから」

「理科、ＲＰＧの低レベルクリアに燃えるタイプです。あとＭです」

　くっ、言葉の選択を間違えたか……！

　しかし星せ奈なのゲーム脳はともかく、理り科かのＭなんてどうすりゃ説得できるんだ？

　悩みながらも俺おれはなおも真剣に説得を試こころみる。

「いやほんとに遊び感覚で行くもんじゃねえって。俺、実は前に一度だけ乗ったことあるんだけどな、本っ気で滅め茶ちや苦く茶ちやヤバかったから。乗ればお前らもわかるだろうけど、絶対後悔するぞ……！　お前らの想像してるような生やさしいもんじゃねえ……あれ作ったやつはマジで頭おかしい」

「そうか……そんなに怖いのか……」

　夜よ空ぞらが神妙な顔で呟つぶやく。

「そんなに怖いのなら仕方ないな……」

「わ、わかってくれたか？」

「ああ。小こ鷹だかがそこまで怖がるのなら──」

「ますます行くしかないわね。小鷹と」

「ぜひとも乗るしかありませんね。小鷹先輩と」

「うむっ」

　星奈と理科が言って、夜空は満足げに頷うなずいた。

「鬼かお前らは!?」

　声を裏返らせて叫さけぶ俺に、鬼どもは愉快そうに笑う。

「あはは、あんたほんとにヘタレねえ。怖いって言ったってジェットコースターなんて所しよ詮せんは遊具でしょ？　べつに死ぬわけでもないんだから」

「そういう先輩のちょっとヘタレなところ、理科的には可愛かわいくて好きですよ」

「小鷹の～泣き叫ぶとこ見てみたい～♪」

　口々に言う星奈と理科、妙な節までつける夜空。

　くっ、こいつら……。

「ああもうわかったよ！　だったら行こうぜブラックドラゴン……！　泣いてもしらねえからな！」

　やけくそ気味に俺が言うと、星奈が自信に満ちた顔で、

「ふふん、このあたしが泣くわけないじゃない！」

「……どの口が言うのだ貴き様さまは」

　ジト目で夜空が言った。




　そんなわけで、俺たちは無む謀ぼうにも最初からラスボスに挑むことになった──……。



















　死んだ。

　休日なら一時間～二時間待ちということもざらにある人気アトラクションのブラックドラゴンだが、平日の午前中のため10分も並ばずに俺おれたちの順番がやってきた。

　幸か不幸か俺たちのグループが一番前になることができたので、夜よ空ぞらと星せ奈なが先頭（ちなみに列車の席は一列に二人乗りだ）に座り、次に小こ鳩ばととマリア、理り科かと俺、俺のうしろの席に幸ゆき村むら一人という並びで乗り込んだ。

　そして隣りん人じん部ぶの面々は、かつて俺が体験したのと同じ恐怖を味わうことになった。

「ふん、ずいぶんゆっくりなのだな。もっと速く進んでほしいものだ」

「ふふふ、下のほうにいる愚ぐ民みんどもがゴミのようねっ。やっぱり高いところは気持ちがいいわ！」

「ほどよい振動が刺激になって、あはんっ、理科、なんだかいやらしい気持ちになってきました」

「ククク……どうした暗あん黒こく龍りゆうよ……貴き様さまの力はその程度かククク……」

　……このように列車が出発したばかりのころは余裕ぶっていた夜空たちだったが、高度が上がるにつれて次第に口数が少なくなり、近くの観覧車と並ぶくらいまで昇ると今度は逆に口々に喚わめきだした。


























「……………………」

　俺おれの隣となりに座る理り科かだけは、最初の山を登っている最中は無言で、無表情だった。

　が、ブラックドラゴン最初にして最大のクライマックスである高度１００メートルから傾斜70度の急きゆう滑かつ降こうが始まった瞬間。




　ぷっつん。




「!?」

　……理科のなにかが切れる音を俺はたしかに聞いた気がした。




「………………………………ファック」




　り、理科……さん……？

　凄すさまじいスピードの絶望的な落下感で俺は手前のバーに必死でしがみつきながら他ほかの乗客たちと一緒になって「うわあああああああ!!」と悲鳴を上げることしかできず、理科に話しかける余裕などない。

　髪を振り乱しながら平淡な声でブツブツと理科は呟つぶやき続ける。




「ファック、ファック、ファック、ファァァァァック……！　まったくクソッタレな重力だな……！　物体とくれば誰だれ彼かれかまわず見境なしに引っぱりこみやがってこのビッチが！　重力の雌めす豚ぶた痴ち女じよめ、とんだ淫いん乱らんグラビティだぜファッキンシット……！　ハッ、物欲しそうにしやがってこの地球オブザビッチが、すっかりメス犬の顔になってやがる！　万有引力のビチグソ野郎、ニュートン力学のド腐ぐされ売女ばいたが！　サノバビッチのアイザック坊やが淫乱アップルの腐汁滴したたるオ●ンコにファックしてこびりついた精液の残りカスがオマエだ！　特殊相対性理論の包ほう茎けいインポ野郎、アインシュタインのヘナチンマ●コジジイめ！　どうした悔しいのか!?　悔しいならもっとその貧相なイチモツをしごくスピードを上げろ！　光速を超えて射精しろ！　時空を跳とべない豚はただのイカくさ早そう漏ろう夢む精せい野郎だ！　ファッキンファッキンファッキンファッキンファッキンファッキンファッキンファッキンユニバアアアアアアアアアス！！！！！」




「うわあああああ理科が壊れたあああ────!?」

　言ってることはさっぱりわからないがとにかく理り科かが怖い！

　夜よ空ぞらの毒舌すらも軽く凌りよう駕がするそのファッキンな罵ば詈り雑ぞう言ごんぶりに俺おれのジョニーもブルっちまったぜ！　やべ、うつった。

　ブラックドラゴンのスリルと呼ぶにはあまりに暴力的すぎる落下と加速と回転の恐怖と、隣となりで半笑いになりながらよくわからないことを言い続ける理科、二重の恐怖で俺の心は既に折れていた。

　終われ、早くこの悪夢よ終われ……！

　無力な俺にはただ、そう祈り続けることしかできなかった──……。





遊園地　～アシュタロス編～







「はは……ど、どう、だ……。……俺の言ったこと、本当だっただろう……？」

　地獄のような三分間の旅が終わり、ようやく自分の足で歩ける幸せな世界に帰還した俺たちは、ブラックドラゴンの出口近くのベンチでぐったりしていた。

「…………」

「…………」

　夜空と星せ奈なは俺の問いに答える気力もなさそうにうなだれている。

　初めての絶ぜつ叫きようマシンでアレを選んでしまった己の愚おろかさを、さすがのこいつらも心底後悔していることだろう。

「ウウ……頭が痛いです……なにも、なにも思い出せません……なにかとても怖い夢を見ていたような……」

　理科が頭を抱えながら呻うめいた。

「……ほんとに覚えてないのか？　ブラックドラゴン乗ってるときのお前、ほんとに酷ひどかったぞ。ファックだのファッキンだの……」

「り、理り科かがそのようなお下品なことを言うわけがないじゃないですわよ!?」

「いやお前の発言がおかしいのはいつものことだろ」

　今もなんか変だし。

「……まあ、あのときは下品とかそういうレベルじゃなかったけど……」

「そうだったんですか。まったく記憶にございませんことよ。本当の理科は見てのとおり清せい楚そで純じゆん情じよう可か憐れんな乙女おとめですわ。そんなファックとかサノバビッチとか言うわけないですの。あれはニュートンとアインシュタインがなにもかも悪いのでござりまする」

「しっかり覚えてるじゃねえか！」

「はっ！　しまった！」

　……まったくこいつは。

「あははジェットコースター高くておもしろかったなー！　高くてびゅーんってなってひゅーってなってががーっていったし！　あとなあとなー、頭のところびゅうーってなって、高くてぐるるんってなってすげかったなーあははは！」

　マリアだけは俺おれの前で踊るようにちょこまか動き回っていた。

　アレに乗って平然としているとか……信じられん。

「なーなーお兄ちゃん、もう一回乗りにいこっ？」

「ええ!?　お、俺はもういいよ……」

「えー」

「誰だれか他ほかのやつと一緒に乗ってくれ……」

「んー」

　不満そうな顔をしながら、マリアはベンチに座っている他の部員へと目を向けた。

　グロッキー状態の夜よ空ぞらと星せ奈な。

　俺の背後に亡霊のように立ち、いまだに般はん若にや心しん経ぎようを唱え続けている幸ゆき村むら。

　うつむいて「ひっく……ひっく……」と嗚咽おえつを漏もらしている小こ鳩ばと。

　こいつらは無理だな……。

　理科は他の連中よりは比ひ較かく的元気そうだが、またブラックドラゴンに乗っておかしくなられても困る。

「なあマリア、他の乗り物はどうだ？　なにか他に乗りたいのはないか？」

　園内の地図を取り出してマリアに見せると、

「うん…………ぜんぶーっ！」

　腕組みしてたっぷり悩んだあと、元気いっぱいにそう答えた。

「ぜ、全部かあ……」

　客の少ない今日だったら閉園時間ギリギリまで頑張れば全部のアトラクションをまわれなくもないだろうが、間違いなく俺おれたちの体力や気力が先に尽きる。

　ブラックドラゴン以外にもヤバそうな絶ぜつ叫きようマシンがいくつかあるし。

　と、そのとき。

　近くのスピーカーから、園内放送が流れ始めた。

『ご来場の皆様にご案内申し上げます。午前10時45分から、多目的ステージにて『鉄くろがねの死霊術師ネクロマンサー』の着ぐるみショーが催されます。キャラクターとの握手会や限定グッズの販売もございますので、ぜひお越しくださいませ』

　放送を聞いて、うつむいていた小こ鳩ばとがびくんと顔を上げた。

「ご～ば～ど～ぢゃん♥」

　星せ奈なが立ち上がり、ゾンビのようにふらふらした足取りで小鳩へとにじり寄る。

　ブラックドラゴンのダメージがまだ残っているらしく顔は青白いのに目だけはギラギラしていてとても気持ち悪い。

「うふっ、うふっ、うぶふふふふ～、あたしと一緒に着ぐるみショーに行きましょう～？　なぁんでも好きなもの買ってあげるからびゅふふ……」

「うう～……！」

　小鳩が苦く悶もんの表情を浮かべる。

　グッズはほしいけど星奈と一緒はイヤ……そんな顔だった。

「……奢おごってもらってばかりってのも悪いし、俺と行くか小鳩」

　すると小鳩はぱあっと顔を輝かがやかせた。

「限定グッズ買ってくれると!?」

「まあせっかく来たんだし、一つくらいなら買ってやるよ」

「わーい！　はやく行こ行こあんちゃんっ！」

　ベンチから立ち上がって俺の手を引っ張る小鳩。

「ちょ、ちょっと小こ鷹だか！　あたしも行くんだからね！」

「えー……」

　小鳩は嫌そうな顔をしたが、ついてくるのを止めるわけにもいかないので、とりあえず三人で行くことにした。

　他ほかの部員たちまで興味ないアニメの着ぐるみショーに付き合わせるのもアレなので、ショーが終わってから集合することにして解散。

　マリアの付つき添そいは幸ゆき村むらに頼んだ。

　絶叫マシンが得意なのか苦手なのかいまいちよくわからなかったが、幸村ならどうにかしてくれると信じよう。信じるって大事。





　　






　多目的ステージが近くなると、アニメ『鉄くろがねの死霊術師ネクロマンサー』第三期（正確には『ザ・３ｒｄネクロマンシー』という副題が付く）の主題歌が聞こえてきた。

　昨日ネットで調べてみた情報では、『鉄の死霊術師』（ファンの間での略りやく称しようは『くろねく』らしい）は二年ほど前に放送が開始されたテレビオリジナルのアニメで、好評だったため初代シリーズが放送終了後に続編の第二期が制作され、これまた好評を博したため現在は第三期が放送されている。

　当初は小学校低学年以下の女の子をメインターゲットにしたいわゆる『魔法少女モノ』だったのだが、主人公や敵が闇やみの力を借りて霊や死体を操るというダークな設定や、仲間の裏切りや戦争などのハードな展開、可愛かわいくも耽たん美びなキャラクターデザイン、凝ったバトルシーンなどが、高学年～中高生の女の子や大人のアニメファンなどにも受け、二期以降はより重厚な雰囲気が強化されたらしい。

　この作品から影響を受けたと思われるフォロワー的な作品も多く生まれ、基本的な部分を模倣しつつも独自の要素やエロシーンを加えた成人向けゲーム『真しん紅くの精霊遣いエレメンタルマスター』など、『くろねく』の熱狂的なファンからはパクリだと非難されつつもアニメになるほどの人気を得た作品もある。

　小こ鳩ばとがこのアニメにハマったのは小鳩が中一のときに放送された第二期からで、アニメに登場するキャラクターたちの影響を受け、右目にカラーコンタクトをはめフリフリなドレスを着て、仰ぎよう々ぎようしい喋しやべり方かたをするようになってしまった。

「んふふ、楽しみね～小鳩ちゃん」

「……」

　歩きながら星せ奈ながしきりに話しかけるも、小鳩はぶすっとした顔でずっと無視を続けていた。

　しかしそこがまた星奈のツボにはまるらしく、どれだけ冷たくされても星奈の小鳩への好感度は一方的に上がっていく。

　星奈が小鳩を気に入るきっかけになったのが先述の『くろねく』フォロワー作品の『真紅の精霊遣いエレメンタルマスター』なのだが、それに出てくる星奈のお気に入りのアイリスというキャラが小鳩そっくりで、今の小鳩のように常に無ぶ愛あい想そらしい。

　他ほかのゲームにも小鳩みたいなドレス姿で仰々しい言動の美少女キャラクターは大勢いて、多くの場合ツンデレであり冷たい態度は好意の裏返しなのだとか。

　……小こ鳩ばと自ら望んで二次元キャラのような言動をしているとはいえ、ゲームキャラと現実の俺おれの妹をごっちゃにするなと言いたい。

　そうこうしているうちに多目的ステージに到着。

　それほど大きなステージではないのだが、客席は四分の一程度しか埋まっていない。

　ほとんどが親子連れで、子供の年齢は５、６歳くらいの幼い子が多いように見える。

　ファンの年齢層はもっと高いはずだが、着ぐるみショーだからこんなものか。

　ともあれ俺たちはステージがよく見える中央中段あたりの席に座り、ショーが始まるのを待つ。

　その間も、星せ奈なはしきりに小鳩に話しかける。

「小鳩ちゃんあたしね、こないだ『くろねく』のブルーレイ全部買って見たの。いやーやっぱり面白いわねー『くろねく』は！」

「…………」

「うふふ、驚いた？　あたしって実はけっこう『くろねく』マニアなのよね～」

「…………」

「ねえ、小鳩ちゃんはどのキャラが好き？　あたしはねー、特に、ええと、二期で出てきたメルちゃんが一番のお気に入りなの。たった一話で退場しちゃったゲストキャラだけどすっごく可愛かわいくて強くて──」




「メリル」




　星奈の言葉を遮さえぎって小鳩がぽつりと言った。

「はへ？」

「…………メリル……『くろねく』二期の第八話でゲルニカちゃんの前に立たち塞ふさがった《不死鳥遣い》エメロード・ミレーユ・フォン・リヴァレイシア・鳳おおとりの愛称は『メリル』……！　メルではない……！」

「あ……!?」

　星奈の表情が強こわ張ばる。

「あ、あー……そ、そうそうメリルちゃんよメリルちゃん！　お姉ちゃんちょっと間違えちゃったっ！」

「……一番のお気に入りなのに……」

「……！」

　冷たい声で指摘されたじろぐ星せ奈な。

　おおかた、主人公やメインキャラではないマイナーなキャラクターをお気に入りに挙あげることで自分がかなりの『くろねく』通だということを小こ鳩ばとにアピールしようと考えたのだろうが……名前を間違っては逆効果だ。

「…………しかもメリルちゃんは三期の五話で再登場したのだ……」

「はうっ！　そ、そこはまだブルーレイが出てなくて……」

　……あーあ、これでテレビ放送をリアルタイムでチェックしてないことまでバレちゃった……。

「あ、あー……ええと、うん、まあ、それはおいといてっ！　それにしてもやっぱり『くろねく』といえば迫力の戦闘シーンよねー！　特に主人公のゲルニカちゃんが必殺技の《ヘルブレイズバスター》を撃つシーンは毎回超燃えるわ！　あたし毎回必殺技のシーンだけ巻き戻して何回も繰り返し見ちゃうの！」

「ふむ……」

　ぴくんと眉まゆを動かす。

　そういえば小鳩も、録画した『くろねく』で主人公が必殺技を使う場面を何度も見返していたりする。

「かっこいいわよねーヘルブレイズバスター！　あたし大好き！」

「…………モードは」

「……へ？」

「……好きなヘルブレイズバスターのモード」

「モ、モード……!?」

　戸と惑まどう星奈に、小鳩がジト目になる。

「……ヘルブレイズバスターは術を発動させる際に召喚する使い魔によって十二のモードに分けられる……」

「え!?　……あ、そ、そうだったわね！　ええとねー、あ、あたしが一番好きなモードはねー…………ド……ドラゴンモード……？」

「そんなモードあらへんわぁ……！」

　小鳩が怒ど気きを孕はらんだ声で言った。

「だ、だって……モードって……え、そ、そんなのアニメで出てきたっけ!?」

「……本編でのちゃんとした説明はない……。しかし公式設定資料集には書いてあるし『マジカルハイパーバトル』の技表にもあるしアニメでもちゃんとモードごとに演出が違っているのでファンにとっては一般常識なのだ……！」

「ぎょぼっ!?」

「にわか知識しかない分際で『くろねく』マニアを名乗るなどおこがましい……！　この生なま兵びよう法ほう者ものが……！」

　吐き捨てるように言ってぷいと顔を背そむける小こ鳩ばと。

「あ、そ、そうだ小鳩ちゃん──」

　なおも話を続けようとする星せ奈なに俺おれはぽつりと忠告。

「……星奈。こいつ『鉄くろがねの死霊術師ネクロマンサー』に関してはガチでマニアだから。半端なこと言うと火に油を注そそぐだけだぞ」

　熱心なファンほど半はん可か通つうを嫌うものなので、これまでの星奈の発言はことごとくアウトだった。

「う……!?」

　星奈は怯ひるみつつも、

「あ、あはは、そ、それにしても小鳩ちゃんすごいね～、『生兵法』なんて難しい言葉知ってるなんて頭いいな～」

『くろねく』ネタで攻めるのをやめてゴマをすってきた。

　が、これに対しても小鳩は不快そうに、

「……『生兵法者』はゲルニカちゃんの師匠である《虹こう彩さいの魔女》シェンファの口くち癖ぐせ……。メインキャラの口癖すら覚えていないとは……生兵法者め……！」

「はうぁっ!?　しまったあああ！」

　どうやら小鳩は完全に機嫌を損そこねてしまったらしい。

　星奈は小鳩と話をするためにブルーレイやゲームを買っているだけで『くろねく』自体には興味がないことが、完全にバレバレだった。

　それから星奈がなにを言っても、小鳩は無視するだけで一切答えない。

「ううう～……小こ鷹だかぁ……」

　星奈が涙目になって俺を見た。

「……なんでリアルの会話には選択肢とセーブポイントがないの……？」

「…………」

　素晴らしく駄だ目めな発言に、俺までドン引きだった。

　と、そのとき。

　ステージのスピーカーから流れていた『くろねく』主題歌が止まり、レースクイーンのような格好をした一人の若い女性がステージに上がった。

　どうやらいよいよ着ぐるみショーが始まるらしい。

「よい子のみんな～！　今日は横よこ縞しまワンダーランドに遊びに来てくれて、どうもありがとう！　今日はみんなのために、素す敵てきなお客さんが来てくれたの！　みんなも知ってるよね！　そうっ、『鉄くろがねの死霊術師ネクロマンサー』のゲルニカちゃんで～すっ！」

　わー、とちびっこたちが歓声を上げる。

　が、いかんせん人数が少ないので寂しい感じがした。

「ほ、ほらほら小こ鳩ばとちゃん、ゲルニカちゃんが来てくれたって！」

「…………」

　小鳩は一応ステージに目を向けてはいるものの、ムスッとした顔で何も言わない。

　司会のお姉さんが客席に向かって呼びかける。

「それじゃ、みんなで一緒にゲルニカちゃんを呼ぼう！　お姉さんが合図したら、みんないっせいに『ゲルニカちゃ～ん』って呼んでね！　それじゃあいっくよ～！　いっせーのーで～！」

　お姉さんの合図で、ちびっこたちとその両親が、照れの混じった声を上げる（ちなみに俺おれは恥はずかしくて叫さけべなかった）。




「「「「「ゲルニカちゃん!!」」」」」

「ゲルニカちゃん!!」




　!?

　客席にいる全員の声を合わせたよりも大きな声で叫んだのは、星せ奈なだった。

「せ、星奈……!?」

　啞あ然ぜんとして星奈の顔を見ると、星奈は「え？　なに？」ときょとんとした顔をした。

　と、そのとき急にスピーカーから緊きん迫ぱく感かんを煽あおるような不気味な音楽が流れ始めた。

「え、なに!?　どうしたの!?」

　司会のお姉さんが慌あわてた様子で周囲をきょろきょろ見回す。

「グハハハハハハ!!」

　そんな笑い声を上げながらステージに上がってきたのは、黒いローブを纏まとった、馬の頭をした怪しい人物だった。

「お、あれがゲルニカちゃんか？　あんな変わり果てた姿になっちまって……」

　ばちこんっ！

「いてえっ!?」

　いきなり星せ奈なが俺おれの頭を平手で叩たたいた。

「んなわけないでしょうが。あいつは悪の魔人よ」

　……冗談のつもりだったのに……。

　アニメをしっかり見たことはないけど、主人公の外見くらい知ってるっつーの。

　ステージ上に立った怪人が哄こう笑しようする。

「グハハハ、ワシの名は魔人アシュタロス！」

「どういうこと!?　ゲルニカちゃんはどうしたの!?」

「グハハハ、あの小娘ならワシの罠わなによって到着が遅れておるわ！」

「そんな、なんてひどいことを！　この外げ道どう！　人でなし！」

　激しく非難するお姉さんだったが、具体的にアシュタロスが何をしたのかよくわからないのでなんともいえない。

　到着を遅らせる悪事というと、自転車のタイヤをパンクさせたりだろうか。

「グハハハ、ゲルニカがこないうちにお前たちを人質にして立てこもってやる！」

　そう言ってアシュタロスはお姉さんの腕に勢いよく手を伸ばし、そっと優しく摑つかんだ。

「キャー！　助けてー！」

「グハハハ、司会のお姉さんだけでは足りないな！　もっと人質が必要だ！　さあて、誰だれか司会のお姉さんと一緒に人質になってくれる勇気ある子はいないかな!?　いたら元気よく手を挙あげるのだー！」

　アシュタロスは客席に向かって叫さけんだ。

　しかしちびっこたちは誰も手を挙げない。

「グハハハ、このワシが恐ろしくて誰も手を挙げられないようだな！　しかし安心するがいい！　人質に乱暴なことはしない！　それから人質になってくれた子にはワシから『鉄くろがねの死霊術師ネクロマンサー』の特製グッズをプレゼントしよう！」

「至れり尽くせりだな……」

　どこが人質なのかわからないような好待遇に、俺は思わず小声でツッコんでいた。

「はいっ！」

　特製グッズに釣られたのか、俺の近くで元気よく手を挙げたやつがいた。

　現金な子供だなー、ははは……。

「はいはいっ！　このあたしが人質になってあげるわ！」

　……ははは……。

　近くというか、俺の隣となりに座っていたやつだった。

　つまり星せ奈なだった。

「な、なにやってんだよお前!?」

「ふふん、あたしが特製グッズを貰もらってきてあげるわ！　待っててね小こ鳩ばとちゃん！」

　にっこり微笑ほほえみかける星奈に、小鳩は「知り合いだと思われたくない」とでも言いたげな様子で顔を背そむけた。

「……こんなしょぼいショーで貰える特製グッズなど要いらぬわ……」

　小声で呟つぶやく小鳩。

「グハハハ……いや、あの、その……」

　ステージ上で魔人アシュタロスと司会のお姉さんも困っていた。

「……ええと、お母さんはできれば遠えん慮りよしていただけると……」

「は？　お母さん？」

　お姉さんの言葉に星奈が訝いぶかしげな顔をする。

「グハハハ！　美しき親子愛というやつだな！　だが残念ながらワシは子供にしか興味はないのだ！」

「……なに言ってんのあの馬？　ロリコンなの？」

「だったら本当に残念だけど、多分そういう意味じゃねえだろ」

　うーん……あまり認めたくないが俺おれの推測が正しければ……。

「たぶんお前、小鳩の母親だと思われてるんじゃないか？」

　ステージ上からでは星奈の顔立ちや目の色とかはよく見えないだろうから『金髪の若い女性』ということくらいしかわからないだろうし、小柄な小鳩と並ぶと『親子』だと判断されてもそこまで不思議じゃない。

　すぐ隣となりには旦だん那なと思おぼしき若い男──つまり俺も座っているわけだし。

　若くして小学生くらいの娘がいる金髪のヤンキーっぽい夫ふう婦ふ──そんなふうに見られているのかも……。

「はあ!?　な、なんであたしと小鳩ちゃんが親子なのよ！　姉し妹まいだっての！」

「いや姉妹でもねえよ！」

　さらりと大おお噓うそを口走る星奈に俺は慌あわててツッコんだ。

「……こんなんお母ちゃんちゃうわ」

　ボソリと小鳩も不機嫌そうに呟いた。

「グハハハ！　お母さんのかわりにお嬢おじようちゃんを人質にしてやる！　いでよ我がしもべたち！　そのお嬢ちゃんや他ほかの子供たちを何人か連れてくるのだ！」

　アシュタロスが号令すると、ステージの側面から五人ほどの骸がい骨こつのマスクを被かぶった黒ずくめの連中が登場し、客席へと上ってきた。

　ちびっこたちがきゃーきゃー歓声や悲鳴を上げる。

「……だ、だいたいあたしと小こ鳩ばとちゃんが親子だったら、だ、旦だん那なさんは小こ鷹だかってことになるじゃないの冗談じゃないわよまったくもう……」

　髪をいじりながら星せ奈なは顔を赤くして言った。

　俺おれも顔が熱くなる。

　同時に、父さんとの電話──星奈と結婚する云うん々ぬんも頭をよぎった。

「お、俺だってそんなん嫌だっつーの！」

「はあ!?　い、嫌とはなによ小鷹のくせに！」

　なぜか頰ほおを膨ふくらませて怒り出す星奈。

　と、そこにアシュタロスのしもべの骸がい骨こつマスクがやってきて小鳩に話しかけた。

「あのーお嬢おじようちゃん、ちょっと来てもらえるかな？」

「……ふう……」

　小鳩は不機嫌そうにため息をつき、立ち上がった。

「小鳩ちゃん！」

　心配そうに星奈が呼ぶ声を小鳩は無視。

「小鳩、頑張ってこいよ」

「ククク……問題ない……」

　俺が言うと、小鳩はちらりと俺を振り返って答えた。

「あ、段差があるから転ばないようにね」

　とても紳士的な骸骨マスクにエスコートされて、小鳩は他ほかのちびっこたちと一緒にステージまで連れて行かれた。

「グハハハ！　よくぞ来た子供たちよ！　お前たちには人質になってもらう！」

　小鳩のほかに四人の子供が連れてこられ横一列に並ばされているのだが、小鳩以外はみんな幼稚園～小学校低学年くらいだろう。

　一応、その中では小鳩が一番背が高い。

「グハハハ！　まずは自己紹介をしてもらおうか！　司会のお姉さんよ、マイクをよこすのだ！」

　アシュタロスが司会のお姉さんからマイクを渡され、それを小鳩に向ける。

「グハハハ！　お嬢ちゃんのお名前はなんて言うのかな!?」

「……レイシス」

　ぶすっとした顔で小鳩が答えた。

「グハハハ、レイシスちゃんかー。外国の子かな？」

「……ククク……我が名はレイシス・ヴィ・フェリシティ・煌スメラギ……一万年の時を生きる偉大なる夜の王なり……」

　小こ鳩ばとのやつ、ステージ上でもいつもの邪じや気き眼がんキャラを通してやがる。

　魔人アシュタロスさんも戸と惑まどっていた。

「グハハハ……え、ええと、レイシスちゃんはいくつかな？」

「愚おろかな……聞こえなかったのか……一万年の時を生きると言ったであろう……」

「グハハすごいね！　はいじゃあ次は隣となりのボク──」

「待つのだ」

　厄やつ介かいな子だと判断したらしくさっさと次の子にマイクを向けようとしたアシュタロスの言葉を遮さえぎる小鳩。

「我からも一つ質問がある……」

「グハハハ……な、なにかなーレイシスちゃん？」

「……魔人アシュタロスは聖騎士キャロルによって討とう滅めつされた筈はず……。なにゆえこの場にいるのだ……」

「グハハハ！　決まっておろう、闇やみの力によって復活したのだ！」












　上う手まいことかわすアシュタロス。

　しかし小こ鳩ばとの追及は続く。

「……ククク……あり得ぬ……。聖騎士キャロルのディバインセイバーによってコアを砕かれた闇やみの眷けん属ぞくは完全に消滅し二度と蘇よみがえることは出来ないと、公式設定資料集に書いてあったのだ……」

「う……こ、公式……？」

「貴き様さま……本物のアシュタロスではないな……？」

「え、ええと……グハハハ！　よくぞ見破ったな！　その通り、ワシはアシュタロスの生き別れになった双子の弟だ！　亡き兄に代わってゲルニカを倒すべく魔界からやってきたのだ！」

　おおー。

　間違いなくアドリブだろうが、アシュタロスの中の人頑張った。

「はい、それじゃあ次の子に質問を──」

「待て」

「ま、まだなにかあるのかいグハハ!?」

「ククク……着ぐるみショーの宣伝のパンフレットに印刷されていたゲルニカちゃんの版権イラストのコスチュームは第三期のもの……。しかし第二期の四話で《魔界への扉アビスゲート》が閉ざされたため、一期での主な敵だったアシュタロスのような人じん外がいの化け物タイプの敵はその後は登場していない……。『アニメジャー』の先月号に載っていた海かい導どう監督のインタビューでも第三期では魔人は出さないと明言されていた……。第三期のショーなのに何な故ぜ敵が魔人なのだ……。あとアシュタロスを滅ぼしたのはキャロルなのになんでゲルニカに復ふく讐しゆうしにくるのだ……」

「ええー……」

　アシュタロスが心の底から困った声を上げ……十数秒ほどの逡しゆん巡じゆんののち、

「お、大人の事情だグハハハ！」

　開き直った。

「…………」

　ジト目を向ける小鳩からアシュタロスは気まずそうに（？）目を逸そらし、

「さ、さあ、次の子に質問だーグハハハ！」





　　






　……その後、他ほかのちびっこたちまで小こ鳩ばとの影響で「ねーねー、なんでアシュタロス死んだのにいるのー？」とか「おとなのじじょうってなにー？」といった質問を返したりしてかなりぐだぐだになりつつも、どうにかショーは進行した。

　人質の子供たちにアシュタロスからプレゼントが贈おくられたあと、遅れて駆けつけてきたゲルニカちゃん（アニメの繊せん細さいなキャラクターデザインとは似ても似つかぬ、かなり大胆にデフォルメされた着ぐるみだった）によって子供たちは無事に救出され、激しいバトルのすえゲルニカちゃんの必殺技でアシュタロスは爆発した。客席に戻ってきてそれを観戦していた小鳩は、「ヘルブレイズバスターでやられた敵は爆発などせぬのだ……」と不満そうだった。

　ショーが終わったあとゲルニカちゃんとの握手会が始まったのだが、それには目もくれず小鳩と俺おれたちは物ぶつ販ぱんコーナーへ。

　お目当ての限定グッズとやらはアニメのポストカードの端はしに『横よこ縞しまワンダーランド』のロゴが入っていたり、マスコットキャラのぬいぐるみが横縞の旗を持っていたりするだけの非常にしょぼいもので、小鳩は「こんなんいらんわ……」となにも買わずに物販コーナーを離れた。

　しょんぼりしている小鳩をなだめながら、夜よ空ぞらたちとの待ち合わせ場所へ向かうその道すがら、

「そういや小鳩、馬からなにを貰もらったんだ？」

　俺は小鳩に尋ねた。

　人質の子供たちにプレゼントされた『特製グッズ』は、大体20センチ四方の正方形をした薄い何かだった。

「……ふん……どうせ大したものではあるまい……」

　言いながら小鳩は包装を剝はがす。

　出てきたのは一枚の色紙で、お世せ辞じにも上う手まいとは言えないゲルニカちゃんの顔のイラストが描かれ、誰だれかの署しよ名めいがあった。

「へったくそな絵ねー」

　色紙を覗のぞき込んで星せ奈なが正直な感想を述べ、反省した面持ちで、

「ごめんね小鳩ちゃん……こんなゴミみたいなのしか手に入らなくて……事前にしっかりショーの情報を調べておけばこんなことには……」

「あほ──────っ！」

　小鳩が突然叫さけんだ。

　色紙をまじまじと見つめてわなわなと震ふるえながら、

「こ、こりゃ『くろねく』の《創世神》海かい導どう魔ま刺さし監督のサイン色紙ばい……！」

「え、マジで？　だったらけっこう貴重なんじゃね？」

　こくこくと頷うなずく小こ鳩ばと。

「け、けっこうどころかっ！　すンごいお宝ばいっ！」

「へえ……。でもこの色紙、絵は下へ手ただしサインっつーよりただの署しよ名めいだぞ？」

「雑誌で見たことあるばい……ククク……この独特なタッチのイラストはまさしく海導監督のもの……ククク……普通すぎるサインも《創世神》の特徴なのだ……」

「そうなのか……よかったじゃん小鳩」

　軽く頭を撫なでてやると、小鳩は満面の笑顔を浮かべて「うんっ！」と頷き、愛いとおしそうに色紙を抱きしめた。

「そういやよく考えたら、これが貰もらえたのってあのとき星せ奈なが手を挙あげたおかげだよな」

「う……」

「えっ!?」

　小鳩が嫌そうに呻うめき、星奈はぱあっと表情を輝かがやかせた。

「あ、あぅ……」

　小鳩は顔を赤らめ、ちらちらと星奈の方を見る。

「うふふ、なぁに小鳩ちゃん♥」

　星奈がなにかを期待するようにニヤニヤした笑みを浮かべる。

「あ……あぅ……あ……あり……がと……」

　口元をもにゅもにゅさせながら小鳩が呟つぶやく。

「え、なあに小鳩ちゃん」

「な、なんでもないわあほー！」

　顔をくしゃりと歪ゆがめ、小鳩は走って俺おれたちから離れていってしまった。

「いやぁんもう照れてる小鳩ちゃんもか～わ～い～い～♥」

　気持ち悪い笑みを浮かべる星奈に、

「まあ俺からも一応お礼言っとくよ。ありがとな」

　すると星奈はなぜか顔を赤くした。

「べ、べつにあんたのためじゃないんだからね！　小鳩ちゃんのためなんだから！　ていうかあのババアと馬野郎、だ、だだだ誰だれが夫ふう婦ふなのよまったくもう！　思い出したらなんかムカついてきたわ！」

「『夫婦』とは言われてなかったけど……」

「!?」

「……なんでもありません」

　いきなり怒り出した星せ奈なに、俺おれはとりあえずそう言った。

「夫ふう婦ふとかほんと……バカじゃないの……まずはカップル……」

「？　なんだって？」

　なおもブツブツとなにかを言っている星奈に尋ねると、なぜか星奈は頰ほおを膨ふくらませてぷいと顔を背そむけてしまった。

　なんなんだ一体……。





遊園地　～リバース編～







　午前11時30分、隣りん人じん部ぶ一同は再び合流し、とりあえず遊園地内のレストランで昼食をとることになった。

　遊園地内の食事処はどこもお値段が割高のため本当は自分で弁当を作ってきたかったのだが、食べ物の持ち込みが禁止されているので仕方ない。

　とりあえず俺と夜よ空ぞらとマリアはカレー、星奈は焼きそば、小こ鳩ばとはハンバーグランチ、幸ゆき村むらは素すうどん、理り科かは麻マー婆ボー豆腐を注文した。

「なあ、夜空たちは何に乗ってたんだ？」

　俺が尋ねると夜空は憮ぶ然ぜんとした顔で「……なにも」と答えた。

「なにも？」

「私はベンチでずっと本を読んでいた」

「またかよ!?」

「……うるさいな。私は一人で読書するのが好きなのだ」

　少し拗すねたように夜空は言った。

　こんなことなら夜よ空ぞらと一緒に行動すればよかったかな……と少し反省。

「理り科かはメリーゴーランドに十回ほど乗りましたよ」

　理科の謎なぞの行動に驚く。

「じゅ、十回も……？　そんなに気に入ったのか？　メリーゴーランド」

「いえ、正直微妙でしたね。乗り心地自体は悪くないのですが、だんだんキモチよくなってきて『これならそろそろイケる！　イケる！』と感じ始めたころに毎回終わってしまうのです。せめてあと三分続いてくれれば……」

「なにを成なし遂とげようとしてたんだお前は!?」

「理科が所持しているオトナの回転木馬と同じ用途で使えるかどうかの実証実験を」

　こ、こいつは……。

「最後のほうはかなりいいところまでいけたのですが……結局無理でした。おかげで理科、現在かなり欲求不満です。めっさムラムラしてます」

　あり得ないド変態ぶりに引くしかない。

「ええと、マリアと幸ゆき村むらは？」

「フランクフルトたべた！」

　マリアが元気よく答えた。

「へー、幸村に買ってもらったのか？」

「うんっ！」

　マリアは頷うなずき、さらに、

「あとなあとなー、ポップコーンとー、クレープとー、ハンバーガーとー、かき氷とー、たこ焼きとー、ソフトクリーム食べたっ！」

　どんだけ食ってるんだよ。

「……美お味いしかったか？」

「うんっ!!」

　マリアの幸せそうな笑顔に何も言えなくなる。

「そうか……。悪いな幸村、いろいろ奢おごらせて……」

「めっそうもございませぬ。わたくしに妹いもうと君ぎみのお世話をお命じくださり、こうえいでございます」

　淡々と幸村は答えた。

　メイドを引き連れて売店の食べ物を片かたっ端ぱしから食べ歩く銀髪の少女──傍はた目めにはどこぞのお姫様だとでも思われていたんじゃないだろうか。

「幼よう女じよとフランクフルトの組み合わせってエロいですよね」

「お前は黙ってろ」

　理り科かの発言にすかさずツッコむ俺おれだった。

　そんなふうに駄だ弁べっていると、ほどなく料理が運ばれてきた。

　バラバラの注文だったのに全員ぶん同時に来てくれたのは嬉うれしい。

「わーいカレーだー！　あははカレーってう──」

「続きの言葉次第では殺ころす」

「うん……うんめえので好きですっ！」

「……よし」

　マリアと夜よ空ぞらがそんなやりとりのあとカレーを食べ始める。

「あははカレーうんめぇー！　カレーは見た目はこんなうんこみたいなのにおいしいので不思議だなー！」

「……マリアあとで殺す」

　俺も二人に続いてカレーをすくい、口に運ぶ。

　……美う味まくもなく不ま味ずくもなくいたって普通のポークカレーで、これで千円はありえないと思った。

「小こ鷹だか先輩顔が怖いですよ？」

　麻マー婆ボー豆腐にタバスコをかけながら理科が言った。

「いやなんでもない……ってお前タバスコかけすぎじゃね!?」

　理科の頼んだ麻婆豆腐はただでさえ赤々としており、かなり辛そうだった。

　これにさらにタバスコをかけるとか恐ろしすぎる。

　そんなタバスコ麻婆豆腐を理科はハフハフ言いながら口に運ぶ。

　啞あ然ぜんとしながら見ていると、ほどなく理科の額からダラダラと汗が流れ始めた。

「はふぅ、やっぱり料理はアツアツの激辛に限りますね。知ってましたか先輩、『辛さ』というのは実は味ではなく『痛み』なのですよ。熱さと辛さのダブルペイン！　はぅぁ熱いです痛いですもっと痛くしてくださいハフハフハァハァ……」

　恍こう惚こつの表情で激辛麻婆を食らう理科だった。

　星せ奈なと小こ鳩ばとは一心不乱に焼きそばとハンバーグランチを貪むさぼっている。

　幸ゆき村むらは食べるときまで無表情で、うどんをちゅるちゅると一本ずつすすっている。

　……そういえば、こうやって隣りん人じん部ぶ七人揃そろって適当な店に入ってそれぞれ適当なものを頼んで食事をするのは実は初めてだった。

　夏休みの合宿や夏祭りで、一緒にものを食べることはあったけど。

　なんていうか、まるで学校帰りにファミレスやファーストフード店に寄っていく友達グループみたいな感じがする。

「なんだ小こ鷹だか。ニヤニヤと気持ちが悪いな」

　夜よ空ぞらが半眼で俺おれを見て言った。

「な、なんでもねえよ。それより飯食ったらどうする？」

「はいっ！」

　マリアが元気よく手を挙あげた。

「おう」

「ぜんぶっ！」

「それは無理。まず一番行きたいのを選べ」

「えー？　じゃあクレープ屋さんっ！」

「一番はそこなのかよ！　つうかまだ食うのかよ!?」

　本気で戦せん慄りつする俺だった。

「？　だってクレープはうまいぞー？」

　マリアはきょとんとした顔で首を傾かしげた。

「……おやつは三時になってからな。せっかくフリーパスあるんだから乗り物にしろ」

「うーん……じゃあブラックドラゴンまた乗りたい！」

「う……」

　恐怖を思い出したのか、みんなが嫌そうに顔をしかめた。

「ブラックドラゴンはもうやめとこうぜ……あれは怖すぎる。なあ？」

　他ほかの部員たちに同意を求めると、

「ま、まああたしはべつに全然平気だったからもう一回乗ってもいいんだけどね！　むしろまた乗りたいんだけどね！　あんたたちが怖いんじゃ仕方ないかなー！」

　星せ奈なが強がりを言った。

　……なんでお前はこう素直じゃないんだ……。

「ふん……強がるな肉。死にそうになっていたくせに」

　夜空が皮肉な笑みを浮かべると、星奈は顔を引きつらせた。

「ハァ？　あんたこそ恐怖でガタガタ震ふるえてたじゃないの」

「んな……!?　そ、そんなことはない！　私はあんなの全然平気だったし！」

　夜空まで強がりを言い出した。

「ハンッ、どうだか。あんたがびーびー泣いてたの知ってるんだから！」

「戯たわ言ごとを……泣いていたのは貴き様さまだろう雑ざ魚こ肉にく」

「『キャー』」

　星せ奈なが棒読みで悲鳴の真ま似ねをすると、夜よ空ぞらの顔がボッと真っ赤になった。

　たしかにブラックドラゴンに乗っているとき、夜空は「キャー」という、普段の低トーンボイスからは考えられないような、まるで普通の女の子のような甲かん高だかい悲鳴を上げていた気がする。

　あまりに普通すぎて、夜空と星奈が最前列でなければ間違いなく他ほかの女性客の悲鳴だと思いこんでいただろう。

「あんたの悲鳴はあたしの頭の中にはっきり残ってるのよ。『きゃー』『きゃー』『きゃー』って泣きわめくあんたの声がね！　『きゃー、おか～さ～ん！』……あはは夜空ちゃん赤ん坊みたいにビービー泣いちゃってか～わ～い～い～ギャハハハッ！」

　異い様ようにムカつく表情と声色で星奈が夜空を挑発する。

「ぐ……き、貴き様さまの記憶違いではないだろうか？　ふっ、さすが脳が腐くさっているゾンビ肉女は違うな……」

　反撃を試こころみる夜空だったが、泣きながら悲鳴を上げていたのは紛まぎれもない事実だからか言葉に勢いがない。

「ふひひひ～！　ジェットコースターでうぇんうぇん泣いちゃった泣き虫夜空たんがなんかゆってるぅ～ブヒャヒャ！」

「ぐがが……！　な、泣いていたのは貴様も同じだろうがバカ肉！」

「あ、ああああたしは泣いてないわよよん!?」

「ふんっ、噓うそをつくな降おりたとき目真っ赤だったくせに。それに私は知っているぞ……貴様、泣くだけでなく少し漏もらしただろう！」

「な、なななんで知っ……そ、そそそんなわけないでしょうがバッカじゃないの!?」

　顔を真っ赤にして否定する星奈。

　なぜそこでどもる……？

「え……肉、まさか本当に……？」

　夜空がドン引きするような顔をした。

「そ、そそそそんなわけないでしょ!?　あんなへっぽこジェットコースターなんて、全然怖くなかったんだから！　むしろ退たい屈くつすぎて眠かったくらいだわ！　ていうか、あんたこそ実は漏らしてたんじゃないの!?」

「ふん、言い逃れは見苦しいぞこのアンモニア臭しゆう漂ただよう汚肉が！」

「『キャー』」

「ぁが……っ！」

　夜空がわなわなと震ふるえる。

「だ、だったら証明してもらおう！　もう一度ブラックドラゴンに乗って、怖がってなどいなかったことをな！」

「望むところよ！　もちろんあんたも乗りなさいよね！　余裕でデジカメ構えてあんたの泣き顔バッチリ撮影してあげるんだから！　写真に残ってたらさすがに言い逃れもできないでしょうからね！」

「ふん、いいだろう。あんなもの私にとっては通学電車と同レベルだ。そんなもので泣く理由がないな！」

「夜よ空ぞらお前混雑した電車超苦手じゃなかったっけ？」

　ボソリと俺おれがツッコむ。

「!?」

「……なんでもありません」

　夜空といい星せ奈なといい、眼がん力りきで他人を黙らせるのやめてもらえないだろうか。

「……それはそうと肉。貴き様さまデジカメなんて持ってきていたのか？」

「ふふっ、このポシェットの内側にバッチリ隠し持ってるわ」

「？　なぜわざわざ隠す……？」

「い、いいじゃないのそんなことはどうでも……」

「……？」

　純粋に不思議そうな夜空に、慌あわてて誤ご魔ま化かす星奈。

　星奈のやつ、まさか今日も夜空の盗とう撮さつを…………してたんだろうなあやっぱり……。




　ともあれそんなわけで。

　昼飯のあと、夜空と星奈は再びブラックドラゴンに乗ることになった。

　ちなみに俺は断固として同行を拒きよ否ひし、もう一度乗りたがっていたマリアも「乗りたいけどお兄ちゃんと一緒のほうがいい！」と、俺と一緒に行動することになった。

　理り科かと幸ゆき村むらと小こ鳩ばとも俺のグループだ。

　……なんかみんなでカラオケに行ったときのことを思い出しつつ、俺は美う味まくもなく不ま味ずくもないカレーを食うのだった。





　　






　昼食を終え、俺たちは夜空＆星奈と別れて行動を開始した。

　特に行き先は決めず、近くにあるアトラクションで適当に遊ぶ。

　最初に乗ったのは海かい賊ぞく船せんを模もした絶ぜつ叫きようマシン『バイキング』で、この遊園地のものは巨大でかなりの高さまで上がる。

　だが、ブラックドラゴンの暴力的なスリルに比べたら上下に揺れるだけの船など全然大したことはない。むしろ涼すずしくて気持ちいいくらいだ。

「あはははははー！　高いぞー！　高いぞー！　高いのですごい楽しいなー！」

　マリアはブラックドラゴンのときと同様、大はしゃぎだった。

「……先輩。気持ち悪いです」

　隣となりに座っている理り科かが青ざめた顔で言った。

「ちょっ、お前どうしたんだ!?」

「ふ……船ふな酔よいっぽい……です……」

「バ、バイキングって船酔いするもんなのか!?　と、とにかく頑張れ！　もうちょっとで終わるから！」

「ううう……」

　………………。

　…………。

　……理科はどうにか終わるまで耐えてくれた。

　……ふう……まったくとんでもないスリルを味わったぜ……。





　　






　次に乗ったのはフリーフォールだった。

　高いところまで持ち上げて落とすという原始的すぎるコンセプトの絶叫マシンであり俺おれはブラックドラゴンの次にこいつが苦手だったのだが、理科とマリアと小こ鳩ばとが乗りたいと言うので仕方なく付き合うことにした。

「あにき。おたっしゃで」

　椅い子すに拘こう束そくされ、リフトで持ち上げられていく俺たちの身体からだ（ちなみに席は四人までなので、幸ゆき村むらだけは次の回ということになった）。

　ガタゴトと鈍にぶい振動に不吉なものを感じながら、どんどん地上が遠くなっていく。

　なんか死し刑けい囚しゆうにでもなったような気分だ。

「あはははははー！　高いぞー！　高いぞー！　高いのですごい楽しいなー！」

　例によってめちゃくちゃ楽しそうなマリア。

　……高ければなんでもいいのかお前は。

　頂点まで上がると俺おれたちの座る椅い子すは前方に突き出され────落とされる。

「ぬおわあああああ──────ッ!?」

　みっともなく悲鳴を上げる俺。

「あははははははは！」

　爆笑するマリア。

「…………ッ！」

　ギュッと目を閉じ無言の小こ鳩ばと。

「重力ファックファックファックファックファックファックファックファック!!」

　ブラックドラゴンのときのように変な人格が出ちゃった理り科か。

　ちなみに↑のファック連発は落下中の約一秒間に言われたものだ。

　出口で幸ゆき村むらが来るのを待ちながら、理科は据すわった目で呟つぶやく。

「……こんなん文明人の遊び道具じゃないです。これに乗って喜んでる人たちはみんな野や蛮ばん人じんです」

「あはははは、フリーホールちょー楽しかったなー！　高かったので落ちるとき楽しかったなー！　なーなーお兄ちゃんもっかい乗ろもっかい乗ろっ!?」

「黙らっしゃいこの野蛮人がッ!!」

「ギャ──ッ!?」

　クワッと目を見開いて鬼の形ぎよう相そうで叫さけぶ理科。

　どちらかといえば理科のほうが野蛮人に見えた。

「…………理科、将来は宇宙に住みます。重力なんてクソッタレです」

「そうか。達者で暮らせよ」

「先輩も一緒に住みましょう宇宙」

「遠えん慮りよしとく」

「ええー。一緒に重力に魂たましいを引かれた旧人類どもを粛しゆく清せいしたりしましょうよー。コロニー落としとかしましょうよー」

「気が向いたらな」

　甘えた声でろくでもないことを言う理科を適当にあしらっていると、出口から幸村が出てきた。

　普段通りの無表情だが目はどこか虚うつろで生せい気きがない。

「……大丈夫だったか？」

「……毛け谷や村むら六ろく助すけになったような気分です」

「そうか……大変だったな」

　……幸ゆき村むらのことだから多分戦国武将の名前なんだろうが、知らない名前だったので俺おれは適当に合わせた。





　　






　三連続で絶ぜつ叫きようマシンというのもキツかったので、次に俺たちが向かったのはお化け屋敷だった。

　敷地の隅すみのほうにぽつんとある和風の小さな屋敷で、おどろおどろしい字で大きく『おばけやしき』と書かれた看板が屋根に掲かかげられている。

　俺たち以外に客の姿はなく、すぐに入ることができた。

　お化け屋敷に入ったのは生まれて初めてだったのだが、なんというか、想像していた以上にしょぼい。

　作り物なのがバレバレの出来が悪い妖よう怪かいの人形や生首やら、中の機械が見えてしまっていてウィーンウィーンと駆動音を立てながら首が伸びるろくろ首やら……せめて機械は見えないようにしておけよ……。

　この遊園地、ブラックドラゴンなどの凄すごいアトラクションと、着ぐるみショーやこのお化け屋敷などしょぼいものとの差がありすぎだ。

　あとで調べたところでは、このお化け屋敷は四十年ほど前にこの遊園地ができたときからそのまま残っている数少ないアトラクションで、近々ようやくリニューアルされる予定なのだとか。

「なーなー、なんで天井に布が吊つるしてあるのだ!?」

　たぶん妖怪『いったんもめん』のつもりだろう、天井でゆらゆら揺れている薄汚れた白い布（吊してある紐ひもが丸見えだった）を指さしながらマリアが尋ねてきた。

「世の中にはああいう妖怪がいるんだよ……。空飛ぶ布みたいなやつが」

「ババアが干してるシーツもたまに飛んでくぞ!?　あれ妖怪だったのか!?」

「そりゃ風で飛ばされてるだけだろ。そういうんじゃなくて、こいつは自分の意思？　で飛ぶんだ」

「ええー？　布なのにー!?」

「布なのに」

「あははー！　なんだかさっぱりわからんなー！」

　マリアはお化け屋敷でも相変わらず元気いっぱいだった。

「ククク……我と同じ闇やみの眷けん属ぞくとはいえ、人間如ごときに飼い慣らされてこのような醜しゆう態たいを晒さらすとは……レイシス・ヴィ・フェリシティ・煌スメラギが命じる……速すみやかに自害せよ」

　小こ鳩ばとが着物姿の女性の人形に向かって言った瞬間、その首がごろりと落ちた。

「ふひゃ──っ!?　あんちゃあああんっ!!」

　小鳩が悲鳴を上げて俺おれにしがみつく。

　……今のはタイミングが良すぎてちょっと俺もびびった。

　と、そのとき。

　俺の服の裾すそがうしろから何者かに引っ張られた。

「……うおっ!?」

　ちょうどびっくりした直後だったので、びくんと震ふるえる俺。

　振り返ると、青白い顔をした美しいメイドが俺の服をそっと摑つかんでいた。

　……まあ、幸ゆき村むらだったんですけど。

「ど、どうしたんだ幸村？」

「も、もうしわけありません、あにき」

　幸村が慌あわてた様子でパッと手を放す。

「……もしかしてお前もびっくりしたのか？」

　すると幸村は、微かすかに頰ほおを赤らめて小さく頷うなずいた。

「おはずかしいかぎりです……わたくし、まだまだみじゅくものです……」

「べつに恥はずかしがる必要はないと思うけどな……つーか、むしろ安心した」

「あんしん、ですか」

　不思議そうに小首を傾かしげる幸村。

「ああ。お前でも慌てることがあるんだなーって」

「あにき……」

　幸村がぽーっとした顔で俺を見つめてくる。

　不覚にもドキッとしてしまい、俺は慌てて顔を背そむける。

　可愛かわいいけどこいつは男こいつは男こいつは男……！

「ぐふふ……思わぬ眼福をありがとうございます先輩、幸村くん」

　理り科かが気持ち悪い笑みを浮かべていた。

　お化け屋敷の見せ物は今の首が落ちる女の人形で最後だったらしく、それから暗い通路をしばらく歩くと外に出た。

「なんかしょぼかったなー」と俺。

「全体的にはそうですねー」と理科が頷き、




「でもでも、ずーっと理り科かたちの前にふわふわ浮かんでいた鎧よろい武む者しやの幽霊だけはダンチでクオリティが高かったと思います。他ほかはレトロな機械仕掛けなのに、あの幽霊だけ使用されている技術の次元が違うっていうか、恥はずかしながらどうやって空間に投影してるのかわからなかったですもん。たぶんレーザーだとは思うんですが、壁や天井をどれだけ観察してもそれらしい機械がどこにも見当たらなかったんですよね～。理科たちの移動に合わせて常に前方に投影されていたのも芸が細かいですね～。トリックを見抜けなくてちょっと悔しいかも～」




　あっけらかんとした口ぶりながらも、実は内心かなり本気で悔しがっているのが伝わってきた。

　そんな意外と負けず嫌いなところがある可愛かわいい後輩の台詞せりふに対する俺おれの反応はこうだ。

「…………………………よ、鎧武者の幽霊なんていたっけ……？」

　天才発明家志し熊ぐま理科、まさかの『見える人』疑惑。

　背筋に冷たいものを感じつつ、お化け屋敷をあとにする。





　　






　お化け屋敷のあとは絶ぜつ叫きようマシン三つとコーヒーカップと空中ブランコとゴーカートで遊び、続いて観覧車に乗った。

「うおー！　メッチャ高いぞー！　高いので楽しいなー！」

　……ほんとにマリアは高いところが好きだな。

　マリアは基本的にどんなアトラクションでも喜ぶけど、高いところに上がるものだと特にテンションが跳ね上がるらしい。

　俺たちが今乗っているこの観覧車『極きよつ光こう』は横よこ縞しまワンダーランドの名物の一つで、日本最大級の大きさを誇る大観覧車だ。

　十年前までは全アトラクション最大の高さを誇っていたのだが、『ブラックドラゴン』が建造されたことでその地位を奪われた。

　とはいえブラックドラゴンとは違い、高いところからの眺めをゆっくり楽しむことができるため、依い然ぜんとして人気は高い。

「ククク……人がゴミのようだ……」

　地上の人々を見下ろしながらお約束の台詞を言う小こ鳩ばと。

「しっかし、こうして見るとやっぱりすげえな、ブラックドラゴン」

　一番上まできてブラックドラゴンのほうを見ると、その異常な高さがよくわかる。

　遊園地の敷地内全体どころか遠く水平線まで見渡せる『極きよつ光こう』の頂点よりもさらに高いところから一気に落ちるとか、頭がおかしい。

「……そういや、夜よ空ぞらたちはどうしたんだろう」

　合流するときはあっちから俺おれのケータイに連絡をくれることになっているのだが、未いまだに夜空たちからの連絡はない。

「まだ並んでるんじゃないですかね？」と理り科か。

「それはないだろ」

　ブラックドラゴンの乗り場のほうに目をやる。

　午前中よりは多くの人が並んでいるようだが、それでも待ち時間は十数分といったところだろう。

　俺たちが夜空たちと別れてから、いつの間にか二時間近くが経たっていた。

　とりあえず電話をかけてみたが、夜空も星せ奈なも出ない。

「口くち喧げん嘩かに夢中で着信に気づいてないんじゃないですかね？」

「それはありえるな」

　理科の推測に、今度は頷うなずく俺だった。

「……しょうがない。ちょっと捜さがしに行くか」





　　






　観覧車を降おりたあと、俺たちは夜空と星奈を捜すためブラックドラゴンの乗り場近くへと向かった。

　二人だけで他ほかのアトラクションを回っているという可能性もあるにはあるが、あいつらの仲の悪さからすると考えにくい。

　歩きながらもう一度電話をかけてみるが、やっぱり出ない。

　どうしたんだろうと思いつつ、きょろきょろ周囲を見回しながら歩く。

　と、

「あにき。はっけんしました」

　幸ゆき村むらが落ち着いた口ぶりで言いながら指さした。

　幸村の示したほうに目をやると数十メートル先のベンチに、見知った短い黒髪の少女と金髪の少女が座っているのが見えた。

「おー、ほんとだ」

　俺おれたちは早足で二人の座るベンチへと近づく。

　ボーイッシュな服装をしている夜よ空ぞらと、派手目だがお洒落しやれで可愛かわいい格好の星せ奈な。

　肩を寄せ合うようにして並んで座っている二人は、遠目からはまるで黒髪の美少年と金髪の美少女のカップルがベンチで仲むつまじくイチャついているようで、とても絵になる光景のように見えた。

　……近くに寄るとそれは大きな勘かん違ちがいで、二人とも目は半分白目をむいており口はだらしなく半開きで顔色は悪く、頰ほおもやつれているのがわかった。

　まるで美少年美少女の……ゾンビのカップルだ。

「……どうしたんだお前ら」

　恐る恐る声をかけると、二人は「あ、小こ鷹だか……」と呻うめくように返事をした。

「……だ、大丈夫か？」

「……あだまいだい……」

「ぎもぢるい……」

　夜空と星奈が口々にゾンビのような声で答えた。

「なにがあったんだ……」

「……のった……」と夜空。












「乗った……？　ブラックドラゴンか？」

　弱々しく頷うなずく二人。

「はぢがい……」

　星せ奈なが続けて呻うめくように言った。

「？　……八回……？　ええと……」

　まさかと思いつつ確認。

「……ブラックドラゴンに八回乗ったってことか？」

　二人は頷いた。

　一回乗るだけで気力体力ともに大きく摩ま耗もうするアレに短時間で八回も乗るとか……。

「アホか」

　俺おれが素直な感想を述べると、二人は同時に血走った眼で俺を睨にらんできた。

　こえええ！

　こんなグロッキー状態なのに眼がん力りきだけは微み塵じんも衰おとろえないどころか普段より怖い。

「……夜よ空ぞらが素直に負けを認めないから……」

「……肉がさっさと死なないから……」

　二人はお互いを睨み合った。

「……どっちかが負けを認めるまで乗り続けることになって、結局八回も乗ることになったってことか……」

　頷く二人。

　まったく……負けず嫌いにもほどがある。




「へー、それでどっちが勝ったんですか？」




　理り科かが余計なことを訊きいた。

　夜空と星奈はお互いを睨んだまま、

「……まだ勝負はついていない……グググ……」

「……さて……そろそろ九回目に行くわよ……ウウウ……」

　ゾンビのように地の底から響くような唸うなり声ごえを上げて二人は弱々しい足取りで立ち上がった。

　どれだけ傷つこうとも戦い続けるその不屈の精神は感動的ですらあったが、この対決はあまりにも不毛すぎた。

　というか、これ以上続けると真面目まじめに命が危ない気がする。

「もうやめとけ、お前らはよく戦ったよ……。ここは引き分けってことで、お互いの健闘を讃たたえ合ってですね、」

「断る……！」「死んでもイヤね……！」

　二人して即答する。

「この肉には……」「夜よ空ぞらにだけは……」




「「絶対、負けな──ぅおげええええええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ」」




　リバース。

　グロッキー状態で無理に大声を出そうとしたせいで、二人はほぼ同時に、胃の中のものを派手にぶちまけた。

「うっげ！　ゲボ吐いたきたねーエンガチョッ！」

　マリアが微み塵じんの遠えん慮りよも配慮もなくその事実をそのまま口にした。

「うぐぁぅ……」「ぅぇぐ……っ」

　二人は苦しそうに屈かがみ込こみ、しばらくげぇげぇとえづいていた。

「だ、大丈夫か……？」

　心配しつつも、俺おれは大きく嘆たん息そくする。

　本当に困った奴やつらだ。

　ともあれ、さすがに勝負はこれで終了だろう。




　……ところで実は、二人がリバースしたときそのすぐ前にいた俺の服にもゲロがかかってしまったわけだが…………泣きたい……。





温泉







　夜よ空ぞらと星せ奈ながどうにか動けるように回復するまでベンチで休きゆう憩けいしたあと、俺おれたちはワンダーランドを出て、隣接している温泉施設『湯の楽園』へとやってきた。

　汚お物ぶつを掃除しに来た遊園地のスタッフの人たちに『小さい子供じゃないんだから、遊園地では無理せず節度を守って楽しく遊ぶように』と叱しかられたのも効いているのか、夜空と星奈はしゅんとしている。

　温泉施設に来たのは休憩のためというのもあるけれど、施設内にあるコインランドリーでゲロのかかった服を洗濯するのが第一の目的だ。

　このままだと電車に乗れないし……。

　浴衣ゆかたをレンタルして着替え、コインランドリーの全自動洗濯機に汚れた服を放ほうり込こんで温泉へと向かう。

「それじゃ、４時に待合室な」

　集合時間を決め、女性陣と別れて男湯の脱衣場へと歩く。

　幸ゆき村むらとマリアが俺についてくる。

　………………。

　…………。

「……ってマリア!?」

　小躍りするようにちょこまかと俺のうしろを歩いていたマリアにぎょっとする。

「んー？」と首を傾かしげるマリア。

「いや、んー？　じゃなくて。なんで男湯のほうに来るんだ」

「10歳までは男湯に入ってもいいって書いてあったのだ！」

「まあ、年齢的には問題ないんだろうけど……女の保護者がいるなら普通は女湯に行くべきじゃないか？」

「んー……」

　マリアは少し渋しぶい顔をして、




「夜空と星奈はゲボくさいから一緒にお風ふ呂ろ入りたくないのだ」




「おぉぅ……」

　直球ストレートな言葉の暴力に思わず頰ほおを引きつらせ苦笑いを浮かべる俺。

　相変わらず良くも悪くも素直すぎるマリアだった。

　つうか、子供って残酷だな……。

　さすがに今の発言を聞いたら夜よ空ぞらと星せ奈なも凹へこむんじゃなかろうか。

「しょうがないな……一緒に男湯いくか」

「うんっ！　お兄ちゃんと一緒にお風ふ呂ろはいるっ！」

　マリアは喜色満面の笑顔を見せた。





　　






　それでまあ、脱衣場。

　脱衣場 with 楠くすのき幸ゆき村むら。

　……またあの精神修しゆ行ぎようのような状況に耐えなければいけないのか……。

　軽く泣きたくなりながら、着替える場所を慎重に探す。

　幸い脱衣場には他ほかの客の姿はなく、メイド服姿の幸村が奇異の視線に晒さらされることはなかった。

　脱衣場の出入り口からも浴場へ続く扉からも死角になっていて、他の人の衣類が入っている籠かごも近くにないという都合のいい場所が見つかったので、そこに陣取り、着替えを始める。

「わーい！」

　マリアがあっという間に服を脱ぎ捨てすっぽんぽんになる。

　服を籠に放ほうり込こみ、

「お兄ちゃんはやく温泉いこいこ！」

「さ、先に行っててくれ。俺おれは少し時間がかかるんだ」

「んー、わかった！」

　嬉うれしそうに走っていくマリアに、

「あ、おい、タオル忘れてるぞ！」

　タオルを投げて渡す。

「ありがとうお兄ちゃん！」

「ちゃんと風呂入る前に身体からだを洗うんだぞ！　あとタオルは湯船に入れるなよ」

「はーい！　おっよぐぞ～！」

「泳ぐな！」

「あはははー！」

　マリアがどたどたと浴場の中へと消える。

　……さて……それじゃ俺おれも着替えるか……。

　ちらりと幸ゆき村むらのほうを見ると、ちょうどメイド服のエプロンを脱いだところだった。

　相変わらず男とは思えないくらいほっそりした華きや奢しやな身体からだ。

　特に腰……なんでキュッてくびれてんの？

　俺はそーっと幸村から一歩離れ、幸村を見ないようにしながら浴衣ゆかたの紐ひもに手をかける。

　と、

「あにき」

「な、なんだ？」

　顔を背そむけたまま答える。

「もうしわけありませんが、またうしろのぼたんを外していただきたいのです」

「わ、わかった」

　メイド服の首のうしろのボタンは自分では外しにくいらしく、前にプールに行ったときも俺が外してやった。

　ボタンを外すと、例によって男のものとは思えない白く綺き麗れいなうなじが露あらわになり、俺は慌あわてて幸村から離れる。

　ああ緊張する……！

　大急ぎで浴衣と下着を脱ぎ、ロッカーの籠かごの中に放ほうり込こむ。

　タオルを持ち、

「そ、それじゃ俺も先に行ってるから！」

「はい……あにき……」

　幸村の顔をちらりと見ると、何な故ぜか頰ほおを赤らめていた。





　　






　横よこ縞しまワンダーランドができる前も有名な温泉地として人気を集めていただけあって、『湯の楽園』の風ふ呂ろはかなり立派なものだった。

　屋内には、三つの大だい浴よく槽そうに加えて、サウナ、水風呂、ジャグジー、電気風呂などが一通り揃そろっている大浴場。

　そして外には渓けい流りゆうを模もして作られたいくつもの露天風呂があり、四季折々の美しい景色が楽しめる。

　俺はまずは身体を洗うため、入り口近くに積んであった木製のタライを一つ持って洗い場へ向かう。

「あっ！　おにーちゃんこっちこっち！」

　洗い場で先に身体からだを洗っていたマリアが俺おれを見つけて手招きをした。

「おー」

　マリアの隣となりに腰掛け、シャワーから湯を出して頭からかぶる。

　遊園地でかいた汗＆汚れを洗い流してホッと一息する。

　と、そこへ、

「あにき。おせなかをお流しいたします」

　後ろから幸ゆき村むらの声。

　振り向くと、全ぜん裸らの幸村が立っていた。

　タオルで胸元から腰までを隠している。

「だ、だからなんで胸を隠す……!?」

「あにきのようにたくましいむないたではないので恥はずかしいのです……」

「あー、そうだったな……」

　そういえばプールの更衣室で聞いた。

「あにきが隠すなとお命じになるのでしたら……」

「お命じになりません！　どうかずっと隠していてください！」

　もじもじしながら言う幸村に俺は全力で頼んだ。

「さようですか……」

　少ししょんぼりした顔をする幸村だった。

「ところで、おせなかを……」

「い、いいって！　自分で洗うから！」

「ごえんりょなさらず」

　俺は幸村に背を向け、




「遠えん慮りよじゃねえから！　お前に背中なんて流してもらいたくねえから！」




　あ、やば…………。

　…………も、もしかすると、今のはちょっと言葉がキツすぎたかもしれない……。

　恐る恐る、再び幸村の顔を見上げる。

「あにき……」

　幸村は目に涙を溜ため、見ているこっちが胸を締め付けられるような、悲ひ愴そう感かんに満ちた表情を浮かべていた。

「さようですか……。わたくしはあにきにとって不要なそんざい……。かくなるうえは、腹を切って果てるしょぞん……」

　走り去ろうとする幸ゆき村むら（例によって男のものとは到とう底てい思えない綺き麗れいな尻しりが見えて俺おれの全身の血が熱くなる）を慌あわてて呼び止める。

「ちょ、ちょっと待て！　早まるな！　流してくれ！　俺の背中をぜひともお前に流してもらいたい！」

「あにき……っ」

　幸村がとてつもなく可か憐れんな笑みを浮かべて振り返った。

　その顔を直視できず、俺は背を向ける。

「ほ、ほら、はやくしてくれ！　こ、これ石せつ鹼けん、あとシャワーこれな」

　鏡で幸村を見てしまわないように目をぎゅっと閉じて、ボディソープとシャワーヘッドを後ろに向けて差し出す。

「ご下命、うけたまわりました。わたくしの全身全霊をかけて、あにきにごほうしいたします」

　やけに艶つやっぽい声音でそう言って、幸村が俺の後ろに腰を下ろす。

　幸村がタオルにボディソープをつけ、俺の背中を擦こすり始める。

　前に柏かしわ崎ざき理事長に背中を流してもらったことがあったけど、他人に背中を洗ってもらうというのは正直、気持ちがいい。

　理事長の力強い擦り方と違って少し力が弱く、たまにくすぐったい。




「…………ん……はぁっ……ンぁ……はぁっ……」




　……本当にすごく一いつ生しよう懸けん命めいに背中を洗ってくれているらしく、幸村の熱っぽい……なんつーか、エロい感じの吐息が聞こえる。

　いやいやエロくない！　エロくなんかない！

　俺は、男に背中を流してもらっているだけだ！

　たまに幸村の腕や胸が俺の背中に直接触れて、そのたびに何とも言えない気持ちよさが俺を襲う。

　いやだからエロくない！　男同士だからエロくないってば！

　理事長の引き締まった肉体とは全然違う、とても柔やわらかくて滑なめらかで、自分と同じ性別の人間のものだとは思えない感触。

　特に──胸。

　微かすかな弾力を帯びたその感触は『胸』ではなく『おっぱい』と呼ぶ方がしっくりくる。

　……くっ……俺おれの理性よ頑張ってくれ……！





　　ふやっ。




　　　　　ふよっ。




　　ふにっ。






　……だ、駄だ目めだ……これ以上続けられたら、気が変になってしまいそうだ……！

　早く終われ、早く終われとぎゅっと目を閉じて祈り続ける俺。

　と、




「おー、これがおちんちんというものかー」




　隣となりで身体からだを洗っていたマリアが、いきなり俺の腰のタオルをひょいと取り上げて言った。

「んなっ……!?」

　思わず目を開けてマリアの方を見る。

「へー」

　マリアは興味深そうに俺の股こ間かんを凝ぎよう視ししている。

「おー、前に理り科かにパソコンで見せてもらったのと全然違うなー。あれはとても怖かったけど、お兄ちゃんのはなんか優しい感じがするのだ！」

　どんな感じだよ！

　つーか、いくら相手が子供とはいえ自分のアレをじっくりと観察されるのはとても恥はずかしい。

　羞しゆう恥ち心しんで身体が熱くなる。

「なーなーお兄ちゃん、これさわっていい？」

「駄目です！　つかタオル返せ！」

　手を伸ばしてきたマリアの手から慌あわててタオルを奪い返し、腰に戻す。

「面白そうだったのに……」

　……面白そうて。

　相変わらず突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出す幼よう女じよだった。

「なーなー、なんでそんな変なのついてるのだ？」

「なんでって……ていうか『そんな変なの』って……」

　学校の保健の授業で習ったようなことをそのまま伝えてもいいものだろうか？

　…………やめとこう。

　幼よう女じよが相手とはいえ口にするのは恥はずかしいし、あと勝手なことをするなと姉のケイトに怒られそうな気がする。

「……男ってのはそういうものなんだよ」

　適当に逃げをうつ俺おれに、マリアは「ふーん」と頷うなずいて、







「じゃあなんで幸ゆき村むらにはついてないのだ？」







　そんな。

　とんでもないことを。

　言った。

「は？」

　マリアが何を言ったのかよくわからず、俺は間抜けな顔で呆ほうけた声を上げた。

「あはは、幸村は男なのにおちんちんついてなくて変だなー。男なのについてる人とついてない人がいるのかー」

「お前は何を言って……」




「わたくしはまだみじゅくものですゆえ……」




　鏡の中で、幸村は頰ほおを染め恥じらいの表情を浮かべていた。

　いや、みじゅくものて。

　未熟だったら、なんだっていうんだよ？

「へー。未熟だとついてないのかー」

　マリアが無む邪じや気きに感心する。

　いやいやいや……ははは、そんな馬ば鹿かな、待って待って待って。

「さようです」

「だったら未熟じゃなくなったら生はえてくるのか？」

「はい」

　いやいやいやいやいやいやいやいやいやそんな馬ば鹿かな……。

「そっかー。やっぱりお兄ちゃんは未熟じゃないのでえらいなー」

「はい。あにきはりっぱなおかたです」

　おいおいおいおいおいおいおいおいおい……。

「あははっ、幸ゆき村むらもはやくお兄ちゃんみたいになれるといいな！」

「はい。しょうじんいたします」

「だ──っ!!　お前はなにを言ってるんだ!?」

　混乱が頂点に達した俺おれは、ついにうしろを振り返った。

　視界に飛び込んでくる幸村の姿。

　俺の背中を洗っていたためタオルは幸村の手に握られており、今、その裸身を隠すものはなにもない。

　立て膝ひざの体勢になっている全ぜん裸らの幸村。












　色白の肌、華きや奢しやな体たい軀く、微かすかに──ほんの微かな膨ふくらみを持つ胸、強く抱きしめたら折れてしまいそうな腰。

　その腰の中央、右脚と左脚の境。

　そこには、『あるべきもの』がなかった。

　いや、こいつの場合だと、『あるべきではないもの』が、当然のようになかったと言うべきだろうか。




　つ　　い　　て　　な　　い　　。




「あにき……恥はずかしいです」

　幸ゆき村むらがそっと胸元を両腕で隠した。

　男だと言われても普通に納得できてしまえるようなそのささやかすぎる胸の前に、もう一つ隠すべき大事なところがあるだろう!?　と全力で叫さけびたかったが、アホみたいに口をぱくぱくさせるだけで言葉にならなかった。

　……よくよく思い返してみれば。

　初めて幸村に出会い、部室で自己紹介をされたとき、「だんしです」という自己申告をされただけで、俺おれも夜よ空ぞらも星せ奈なも本当にそうなのか確認したりはしなかった（そりゃ普通はするわけがない）。

　プールの更衣室でも今回の温泉の脱衣場でも、俺はこいつの着替えを直視することができなかった。

「こいつは男なんだこいつは男なんだこいつは男なんだ」と自分に必死に言い聞かせるだけで、本当にそうなのか確かめようとはしなかった。

　美少女にしか見えない男子高校生──そんなファンタジーな存在を、どうして簡単に信じてしまったのか。

　幸村と一緒にいるとき『男だとはとても思えない』だの『どう見ても美少女にしか見えない』みたいなことを何回思ったと思ってるんだ。

　美少女にしか見えないのなら、ほぼ間違いなくそいつは本当に美少女なのだ。




　冷静に、常識的に考えて。

　こんなに可愛かわいい子が男の子のわけがないじゃないか──……。





ついてない話







　というわけで幸ゆき村むらは女の子でした。

　その衝撃の事実が発覚後、俺おれは慌あわてて幸村を連れて浴場を出て、大急ぎで着替えさせて待合室に行った。

　当たり前の話だが、男性浴場に女子高生がいるのはあまりにもマズすぎる。

　待合室の椅い子すに幸村を座らせ、彼女の前に立つ。

「あにき。どうなさったのですか？」

「幸村……大事な話がある」

　不思議そうに首を傾かしげる幸村に俺は告げる。




「幸村……お前は実は女だ」




　…………。

　……お前は実は女だ。

　……改めて脳内で反はん芻すうしてみると、自分の言葉なのに俺は自分がなにを言っているのかよくわからなくなってきた。

　有あり体ていに言えば、とてもバカっぽい。

　なんで俺、真剣な顔して他人にそいつの性別を教えてやってんの？

　客観的に見たらさぞかし間抜けな光景だろうと思う。

　で、それに対する幸村の反応はこうだった。




「ははは、ごじょうだんを」




　微笑ほほえみながら幸村は言った。

　その顔はやっぱり凄すさまじいくらいに可愛かわいくて、なんでこいつのことをこれまで男だと思い込むことができていたのか逆に不思議だ。

「いや、冗談じゃなくてだな……」

　どうやって説明すればいいのやら……。

　俺はどうにかして幸村に現実を把は握あくしてもらおうと説明を試こころみた。

　しかし同年代の女の子に対して率直に性教育の授業のような話をすることは保健教師でもない普通の男子高校生である俺おれには極めて難なん易い度どが高く、どうしても細部をぼかした婉えん曲きよくな言い回しになってしまう。

　俺の横にはマリアまでいて、興味津々な様子で俺の性教育講座を聴きいてるし。

「だからな……その……どんなに頑張っても……つーか頑張るってなんだよ……その、アレが生はえてくることなんてあり得ないんだよ……」

　ていうか、よく考えたら保健教師だって普通はこんなこと教えねえよ……。

　俺の説明に幸ゆき村むらはきょとんとした顔をする。

「あいかわらずあにきのお話はたまにとてもむずかしいです……」

「いやいや俺お前に難しい話をしたことなんてこれまでに一度もないぜ!?　今の話も笑い話も怖い話も！」

　難易度高いなあ……。

　そもそもよく考えたら俺、話すこと自体がもともと得意じゃないしな！

　会話スキルを磨みがけるような友達がいないしな！

　……悲しくなってきた。

　しかしほんとにこれどうしたらいいんだ。

　こんなときこそこういう話題に強い理り科かがいてくれたらなあ……。

「……はぁ……あいつはいなくてもいいときはいるくせに、珍しく必要なときにはいないんだよな。まったく使えない理科だぜ……」




「なんか先輩に悪口を言われてる……!?」




　うしろで驚く声がしたので振り向くと理科がいた。

「おっ、理科。ちょうどいいところにきた」

「悪びれもしない!?　陰口を言ってるとこを本人に見られたのに!?」

　目を丸くして意味のわからないことを言う理科。

　相変わらずよくわからないやつだ。

「つーか、出てくるの早かったな」

　集合時間まで、あと一時間以上ある。

「……あくまでなにごともなかったかのように話を進める小こ鷹だか先輩の鬼き畜ちくぶりに理科はむしろ興奮すら覚えますよハァハァ。……まあそれはさておき、夜よ空ぞら先輩と星せ奈な先輩がサウナでぶっ倒れまして。脱衣場の扇せん風ぷう機きの前で寝かせているので理科はポカリンを買いに来たんです」

「あんだけ衰すい弱じやくしてたのにサウナなんて入ったのかよ……。どうせまたどっちが長くいられるかの勝負でも始めたんだろ？」

　理り科かは頷うなずいた。

「身体からだを洗っている途中で、シャワーのお湯がかかっただの石せつ鹼けんの泡が飛んできただの口論をはじめまして」

「因縁つけるチンピラかあいつらは」

「で、気づいたらいつの間にか二人してサウナでゆでだこになってました。……あの二人は顔を合わせれば戦わずにはいられない哀かなしい運命さだめなのですよ」

「無む駄だにかっこよく言われてもなあ……。でもまあ、あの二人が仲良く一緒に風ふ呂ろでのんびりなんてことあるわけないか……」

　あきらめ顔で嘆たん息そくする俺おれだった。

「というか、先輩たちこそ出てくるの早すぎませんか？」

「あー……」

　とりあえず理科の代わりにマリアにポカリンを持って夜よ空ぞらと星せ奈なのもとに向かわせ、俺は理科に事情を説明した。

「…………やっぱり幸ゆき村むら『さん』だったのですか」

　話を聞いて、さすがの理科も啞あ然ぜんとした。

　それから、

「……ちょいと失礼しますね」

「ひゃんっ」

　理科は幸村の前に来てしゃがみこむと、躊躇ためらわず幸村のメイド服のスカートの中に手を突っ込んだ。

「ちょっ、理科!?」

　動揺する俺をよそに理科は真顔で幸村の股こ間かんをまさぐる。

「ぁ……はぁっ……ん……ンはぁっ……」

　幸村が頰ほおを紅こう潮ちようさせ、妙に艶つやっぽい声を上げた。

　うわあ……。

　気まずくなって視線を泳がせる俺。

　対する理科は表情一つ変えず、実験動物を前にした冷静な観察者の顔でしばらく幸村を触さわっていた。

　スカートから手を引き抜き、

「……殿、間違いありませぬ。こやつ、おなごでござるぞ」

　なぜか時代劇みたいな口調で俺おれに報告する理り科か。

「だからそう言ってるだろうに」

「……いえ、やっぱり自分で確認してみないことには」

　冷静に見えるけど実はこいつもかなり混乱している気がする。

「というわけで幸ゆき村むらへの説明はまかせた。頼りになるのはお前だけなんだ」

「こんなときだけ頼りにされても……。ちょっと待っててください。鞄かばんからモバイル取ってきますから」

　少し不満そうな顔をしつつも、理科は承しよう諾だくしてくれた。

　携帯端末を手に戻ってきた理科は、

「では幸村く……さん。ちょっとこっちへ」

「どこへ行くんだ？」

「人気のないところへ。人目をはばかる話をしますので。若干ショッキングな映像とかも流す必要があるかもしれませんし」

「……そうか。なにをするつもりかよくわからんが頼んだ」

「おまかせください。では行きましょう幸村さん」

「はあ」

　理科が不思議そうな顔の幸村を連れて歩いていく。





　　






　二人の姿が見えなくなって、十五分ほどが経過した。




「あにき……」




　椅い子すにもたれてボーッとしていた俺の横に、いつの間にか幽ゆう鬼きのように青ざめた顔の幸村が立っていた。

　気配をまったく感じなかった……こわ……。

「幸村さんへの『理科先生のハチミツ授業』、終了しました」

　幸村の隣となりに立ち、理科が家族に手術終了を告げる外科医のように重々しく言った。

　とてもハチミツ授業を終えてきた雰囲気とは思えない。

「そうか……ご苦労さん理科先生」

「いえ……」と理科がぺこりと一礼する。

　幸ゆき村むらが感情の読めない顔のまま口を開く。




「あにき。わたくしは……にっぽんだんじではありませんでした……」




「うんまあ、日本男児っていうか男子じゃねえからな」

　幸村の瞳ひとみにじわりと涙が浮かぶ。

「うおっ!?　ま、待て泣くな幸村！」

「……もうしわけございません」

　慌あわてる俺おれに頭を下げ、幸村がそっと涙を拭ぬぐう。

　……これはけっこうショックを受けてるっぽいな。

「…………なあ、なんでお前は、自分のことを男だと思ってたんだ？」

　聞いていいのかどうか迷いつつ、俺は尋ねた。

　こんなわけのわからない勘かん違ちがいをしたままこれまで生きてきたなんて、ものすごく複雑な事情がありそうだ。

　幸村は暫しばし押し黙ったあと、ぽつりと話し始めた。

「かていのじじょうで」

「へえ……」

　いったいどんな事情があるというのか……俺は固唾かたずを吞のんで次の言葉を待った。

　……………………。

　…………？

「……ええと、続きは？」

「……？」

　きょとんと首を傾かしげる幸村。

「え、今ので説明終わり!?」

「はい」

　幸村はこくんと頷うなずいた。

「ええー……」

　いくらなんでも簡潔すぎだろうと思ったが、しかしあまり立ち入ったことを尋ねるのも気が引ける。

　家庭の事情、ねえ……。

　まあ、『幸村』なんて戦国武将から取った名前を付けられるくらいだからな……。

『真さな田だ幸村のごとき立派な日本男児になるように』という願いが込められている名前らしいし……。

　昔から続く武家の名門とかで、男の子が生まれなかったので仕方なく女の子供を跡あと継つぎとして育てた……みたいな感じだろうか。

　そんなふうに俺おれは勝手に納得することにした。

「……しかしまあ、よくこれまでバレなかったな」

　女であることを隠して生きてきたわけではなく、他ほかの男のいる場所で普通に着替えるなど、幸ゆき村むらの行動は無防備だった。

　体育の着替えの時などは男子生徒が避けるとはいえ、これまで本当の性別が周囲に知られなかったのは奇跡に思える。

「気づいて指摘した人自体はこれまでにもいたみたいですよ」

　理り科かが口を挟はさんだ。

「言われても本気にしてなかったそうです」

「あー……」

　さっきも、俺がいくら「お前は女なんだ」と言っても頑かたくなに冗談扱いしてたからな。

　他の人が指摘したときもきっとあんな感じだったのだろう。

　そう考えると、理科はよく説得できたもんだ……。

「理科のこと見直しましたか先輩」

　俺の内心を察したのか、微妙に得意げな理科。

「ああ、見直した。すげえなお前」

「はぅ……！」

　なんとなくいつも小こ鳩ばとやマリアにやっているみたいに理科の頭を撫なでると、理科の顔が真っ赤になった。

「い、いきなりなにをするのですか!?　理科の天才頭脳がシェイクされておかしくなったらどうするのですか！」

「え、あ、悪い……」

　なんか怒られてしまったので、俺は理科の頭から手を放した。

　こいつ頭を撫でられると嫌がるのか……覚えておこう。

　と、幸村がじっと俺のほうを見ているのに気づいた。

「……幸村？」




「あにき……わたくしがだんしでなくても、わたくしはあにきのしゃていでしょうか？」




　微かすかに潤うるんだその瞳ひとみ。

　縋すがるような眼まな差ざし。

　不安そうな声。

　今にも崩くずれてしまいそうなほど儚はかなげな様子の幸ゆき村むら。

　……こいつには支えるものが必要だ。

　俺おれは、幸村の頭にぽんと手を置き、わしゃわしゃと撫なでながら言う。




「当たり前だ。お前はこれからも俺の舎しや弟ていだ。いっそう励はげむように」




　俺に頭を撫でられながら幸村はしばらくぽーっと俺の顔を見上げ、不意に花が咲くように可か憐れんな笑みを浮かべた。




「はい、あにきっ。これからもあにきにごほうしいたします」




　────ッ！

　やっべ、めちゃくちゃドキッとした。

　落ち着け俺、こいつは男じゃないんだ……男じゃないんだ……！

　……男じゃないんだから……あれ？　じゃあ俺の胸がドキドキするのは正常なんじゃね？　あー、よかった。ふう……。

「……むー……ちょっと前までだったら理り科かはこのシチュで素直にユニバースだったのですが……なんでしょうね……フクザツです」

　隣となりでは何な故ぜか理科が俺たちを不満そうに半眼で見つめていた。





　　






　さらにしばらくして、夜よ空ぞらと星せ奈なが待合室にやってきた。

　レンタルした浴衣ゆかた姿すがたで、手には空になったポカリンのペットボトル。

　両方とも──特に夜空のほうが調子悪そうだった。

　そんな二人に幸村のことを話すと、

「……………………どうしよう、なんか幸村のことが急に可愛かわいく見えてきたわ。ちょっと萌もえるかも……」

　戸と惑まどいながらも好意的（？）な反応の星奈。

「も、萌もえる……？」

「だって美少女メイドよ？」

　……そんな常識を諭さとされるように言われてもわかんねえよ。

　星せ奈なはともかく、夜よ空ぞらのほうはかなり衝撃が大きかったらしく、しばらく口をぱくぱくさせたり目を白黒させたり酷ひどく不安定な感じになり、こめかみを押さえたかと思うと、フラッと倒れるように椅い子すに座り込んでしまった。




「………………クソッ……私としたことが迂う闊かつな……イロモノだと思っていたら……！」




「ちょっ、どうしたのよ夜空？」

　俯うつむいたままブツブツとなにか呟つぶやいている夜空に星奈が声をかけると、夜空は星奈をキッと睨にらみ、

「可愛かわいくて素直で従順だぞ!!　しかもメイドで御ご奉ほう仕しだ!!　ふざけろっ!!」

「……っ！」

　突然の夜空の意味不明な怒声に、星奈は何な故ぜかハッとした顔をした。

　理り科かも「ふむ……」と何かに気づいたような神妙な様子を見せる。

　当の幸ゆき村むらはぽーっとした無表情で首を傾かしげるだけ。

　俺おれも夜空がなにをそんなに怒っているのかさっぱりわからない。

　星奈と理科が何かを察したらしいのが、さらに不可解だった。

　と、そのとき。




　つう──……。




　顔を真っ赤にして怒る夜空の鼻から、一筋の赤いものが垂たれてきた。

「夜空先輩はなぢはなぢ」

「!?　あぅ……」

　顔をしかめる夜空。

「夜空のあねご。これをどうぞ」

　幸村がメイド服のポケットからティッシュを取り出して夜空に差し出した。

「……しかも気がきくし……！」

　褒ほめているのになぜか忌いま々いましそうな夜よ空ぞら。

　受け取ったティッシュで鼻血を拭ふき取とり、さらにティッシュを鼻に詰める。

「体調悪いときに興奮するから……」

「う、うるさい！　見るなバカ！」

　俺おれが嘆たん息そくすると、夜空は怒り顔のまま俯うつむいてしまった。

　鼻声で、まるで啜すすり泣いているような微かすかな呟つぶやきが聞こえる。




「…………もうヤダ……ほんとついてない……なんでこんな上う手まくいかないんだよぅ……」




　それは夜空にしてはあまりにもか細くて弱々しい声だった。





　　






　時刻が四時をまわったころ、マリアと小こ鳩ばとがやってきた。

　両方とも身体からだからホカホカと湯気がのぼっている。

　どうやらマリアも女湯のほうに入っていたらしい。

「いっぱい泳いできたー！」

「いや風ふ呂ろで泳ぐなよ！」

　元気いっぱいに言うマリアに注意し、

「小鳩もなあ。泳ぐのは止めてやってくれよ……」

「ククク……我には関かかわりなきこと……」

「吸血鬼が先に泳いでたのでワタシも泳いでいいんだなと思いました！」

「あー！　なんで言うんじゃあほー！　ゆわへんといてってゆったやろ!?」

　マリアのチクりに小鳩が動揺する。

「小鳩……」

　ジト目を向けると、小鳩は俺から顔を背そむけ「ク……ククク……しかしワニ歩き競争では我が勝利したのだ……」と微妙に得意げに笑った。

「しかも競争してたのかよ。他ほかのお客さんに迷惑かけるんじゃない」

「大丈夫っ！　おばーちゃんたちには、『おじょうちゃんたち元気でいいねえ』ってゆわれたのだっ！」

「ククク……醜みにくく老おいさばらえし人間どもとはいえ、我が力を見抜くとはなかなかやりおるわ……」

「おばーちゃんたちのおっぱいびろーんってたくさん伸びて面白かったなー！　星せ奈なやババアのおっぱいも早く干ひからびればいいのになー」

「ククク……あの程度で驚くとは愚おろかなる神の手先よ……魔界のばあちゃんはあれを翼のように広げて滑かつ空くうするのだ……」

　フリーダムな幼よう女じよと中学生だった。

　サウナで対決してぶっ倒れる女子高生二人とどっちがアレなのかは微妙なところだが。





　　






　それからコインランドリーで洗濯した服を回収して着替え（生なま乾がわきだったが我慢するしかなかった）、俺おれたちは『湯の楽園』をあとにした。

　帰りの電車に乗り込んですぐに、小こ鳩ばととマリアは肩を寄せ合うようにして眠ってしまった。

　それからしばらくして、夜よ空ぞらと星奈も年少組二人と同じように、二人並んで寝息を立て始めた。

　理り科かと幸ゆき村むらの後輩女子二人もいつの間にか寝てしまい、起きているのは俺だけになった。

　慣れない遊園地によって隣りん人じん部ぶメンバー全滅。

　こうして眠っている姿は、全員普通の可愛かわいい女の子なんだけどなあ……。

　深々とため息をつく俺にも、急速に眠気が襲ってきた。

　俺が寝たら確実に降おりる駅を通り過ぎることになりそうだったので、どうにか眠気を堪こらえようと頑張る。

　しかし今日は肉体的にも精神的にもめちゃくちゃ疲れ、俺も限界にきていた。

　やばい……まぶたが重くなってきた……。

　と、そのとき。




「…………あにき……」




　俺の隣となりに座る幸村が、不意に俺の服の袖そでを握ってきた。

　驚いて幸村の顔を見るも、目は閉じられ、薄く開かれた口からはすぅすぅと安らかな寝息。












　俺に寄りかかるようにして眠る幸村の身体からだのメイド服越しからもわかる柔やわらかさに、温泉での直接肌と肌が触れた感触を思い出して顔が熱くなった。

　男だと思い込んでいたとはいえ、背中にその……胸が……。

　……とんでもないことをして（されて？）しまった……。

　思い返してみると、背中に当たったあのふたつの点と点の感触はもしかしてもしかすると……あうあ……！

　幸ゆき村むらのおかげで眠気はどこかに吹き飛んだものの、電車に乗っている間、俺おれはずっと悶もん々もんとするはめになった。





二学期開始







　マリアが家に泊まりにきたり王様ゲームで酷ひどい罰ばつゲームをやらされたり星せ奈なとキスしそうになったり父親からおかしな電話がかかってきたり遊園地でいろいろあったり温泉で幸ゆき村むらが女だと発覚したりやたらと慌あわただしかった五日間の試験休みが終わり、聖クロニカ学園の二学期が幕を開けた。

　試験休み明けの最初の授業なので、どの科目も期末試験の答案の返却とその答え合わせだった。

　俺おれの点数は、英語がけっこう良くて他ほかは大体平均くらいという、前に通っていた他の学校での成績とそれほど違いはない。

　他の学校と比べて専門的な内容が出てくる世界史も、図書室などで地道に勉強していた甲か斐いあってどうにか平均点をクリア。

　今回の期末試験は俺にとって『卒業までこの学校でうまくやっていけるかの試金石（学力編）』でもあり、ただのテスト以上に重要な意味があった。

　これでそこそこ満足のいく結果を出せたことは素直に嬉うれしい。

　さあ、あとは『卒業までこの学校でうまくやっていけるかの試金石（学園生活編）』だ。充実した学園生活を送るために必要不可欠なもの──それが友達。

　よしっ、改めて友達づくりを頑張ろう！

　決意を新たにする俺だった。

　そんなわけで、新学期も放課後は隣りん人じん部ぶの部室へと向かう。

「……鼻息が荒いぞ」

　隣となりを歩く夜よ空ぞらがジト目で言った。

　昨日の午後はやたらと不機嫌な様子だったが、今日は普段と同じくらいの『普通に不機嫌』レベルまで戻っていて安心した。

「そんな荒かったか？　……まあ、二学期も頑張ろうと思って」

「……未来に対して前向きなやつを見ると思わず蹴けりたくなるな」

「そりゃお前だけだ」

　相変わらず病やんでいらっしゃる夜空だった。

「そういえばテストの結果はどうだったんだ？」

　何気なく尋ねると、夜空は少し顔をしかめ、

「……あまり芳かんばしくなかった」

「へー」

「し、仕方ないだろう。あまり勉強してなかったんだから……」

　唇くちびるを尖とがらせて、言い訳っぽく言う夜よ空ぞらがちょっと面白かった。

「点数は？」

「い、言いたくない……。ほ、本当に調子が悪かっただけだからな！」

　恥はずかしそうに顔を背そむける。

　珍しい反応に、ちょっといじりたくなる俺おれ。

「はは、誰だれにでも調子がよくないときくらいあるって。ほら教えろよ点数」

「い、いやだよ……」

　拗すねたように言う夜空がやけに可愛かわいい。

「それじゃ今日の一時間目……数Ⅱの点数は？」




「…………きゅ、97点」




　心の底から恥ずかしそうな消え入るような声で夜空は言った。

「……え？」

「……97点。はぁ……なんであんなのを間違えたのか……」

「…………きゅ、きゅうぢゅうななてん、ね……はは……」

　１００点満点中の97点──言うまでもなく文句なしの高得点である。

　しかも数Ⅱ、全体的に難なん易い度どが高く、平均点も他ほかの科目よりかなり低かった気がする。

「ええと、二時間目……日本史は？」

「……96点。つまらないミスをしてしまった……」

　これまた恥ずかしそうに夜空は答えた。

「……オーラル」

「94点。はぁ……コミュニケーションは苦手なのだ……はぁ……」

　……ちなみに俺は87点でした。

　学年平均が59点だったので俺の点数でも十分にいい結果だと言えるはずなのに、94点でため息をついてるやつの前だと、自分の点数がまったく大したものじゃないように思えてくる。

「……え、ええと、四時間目は体育だったから……現代文は？」

「１００点」

「ひゃくっ!?」

　さらりと言った夜よ空ぞらに声を裏返らせる俺おれ。

　そっか……高校でも１００点満点の答案って実在するのか……。

「はぁ……今回は本当に微妙だったなー……現代文以外全部微妙なケアレスミスが多かったなー」

　すごい棒読み台詞せりふだった。

「び、微妙ってそういうことかよ……」

　ここで俺はようやく、夜空の言葉や仕草こそ悔くやんだり恥はずかしがっているものの、その口元に微かすかな笑みが浮かんでいることに気づいた。

「ろ、六時間目……せ、世界史は？」

「は～、世界史が一番悪かったな～……たった93点だった……」

「どこがだよ！　高得点ばっかじゃねえか！」

　我慢できずにツッコむ俺に、夜空は「ふっ……」と微苦笑を浮かべ、

「去年と比べたら若干下がってしまったからな。芳かんばしいとは言いがたいだろう。はぁ……恥ずかしいなー（棒）」

「……そ、そうですか」

　そこで夜空はニヤリと意地の悪そうな笑みを浮かべる。

　ぎくっ。

「ところで小こ鷹だかのほうはどうだったのだ？」

「お、俺？　俺はまあ……お、俺もあんまり芳しくなかったかな！」

「何点だったのだ？」

「い、いいじゃないか俺の点数なんてどうでも……」

「私の恥ずかしい点数を聞いておいて自分は言わないというのはナシだろ──くふっ」

　こらえきれなくなったか、ついに噴ふき出だす夜空。

「う……！」

　こ、こいつ……間違いない……。

　夜空は最初から、自分の点数のことを恥ずかしいだなんて思ってなかった。

「勉強してないから」なんて言い訳じみた台詞も、恥ずかしそうに顔を背そむけてみたのも、調子に乗った俺に上から目線で点数を尋ねさせるための罠わなだ。

　下へ手たすると、俺が自分の試験結果にそこそこ満足していたということまで見抜いた上でこんな嫌がらせを仕掛けてきたのかもしれない。

「ほら小鷹、言ってみろ？　97・96・94・１００・93点の私に、貴き様さまの点数を言ってみ？」

　意地悪な笑みを浮かべ楽しそうに夜よ空ぞらが言う。

「くぅ……！」

　仕方なく。

　俺おれは夜空に、今日返ってきたテストの点数を白状した。

　それを聞いた夜空は、




「はは、誰だれにでも調子がよくないときくらいあるって」




　ぽんぽんと俺の肩を叩たたきながら、不覚にもさっき俺が言ってしまった上から目線の台詞せりふを心の底から哀れむような口調で言った。

　もちろん表情は超得意げ。

　……うわぁ……む、むかつくぅぅぅぅ…………！

「ふふ……」

　ギリギリと歯は嚙がみする俺に、夜空はさっきまでの意地悪そうな嘲ちよう笑しようではなく、本当に楽しそうな微笑ほほえみを漏もらした。

　と、そのとき、




「あーっ！　あんたたちテストどうだった!?」




　後ろから星せ奈なが嬉うれしそうに走ってきた。

　夜空の表情が一瞬にして超不機嫌なものに変化する。

「……べつに」

「あたしは当然だけど今のところ全部満点よ！　ほら見てすごいでしょう!?」

　冷たくあしらおうとした夜空だったが、星奈は聞かれてもいないのに自分の点数を得意げに話し、鞄かばんからその満点の答案用紙を取り出して見せてきた。

　たしかにすげえな……ほんとに全部満点だよ……。

「はいはいすごいすごい」

　棒読みで夜空。

「ふふんっ、そうでしょう!?」

　嫌がられていることに気づかず星奈は笑顔になった。

「で、あんたはどうだったの!?」

「普通だ」

「あんたのクラスは今日数Ⅱと日本史とオーラルと現国と世界史だったわよね。あんたの数Ⅱとオーラルと世界史は何点だった!?」

　……他人のクラスの授業内容までどうして把は握あくしてるんだこいつは。

「……どれも１００点未満」

　じつに嫌そうに夜よ空ぞらがボソリと答えた。

「あはは！　じゃあその三科目はあたしの勝ちね！」

「……そうですね」

「明日はあたしのクラスも現代文が返ってくるから勝負しましょう!?」

「イヤだ」

「夜空現国何点だったの!?」

「知るか」

　……夜空の現代文の点数は満点だったので、勝負をしても負けることは絶対にないのだが、それでも拒きよ否ひする。

「え～、教えてよ～！　勝負しましょうよ現代文ー！」

「イヤだ」

「じゃあ５点ハンデあげるから！」

「イヤ」

　受ければこの時点で勝利確定にもかかわらず、夜空の顔がさらに不機嫌になった。

「じゃあ十点ハンデで！　これならいいでしょう!?　勝負の条件はねー、負けたほうが勝ったほうの足を舐なめるってことでどう!?」

「死ね。馬ば鹿かか貴き様さまは」

「じゃ、じゃあ負けたほうが勝ったほうを一週間『様』付けで呼ぶっていうのは!?」

「断る」

　あくまでも冷たい夜空に星せ奈なは涙目になる。

「あーもう！　それならあたしが勝ってもなんにもなしで、あんたが勝ったらあんたのことを一週間『様』付けで呼んであげるから！」

「『様』付けなどいらん。……一週間話しかけてこないならいいぞ」

「そ、それはちょっと……。じゃあ勝負してくれたらあんたのこと一週間『様』付けで呼んであげる！」

　……それはもう勝負として成立してねえよ。

「いい。貴様とテストの見せ合いをしても楽しくない」

　ぷいと顔をそむけ、夜空はすたすたと早足で歩いていく。

　星せ奈なは半泣きになってそれを追いかける。

「ちょっ、待ってよ夜よ空ぞらぁっ！　中三のときに隣となりの席だった田た島じまさんと同じこと言わないでよ～っ！」

「さて、テストの見せっこをしようかトモちゃん。せーので一緒に点数を見せるんだ。まずは現代文ね～」

「うう～、わけわかんないこと言ってないであたしと見せっこしてよー！」

　星奈を完全にスルーしてエア友達と談笑しながら歩く夜空と、相手をしてもらおうと必死な星奈。

「せーのっ！　あ～、やっぱり現国はトモちゃんには敵かなわないなあ～」

　トモちゃん、現代文のテスト１００点超えてるのか。

「じゃ、じゃあ足舐なめるから！　あたしが特別にあんたの足を舐めてあげるからテストで勝負してくれる？　くれるでしょ!?」

「じゃあ、次は世界史だっ」

「ほらほら見てあたしの世界史のテスト！　百点！　すごいでしょ!?」

「わ～、トモちゃんは90点かあ。すごいなあ～。私？　私はただのまぐれだよ～」

「うう～……」




　……まあ、なんというか。

　どうやら新学期になっても、この二人は相変わらずのようだった。





執しつ事じ







　新学期が始まって三日目の放課後。

　俺おれがいつものように部室に行くと、部屋の中に執事がいた。

「おつかれさまです、あにき」

　幸ゆき村むらだった。

　柏かしわ崎ざき家のステラさんが着ているような執事服を着た幸村が、いつものようにコーヒーポットの前でぽーっとした無表情で立っている。

　女だと発覚して以降も、学校での幸村にはそれほど変わった様子はなかった。

　相変わらず普段は男子生徒として過ごしているようだし、昼休みは俺にパンとヤンキー漫画を届けてくる。

　ただ、なんとなく距きよ離りが──人間関係的な意味ではなく物理的な意味で──近くなったような気はする。

　具体的に言えば、なんかよく触さわってくる。

　俺にパンを手渡したあともしばらく僅わずかに指先を俺の手に触れていたり、部室で俺を呼ぶとき、声だけでなく服をくいくい引っ張ったり。

　あと、これまでは俺たちが部活でだらだらしているときはコーヒーポットの前でぼーっと待機しているのが定位置だったのが、俺が部室にいるときは俺の近くに寄ってくるようになった。

　子犬的な懐なつかれかたというか、妹がまた一人増えたような感じというか、なんかむずがゆいけれどべつに嫌ではない。

　部室に入ってきた俺に挨あい拶さつしたあと、幸村は執事服の裾すそを、メイド服のスカートの裾を両手で軽く持ち上げてぺこりと一礼するときと同じ感じでつまんで一礼し、ゆっくりと俺のほうに歩いてきた。

「え……どうしたんだその格好……」

　動揺して尋ねる俺。

　普段から男子の制服を着慣れているためか、幸村の執事服姿はわりと似合っていた。

　ステラさんという先例もいるし、個人的に女性が執事服を着るのに違和感はない。

　でもなんというか、普段フリフリのミニスカメイド服を着ていたやつにいきなりこんな凛り々りしい格好をされると……こう、新鮮だ。

「いかがですか、あにき」

　俺おれの前に立ちほんのりと頰ほおを赤らめて小首を傾かしげる幸ゆき村むら。

「あ、ああまあ、似合ってる、ぞ？」

「ありがとうございます、あにき」

　とりあえず答えると、幸村は口元を微かすかに笑みの形にした。

　思わず見とれてしまう俺。

　反射的に「こいつは男なんだこいつは男なんだ」と自分に言い聞かせそうになり、「いや待て男じゃねえよ女の子だよ！　美少女の可か憐れんな微笑ほほえみに見とれるのは全然不自然じゃないだろ！」と慌あわてて脳内で自分にツッコミを入れる。

　……とても忙せわしくて疲れるので早く慣れたいものだ。

「で、なんで執しつ事じ服ふく？」

　改めて尋ねると、

「夜よ空ぞらのあねごにいただいたのです」

「夜空に？」

　部室には幸村のほか、夜空、星せ奈な、理り科かが来ていた。

　いつものようにソファで本を読んでいた夜空の方を見ると、夜空のほうもこちらを見ていたのか、目が合った。

　夜空の視線が微妙に泳ぐ。

「夜空？」

　すると夜空は誤ご魔ま化かすように「ゴホン」と軽く咳せき払ばらいし、淡々とした口調で言う。




「──真の男に近づくための特訓、バージョン２だ」




「真の男に近づくための特訓、バージョン２？」

　オウム返しに訊きく俺に、

「これまで幸村がメイド服を着ていたのは、女の格好をしていても魂たましいから男らしさが滲にじみ出でてこそ真の男だと言えるからだった。だが幸村は、まだまだ男として未熟だった。可愛かわいらしい服を纏まとう修しゆ行ぎようをするにはまだ早かったのだ」

「おはずかしいかぎりです」

　夜空のトンデモ発言に、神妙な顔をする幸村。

「よって可愛いメイド服のような男らしさを抑よく制せいする格好ではなく、まずは男らしい服装をすることで真の男としての立ち振る舞いを身につけようというわけだ。『形から入る』というやつだな」

「みじゅくものですがしょうじんいたします」

「いやいやいや、未熟もなにも幸ゆき村むらは女だろ!?」

　ツッコむ俺おれに幸村は淡々としていながらも妙に熱の籠こもった口調で、




「夜よ空ぞらのあねごはおっしゃいました。しんのおとことは、性別などちょうえつしたそんざいなのだとっ」




　えー。

「その通りだ幸村」

　夜空は満足そうに深々と頷うなずいた。

「真の男とは女の格好をしていても魂たましいから男らしさが滲にじみ出でる──これすなわち、真の男の本質とは魂にこそ宿るということだ。真の男の魂を持っていれば、たとえ女の格好をしていようが、生物学的には女だろうが、真の男になることはできるのだ！　むしろ性別という大きな障壁を乗り越えたぶん、最初から男として生まれた者どもよりも遙はるかに『真の男』と呼ぶに相応ふさわしい存在と言えるだろう！」

「ええー……」

　啞あ然ぜんとする俺だったが、幸村は夜空の演説に表情を輝かがやかせた。

「さすがです夜空のあねごっ。わたくしもあねごのように、おなごの身でありながらおとこのごときかっこよさを身につけたいですっ」

「え？　あ……うん……そうか」

　憧あこがれの眼まな差ざしを向ける幸村に、夜空は複雑そうな顔をした。

　……やっぱり幸村の目から見ても、髪を切った夜空は美男子っぽく見えるのか。

「見ていてくださいあにき。わたくしはかならずや、あにきのようなしんのおとこになってみせます」

「えー……」

　せっかく自分の本当の性別に気づいたのだから、おかしな方向性の努力もやめたほうがいいんじゃないかと思ったけど、キラキラした眼差しで目標を語る幸村の顔を見ると何も言えなくなる。

　どんな人間になりたいかなんて人それぞれだしな……。

「……幸村の決意はわかった。わかったけど……そこでなんで執しつ事じ？」

　夜空に向けて尋ねると、




「だって『デキる男』といえば執しつ事じだろう」




　……夜よ空ぞらといい星せ奈なといい理り科かといい、自分の脳内常識を世界の常識のように喋しやべるのはやめてくれないだろうか。

「……そういうもんなのか？」

　とりあえず尋ねると夜空はちょっと得意げに、

「執事はすごいしかっこいいんだぞ。常に主人を陰かげ日向ひなたとなって支え、ほかの使用人たちをまとめあげ家の一切を取り仕切る。その立ち振る舞いに隙すきはなく、主人の身に危機が迫ろうものなら身体からだを張ってこれを守る。柔道やボクシングなどの武術の達人でもあるのでそこらの暴漢など手も足も出ない。かつては傭よう兵へいとして裏社会に名を馳はせていたり、時には鋼こう糸しを操る殺人術を身につけていたりする。執事こそ真の漢おとこの象徴とも言える職業だ。彼らこそ現代に生き残ったサムライと言えるだろう」

　……どこの漫画の話だよ。

「わたくしもしつじのごとき男らしさを身につけるべくどりょくします」

「ああ、励はげめよ幸ゆき村むら。まずは形からとはいえ執事は最高の見本だ。執事服に宿った男らしさがやがて中身にも影響を与えてくれることだろう」

「はいっ」

　拳こぶしをぎゅっと握って決意を新たにする幸村に、夜空は満足そうに頷うなずいた。

　と、そこで携帯ゲームをやっていた星奈が口を開いた。




「執事服姿の女の子って可愛かわいいわよね～」




「……か、可愛い……だと？」

　夜空が眉まゆをひそめた。

　星奈の発言にパソコンをいじっていた理科が同意する。

「そうですねー。最近美少女執事って流は行やってますし」

「……美少女……執事……？」

　夜空はますます頭に「？」を浮かべる。

「あれでしょ？　『チキン執事とマヨネーズ』の九重ここのえメバルちゃんとかでしょ？」

「たしかに、最近一番アツい美少女執事といえば『チキマヨ』のめばるんですかねー。アニメ化も決まったみたいですし」

「な、なんなのだ？　そのチキン執事なんとかというのは」

「美少女ゲーム」「エロゲーです」

　星せ奈なと理り科かが同時に答えた。

「な……！」と夜よ空ぞらが絶句。

「メバルちゃん、普段はツンツンしてるのにちょっとドジっ子で隙すきが多いところがちょー可愛かわいいのよねー♥」

「行動がナチュラルにエロいところも素晴らしいですね。ことあるごとにマヨネーズまみれになっちゃうところなんてもう、『お？　この女誘さそってやがんのかゲッヒッヒ』って主人公ならずとも思ってしまいます」

「可愛いわよね～メバルちゃん……♥」

「超萌もえますよねー」

「メバルちゃんにマヨネーズをかけてぺろぺろしたいわね～」

「いえ、理科はそこまでは……」

　エロゲーの話で盛り上がる星奈と理科に夜空は啞あ然ぜんとした顔をする。

「つ、つまりその『メバルちゃん』とかいう美少女キャラが執しつ事じ服ふくを着ているということか？」

「そりゃまあ、主人公に仕える執事だしね」












「なんでそんな無能なドジ女を執しつ事じとして雇やとっているのだ？」

「はあ!?　メバルちゃんは無能なんかじゃないわよ！　ドジっ娘こでとっても臆おく病びようだけどいつも一いつ生しよう懸けん命めいなんだから！」

　好きなエロゲーキャラを悪く言われ星せ奈なが抗議した。

「立派な無能ではないか……。だいたい、どうして女が執事などやっているのだ！　執事といえばかっこいい男にのみ許された職業だろう！」

「えー？　そんなことないわよ。っていうかうちにもステラいるし」

「ステラさん美人ですねー」と理り科か。

「あのおかたはかっこよかったです」

　幸ゆき村むらも頷うなずいた。

「ステラ……？」

　夜よ空ぞらが眉まゆをひそめる。

「あー、そういや夜空とは面識なかったっけ……。星奈の家に仕えてる家か令れいさんで……ほら……夏祭りのときに車で荷物を運んでもらったんだよ」

「……あの日か」

　夜空は嫌そうに顔をしかめた。

　花火で髪を焦がしてしまった夜空はステラさんが来る前に帰ってしまったのだが、理科、幸村、マリアの三人は、あの日に軽く挨あい拶さつを交わした。

　夜空もステラさんに会っていれば、『執事＝男だけ』なんて偏見を持つことはなかっただろう。

「で、でも！　そのステラという人はデキる大人の女性なのだろう？　そうじゃない少女が執事服を着るなんて、やっぱり変ではないか！」

「そりゃまあ、あんまり一般的ではないかもしれないけど。そこがグッとくるのよ！　萌もえるのよ！」

　星奈が力説した。

「も、萌える……!?　萌えというのはあれだろう？　メイドとかネコミミとかのことだろう？　なんかにゃんにゃんとか言って媚こびたような感じの」

「そういうのも萌えますけど、それだけが萌えというわけではありませんよ。萌えというのは色々あるのですよ先輩」

　理科が言って、星奈がうんうんと頷く。

「なん……だと……」

「もともとアニメやゲームで男装の美少女というのは根強い人気があるのですが、その中でも特に今は執しつ事じがアツいですね。それを知らずに幸ゆき村むらさんに執事服を着せたのなら、なかなかいいセンスしてますよ夜よ空ぞら先輩」

「…………！」

　淡々と言う理り科かに、夜空は絶句する。

　それから夜空は幸村のほうを見て、ゆっくり観察するように視線をさまよわせ──




「た、たしかに……改めて見ると…………可愛かわいいしッ！　似合ってるしッ！」




　ぴくぴくと頰ほおを引きつらせながら、なぜか悔しげにそう言った。

　幸村はきょとんとした顔で小首を傾かしげる。

「…………くそっ、また失敗した……」

　夜空がぽつりと何か呟つぶやいた。

「……夜空？」

「…………ハァ…………」

　深々とため息をつき、ソファに背中を預けてぐったりする夜空。

　そんな夜空に幸村は、

「よくわかりませんが、あねごにいただいたこの服で、いっしょうけんめいあにきにごほうしいたします」

　右手を胸元に当てて誓ちかい、深々と一礼する。

　その仕草はぎこちなかったものの、たしかに美少女執事というのが流は行やるのもわかるなあと思ってしまうくらい可愛かった。





乙女おとめゲヱの世界にようこそ







　放課後部室に行くと、中では夜よ空ぞら、星せ奈な、幸ゆき村むら、理り科かの四人がそれぞれ好き勝手に過ごしていた。

　ちなみに中等部の小こ鳩ばとは期末試験の成績がたいへんアレだったらしく、追試とか補習のため最近部室には来ていない。

　マリアも新学期開始ということで色々ケイトにこき使われているらしく、部室にはほとんど顔を出さない。

　なので最近は、俺おれを含めた高等部の五人で主に活動している。

　改めて言うまでもないが、活動とはいえなにかみんなで決まったことをするわけでもなく、みんな適当に部室で時間を潰つぶしているだけだけど。

　夜空は読書、星奈は携帯ゲーム。

　こないだから執しつ事じ服ふくを着ている幸村は……あれはなんだ……拳けん法ぽう……？

　コーヒーポットの前の定位置で、幸村は八極拳かなにかの演えん武ぶのような動きを、ゆるゆるとやっている。

　全体的にゆっくりした動きだが、拳こぶしを突き出す動作などたまに鋭するどい動きが混じる。

　あの動き、どっかで見たことがあるような気もするけど……。

「あ。あにき」

　俺が部屋に入ってきたことに気づくと、幸村は謎なぞの演武をやめ、ちょこまかと小走りで俺のもとに寄ってきた。

「おう。なあ幸村……さっきのあの演武みたいなのはなんなんだ？」

「しゅぎょうです」

「修しゆ行ぎよう……？」

「はいっ」

　幸村は相変わらずのぽーっとした、無表情に限りなく近い笑みを浮かべて頷うなずく。

「しつじたるもの、あにきをおまもりするためにぶじゅつを身につけねばなりません」

「それで拳法か」

「はい。いろいろけんとうしてみたけっか、まずは『じゃあんけん』をきわめることにいたしました」

「じゃあんけん……？　──ってあれか！　『最強ツッパリ伝説』の！」

「はい」

　頷うなずく幸ゆき村むら。

　じゃあんけん──『蛇じや闇あん拳けん』とは、ヤンキー漫画『最強ツッパリ伝説』に登場する架空の拳けん法ぽうである。

　使い手である龍りゆう造ぞう寺じゴルベーザは、最初は主人公鬼おに瓦がわらゴダイゴの敵として登場したのだが、ゴダイゴとの戦いを繰り返すうちに友情が芽め生ばえ、今ではゴダイゴの最も頼りになる仲間として活躍している人気キャラだ。

「ごるべーざのようにあにきをお助けするつよいおとこになるため、じゃあんけんをきわめてみせます」

「そっか……せいぜい頑張ってくれ」

「はいっ」

　まあ、部室でボーッと突っ立っているよりは、身体からだを動かしたほうがまだいくらか有意義だろう。

　……蛇闇拳、『体内の暗黒闘とう気きを爆発させ身体能力を五十倍に高める』とか『暗黒闘気を龍の形にして解き放ち敵を攻撃する』みたいな技もあるんだけど、どうやって極めるつもりなのか謎なぞではあった。

「幸村くん……あんまりガチムチにはならないでくださいね……」

　部室のテレビでゲームをやっていた理り科かが、少し困こん惑わくした顔でこちらを見て言った。

「くん？」

　言い間違えかと思って俺おれが聞き返すと、

「すっかり『くん』で呼び慣れてしまったのでどうも今更『幸村さん』に戻すのに違和感があるんですよねー。なんかよくわかりませんが男らしくなりたいみたいですし、幸村くんさえ良ければこれからも『くん』付けで呼ぼうかと」

「かんげいいたします、理科どの」

　幸村が微妙に嬉うれしそうに言った。

　そこでふと、理科がゲームをやっているテレビの画面に目を向ける。

　星せ奈なが部室に持ってきて以来、このテレビは完全にゲーム専用として使われており、隣りん人じん部ぶでゲームをするのは基本的に星奈と理科だけなので、この二人が適当に譲ゆずり合って使っている。

　理科が今プレイしているゲームは、星奈が普段やっているような多くのギャルゲーと似た感じの画面構成で、画面中央にキャラクターのバストアップが表示され、画面の下側のウインドウにキャラクターの台詞せりふや名前が出ている。

　しかし表示されているキャラクターは美少女ではなく、繊せん細さいな感じのタッチで描かれた黒髪の美青年だった。

「それ、ボーイズラブゲームってやつか？」

　なんとなく尋ねると、理り科かは「はい」と頷うなずいた。

　と、理科のプレイしているＰＳ２の横に、数多くのソフトのパッケージが積まれているのに気づく。

　ざっと20本くらいあるのではないだろうか。

「なんかたくさんあるなー……」

　呆あきれ混じりに言うと、

「主に七月から九月にかけて発売されたゲームの残りですねー。基本的に理科は買ったらすぐにクリアしちゃう方針なのですが、最近は合宿とか遊園地に出かけたりして時間がなかったので、けっこう積みゲーが増えてしまいました。パソゲーもこれと同じくらい積んでますし」

「……積みゲー？」

　聞き慣れない言葉だった。

「買ったはいいけど長期間プレイせず、いつかやろうやろうと放置してしまっているゲームのことです」

「……積つん読どくみたいなものか」

　夜よ空ぞらがぼそりと言った。

「つんどく？」

「積みゲーの本バージョンのようなものだ。買ったはいいが読まずに積んでしまっている本。私も積ん読の小説が三十冊くらいある」

「ほかにも積みＤＶＤとか積みＣＤとか積みエロゲとか積みプラモとか、いっぱいありますね。趣しゆ味みの数だけ『積み』はあると言っても過言ではありません」

「ちゃんと全部読んだりクリアしてから新しいのを買えばいいのに……」

「ふぅ……」

　正論のつもりだったのだが、理科は遠い目をして深いため息をついた。

「……世の中そんな甘くないのですよ小こ鷹だか先輩。具体的には初回限定版とか初回限定版とか初回限定版とか。他ほかにも、買わないでいるうちにいつの間にか売り切れてしまってその後も再販の予定なしとか……」

　夜空も、

「本でもたまにあるな……すぐに買わなかったらいつの間にか品切れになって、重じゆう版はんができるまで何週間も待たなくてはならないとか……ちゃんと重版がかかるならまだいいが、絶版とか出版社倒産とか……」

「続きモノが多いライトノベルとかだと、発売直後の売り上げがイマイチ→打ち切り決定のコンボも怖いですね」

　ライトノベルの例はなんとなくわかった。

　タイトルのあとに①って付いてたあの小説の続編、どうなったのかな……。

「だから欲しいものは時間がなくても買えるときに買っておく！　これが我々の世界では常識なのです。買わずに後悔するより買って後悔するほうがマシです」

「お客さんの鑑かがみのようなやつだな」

　呆あきれつつも割と本気で称賛すると、理り科かは鼻息を荒くして頷うなずく。

「まったくそのとおりです！　ゲーマーみんなが理科のようならあのメーカーもあのメーカーもあのメーカーも倒れることはなかったものを……いいゲームだったんです……いいゲームだったんですよおおおおおおおおおお……！」

　泣き崩くずれる理科。

　なにやら色々悲しい思い出があるようだった。

「はぁ……。とはいえやっぱり先輩の言うとおり、せっかく買ったソフトをやらずに積んでおくだけではもったいないのもたしかなので、とりあえず今積んでいるぶんをこの一週間で一気にガッツリやってしまおうかと。どうせ授業がある間は暇ひまですしね」

　顔を上げて理科は言った。

　授業に出ていない理科室登校生徒ならではの発言だった。

「しかし三ヶか月げつでこんなにか……ＢＬゲームってのはたくさん出てるんだな」

　積んであるソフトのタワーを見ながら俺おれが言うと、

「あ、違います。今理科がプレイしているのはたしかにボーイズラブですけど、普通のＲＰＧとかシューティングとか乙女おとめゲーとかもありますよ」

　理科は一番上にあったソフトのパッケージを手にとる。

　俺も名前だけは知っている、けっこう有名なＲＰＧの新作だった。

「乙女ゲー……というのはなんだ？」

　夜よ空ぞらが怪け訝げんそうに目を細めた。

「乙女ゲーというのは、要は女の子向けのギャルゲーみたいなものです」

「……？　それはＢＬとは違うのか？」

「ＢＬゲームと乙女ゲームは別ジャンルです夜空先輩。主人公と攻こう略りやくキャラがどっちも男性なのがＢＬゲーで、女の子の主人公が男の子を攻略するのが乙女ゲーです」

　そう言いながら、理科は一つのゲームを夜空に差し出した。

　ソファから立ち上がり、理り科かに歩み寄ってゲームを受け取る夜よ空ぞら。

　そのパッケージを見た瞬間、夜空の顔が硬直する。

「こ、このタイトルは……あの忌いまわしきせもぽぬめ……！」

「……？」

　怪け訝げんに思って夜空の持っているゲームを見ると、パッケージには複数の制服姿の美少年たちが描かれていた。

　タイトルは──『ときめいてメモリーデイズ　ＧＩＲＬＳ　ＶＥＲＳＩＯＮ　４』。

「……これはやっぱり、『ときメモ』の親しん戚せきかなにかなのか？」

「おや、夜空先輩もご存知でしたか『ときメモ』」

　理科が少し意外そうな顔をする。

「お前が入部する前に『ときメモ７』ってのをみんなでやったことがあるんだよ」

　あのときは星せ奈なはヒロインに嫌われて泣き出すわ、夜空はブチキレてどっかに行ってしまうわ、酷ひどいことになった……。

「なんでみんなでギャルゲーを……？　まあ、男性向け版をやったことがあるなら話は早いですね。お察しのとおり、これは『ときめいてメモリーデイズ』の乙女おとめゲー版です。ゲームのシステムはだいたい同じで、主人公と攻こう略りやくキャラの性別を逆転させたのがこのときメモガールズバージョン──通称『ガルメモ』なのです」

「……ふん。世の中いろんなゲームがあるものだな」

　不機嫌そうな顔をして夜空は理科に『ガルメモ』のソフトを返した。

「あんまり興味なさそうですね夜空先輩」

「ああ、ないな。あのクソゲーの親戚だ。どうせそれもクソゲーなのだろう」

「んな……！」

　理科が絶句し、

「聞き捨てならないわね！　ときメモがクソゲーですって!?」

　星奈が乱暴に椅い子すから立ち上がった。

「……な、なんだ」

　二人の剣けん幕まくに夜空が少し怯ひるむ。

「男性向け版以上の傑作シリーズと名高い『ガルメモ』シリーズ最新作にして、発売して一ヶか月げつですでに70万人の乙女たちを虜とりこにしている『ガルメモ４』をプレイする前からクソゲー呼ばわりとは……！　いくら夜空先輩といえども許せませんね……！」

　珍しく本気で怒っている様子の理科。

「あたしは男と仲良くなるゲームなんて興味ないから『ガルメモ』のほうはやったことないけど……それでも『ときメモ』の妹分みたいなゲームをディスられるとムカつくわね。『ガルメモ』をディスるってことはあたしの妹をディスるのと──そう、小こ鳩ばとちゃんをディスるのと同じことなのよ！」

「同じなわけあるか小鳩は関係ねえだろ！」

　思わずツッコむ俺おれだったが星せ奈なにはスルーされた。

　どうも最近、星奈のやつ本気で小鳩のことを自分の妹だと思ってるフシがあるから怖いんだよな……『妹のような子』じゃなくて。

「……まあ、内容を知りもせずに否定するのは俺も好きじゃないけどな」

「小こ鷹だかまで……」

　夜よ空ぞらは少し拗すねたように唇くちびるを尖とがらせた。

「……わかった。ならばプレイしてから叩たたいてやる。それなら文句ないな？」

　叩くこと前提かよ。

「理り科か的には問題ありませんよ。ふふふ……ちゃんとプレイしてもらえれば夜空先輩もきっと『ガルメモ』の魅力に取とり憑つかれるはずですから」

「まずは実際にプレイしてみるっていうのは賛成よ。まあ、あたしはたとえちゃんとプレイした結果として気に入らなかったとしても、『ときメモ』や『ガルメモ』の悪口言うやつは全員ブチ殺ころすけどね！」

　星奈は星奈で難なん儀ぎな性格だった。





　　






　そんなわけで、夜空による『ガルメモ』プレイが開始された。

　めんどくさそうな顔でテレビの前に座り、ＰＳ２のコントローラーを握る夜空。

　その両りよう隣どなりに星奈と理科。

　俺と幸ゆき村むらも一応夜空のうしろからそのプレイを見守る。

　ゲームを起動させると、男向けの『ときメモ』と同じようにメーカーロゴのあとオープニングのアニメが流れ始めたが、

「たるい」

　夜空はスタートボタンを押してオープニングをスキップ。

「ちょっと！　なんでオープニングアニメを飛とばすのよ！」

　星奈が文句をつける。

　……こいつもたしか前に『ときメモ』やったときは「邪じや魔ま」とか言ってオープニング飛ばしたような。

「オープニングは作品の顔なのよ!?　店頭で流されることも多いから、オープニングの出来次第で売り上げが大きく左右されることだってあるんだからね！　だからどのメーカーもオープニングには力を入れるの！　スタッフの努力の結晶を一度も見ずに飛とばすなんてあんたどういう神経してんの!?」

「ふん、顔だけよくても中身が悪ければ意味はないだろう」

「そんなこ──」

　反論しようとした星せ奈なはハッと夜よ空ぞらの顔をまじまじと見つめ、

「……たしかにそうね。大切なのは顔じゃなくて中身よね」

「……今貴き様さまが脳内で思ったことをそのまま貴様に返してやる」

　しみじみと言う星奈に、夜空は星奈の顔を半眼で睨にらんだ。

　ともあれオープニングのあとに表示されたタイトル画面でニューゲームを選択し、主人公の名前を決めるパートになる。

「むう……名前をどうしようか……」

「『ときメモ』シリーズは自分の名前で遊ぶのが基本ですよ先輩」

　夜空は悩ましげに顔をしかめる。

「だって主人公は複数の男に手を出しまくるビッチなのだろう？　そんなのに自分の名前を付けるのは……ここは不本意ながら肉の名前にするか……」

「なんであたしがビッチなのよ！　あんたがプレイするんだからあんたの名前を付けなさいよ！」

「まあ、複数のキャラを同時に攻こう略りやくするビッチプレイも楽しいですが、一人の男の子に狙ねらいを絞しぼってプレイするのが基本ですね。プレイヤーの遊び方次第でビッチにも純情キャラにもなれるのがガルメモの楽しいところです」

「……ふむ……そういうことなら……」

　夜空は名字の欄らんに『三み日か月づき』と入力。

　続けて名前を入力しようとカーソルを『よ』に合わせたそのとき、

「えいっ！」

　いきなり星奈が夜空のコントローラーをひったくってデタラメに名前を入力してスタートボタンを押した。

「んな……!?」

「あははは！　『よへちぼらけ』だって『よへちぼらけ』！　あんたにふさわしい変な名前ね！　『ときメモ』のときの仕返しよ！　これで借りは返したわね！」

　勝ち誇る星せ奈な。

　こいつ、せもぽぬめのことをまだ根に持ってたのか……。




「……星奈先輩。どうしてそんなことをするんですか？」




　感情の消えた冷たい声で理り科かが言った。

「……え？」

　笑い顔のまま固まる星奈。

　理科は無表情でじっと星奈の目を見つめる。

「どうしてそんな意味のない行こう為いをするのですか？　理科はとても不思議です」

「え、ええと……」

　星奈が冷や汗を垂たらす。

「星奈先輩？」

　無表情のまま、微かすかに首を傾かしげる。

「だ、だって、それは前に夜よ空ぞらが……」

「このゲームの魅力を１００％味わうためには本名でプレイすべきだというのは星奈先輩も同意見なんですよね？　せっかく夜空先輩に乙女おとめゲーの楽しさを布教するチャンスだというのに、どうしてそれに水を差すような真ま似ねをしたのですか？」

　こ、こええええ……。

　注意するでもなく淡々と問いつめるほうが、怒鳴られるよりもはるかに迫力がある。

「うぅぅ……」

　星奈が涙目になる。

「だ、だから夜空が……」

　星奈が夜空にちらりと視線を送る。

「夜空先輩が？」

　星奈と理科に挟はさまれている夜空は、顔を画面のほうに向けたまま表情をこわばらせて冷や汗を垂らしていた。

「うううう……ごめんなさぁい……」

　星奈がしゅんとなって夜空にコントローラーを返した。

「ごめんなさい？　誰だれになにを謝あやまっているのですか？　理科は、なぜ星奈先輩がそんなことをしたのかがまったく理解できないので教えてくださいと尋ねているだけですよ？」

「……ひぅぅぅ……」

「ま、まあ肉は馬ば鹿かだから仕方ないし……そんなに怒るな理り科か……」

　マジ泣きしそうな星せ奈なを夜よ空ぞらが珍しくかばい、夜空が理科に取りなすように言った。

「夜空先輩がそう言うのでしたら。それでは、気を取り直して名前を入れ直しましょう」

「あ、ああ……」

　強こわばった顔で夜空は名前入力画面に戻り、一度は『よへちぼらけ』で決定された名前を取り消し、『夜空』と入力する。

　今度は星奈も邪じや魔ましなかった。

　続けて誕生日や血液型などの入力も終え、続けて『あだ名』を設定することになる。

「あだ名……」

　夜空はカーソルを『そ』に合わせたのち数秒間逡しゆん巡じゆんし、『そ』から離れ平仮名で『よぞら』と入力した。

　そしてついにゲームがスタートする。

　画面に桜舞う高校の校門が表示され、メッセージウインドウには主人公のモノローグが流れる。




　う～ん！　春風が気持ちいいなあ！

　わたしの名前は三み日か月づき夜よ空ぞら！　今日からこのときめき高校に通う高校一年生の女の子！

　どこにでもいるごく普通の女の子のわたしだけど、素す敵てきな高校生活を送りたいな。

　そんな希望に胸をふくらませ、桜吹雪ふぶきの舞う校門をくぐり抜ける。




　……なんだろうこの激烈な違和感は……！

「はっるっかっぜっ！　ぶふふっ！」

　星奈が画面を見て噴ふき出だした。

「きっ、きぼっ、希望ぶふっ、に、むねふくっ、むねをふくくく……っ！　あんた膨ふくらませるような胸ないじゃんギャハハハハハ!!」

　今にも床を転げ回りそうなくらい爆笑する星奈。

　夜空を見ると、耳まで真っ赤にして俯うつむき身体からだをぷるぷる震ふるわせていた。

　たしかに『春風の心地よさを感じながら素敵な高校生活への希望に胸をふくらませて校門をくぐる』なんて夜空のキャラには似合わなさすぎる。

　新しい日々の始まりに浮かれる他ほかの生徒たちを呪のろいながら、どんよりした顔で校門をくぐるほうが夜空っぽい。

「ぶぐ……っ」

　やばい俺おれも笑いそう。

「あははははっ、ねえ夜よ空ぞらー、あんたのあだ名今日から『春風』ね！」

　べちん！

　どこからともなく取り出したハエ叩たたきで夜空は星せ奈なの顔面を叩いた。

「あひぃっ！　な、なにすんのよ春風！　春風！　はっるっかっぜっ！」

　涙目になりながらもからかうのをやめない星奈。

「くっ！　殺ころす！　この肉殺す！」

「まあまあ落ち着いてください夜空先輩。そのうち慣れますって」

「ぐうううう……！」

　理り科かに押さえられ、渋しぶ々しぶといった様子で夜空は再びゲーム画面に向かい、震ふるえる指でボタンを押してメッセージを進める。

　春風……じゃない、主人公の『夜空』が校門をくぐった次の瞬間、『夜空』は何者かにぶつかって尻しり餅もちをついてしまう。




　夜空「いったあ～い！　なんなのよもうっ！」




「なっんっなっのっよっもっうっ!!　いったっああああああいっ!!　もうっ、よもうっ！　よ　も　う　っ　！　ゲャハハハハッ!!」

　またしてもツボにはまったらしく星奈が爆笑し、夜空はギリギリと歯は嚙がみしながらさらにメッセージを送る。

　画面が通常の背景から切り替わり、尻餅をついた『夜空』に、金髪の美少年が手を差し伸べているイベントスチル（特別なシーンなどを描いた一枚絵）が表示された。




　？「ごめんね、ぼーっとしていたものだから。ほら、立てるかい？」




　イケメンが、その整った顔立ちに相応ふさわしい美声で喋しやべった。

『夜空』がイケメンの手をとり、立ち上がる。

　イケメンは『夜空』にぶつかってしまったことを重ねて謝あやまり、自己紹介をした。

　彼の名前は篠ささ乃の杜もり桜おう路じ。

　主人公と同じく今日からこの学校に通う新入生らしい。

　主人公も簡単に自己紹介し、「お互い、素す敵てきな高校生活を送れるといいね！」と爽さわやかボイスで言ってイケメン──桜路は去っていく。




　夜よ空ぞら「かっこいい人だったな。入学早々あんな人と知り合いになれるなんて、わたしの高校生活、バラ色な予感！」




「バ・ラ・い・ろ・な・よ・か・ん・っ！」

　星せ奈ながテーブルをばんばん叩たたきながら叫さけんだ。

「ぐうぅぅ～……！」

　夜空はまたしても顔を真っ赤にし、泣きそうな顔でうつむく。

「あはははは！　夜空、あんたのあだ名今日から『バラ色』ね！」

「ぐああああああ!!」

　夜空は叫び、ハエ叩きで星奈の頭をはたく。

「ああもう鳥肌立ってきた！　こんな脳内お花畑の女は私じゃない！　やっぱり名前は『よへちぼらけ』に戻す！」

「ま、まあ落ち着いてください夜空先輩。これはゲームなんですから。現実の夜空先輩とは違うんですから……」

　理り科かがなだめ、夜空は深呼吸してようやく落ち着きを取り戻した。

　……自分の名前でやったほうが感情移入できるというのはたしかにその通りだと思うけど、他ほかの人が見ている前でギャルゲーを本名でやるというのはけっこうな羞しゆう恥ちプレイではないかと俺おれは今さら気づいた。

　星奈がたまに部室で自分の名前でギャルゲーをしているものだから、それがおかしなことだという認識が薄くなっていた。

　屈くつ辱じよくに震ふるえながらも夜空はゲームを進めていく。

　入学式の場面が終わり、教室でのホームルームが始まる。

　クラスメートが自己紹介をする場面になり、校門のところでぶつかった篠ささ乃の杜もり桜おう路じが同じクラスだということが判明する。

　ホームルームが終わると篠乃杜が話しかけてきて、同じクラスになれて嬉うれしいということを伝えられたところで最初の選択肢。


　▼１「これからよろしくね、桜路くん！」

　　２「これからよろしくね、篠乃杜くん」

　　３「…………」






　夜よ空ぞらがどの選択肢を選んだのかは言うまでもないだろう。




　桜おう路じ「ははっ、キミってシャイなんだね」




　気を悪くした様子もなく、篠ささ乃の杜もりは立ち去っていく。

　できた男だな篠乃杜……。

　篠乃杜が去ったあと、今度は一人の女の子が『夜空』に話しかけてきた。




　？「ねーねー、あなた篠乃杜くんと知り合いなの？」




　彼女の名前は冬ふゆ木き陽よう子こで、『夜空』の隣となりの席の生徒らしい。

　ライトブラウンの髪の、垢あか抜ぬけた感じの明るそうな娘だった。

　陽子の話によれば篠乃杜は財ざい閥ばつの御おん曹ぞう司しで、女子生徒からの人気がすごく高いらしい。

　篠乃杜の話題が終わったあとも、雑談を続ける『夜空』と陽子。

「…………この女に『死ね』と言う選択肢はいつ出てくるのだ？」

　リアルのほうの夜空がゲーム画面を見ながらうんざりした顔で言った。

「いやなんでそんなこと言うんだよ!?　明るそうな娘こじゃないか」

「信用できないな……いきなり見ず知らずの人間に親しげに話しかけてくるような女には絶対に裏がある。藤ふじ林ばやしあかりと同じビッチ臭しゆうがする」

「ちょっと！　あかりはとってもいい娘なんだからね！」

　夜空の言葉に星せ奈なが抗議した。

　結局、夜空が望むような選択肢は出てこないままだった（当たり前だ）。




　陽子「これから仲良くやろうね！　よぞら！」

　夜空「うん、よろしくね！」




『よぞら』と平仮名で書いてあるということは、あだ名で呼ばれているのだろう。

　こうして『夜空』と陽子は友達になった。

　ちなみに新聞部に所属していて事情通の陽子に頼めば、気になる男子の情報などを教えてくれるらしい。

「入学初日に友達ができるなんて、いくらゲームとはいえもうちょっとリアリティってものに気を使ったほうがいいんじゃないかしら？」

　星せ奈なが真面目まじめな顔で言った。

　俺おれも同感だった。

「たしかにちょっと非現実的な展開だよな。ＳＦとかファンタジーじゃないんだし」

　……いや、もしかすると、入学初日に友達ができるくらいでなければ、ゲームの主人公のようなリア充ライフは送れないということなのかもしれない。

「……裏切る……この女はあとで絶対に裏切る……」

　まるで自分に言い聞かせるように夜よ空ぞらが呟つぶやいた。

　ともあれこうして入学初日のイベントは終了。

　ここまではプロローグのようなもので、これからがゲームの本番だ。

　画面が主人公の部屋に切り替わり、主人公のパラメータやコマンドが表示される。

　部屋の内装が女の子っぽかったり、パラメータやコマンドの名前がちょっと違っている以外は、基本的に『ときメモ』と同じ感じだった。

　ゲームシステムもほぼ同じで、勉強や運動でパラメータを上げて目当てのキャラの好みの女性に近づき、デートを繰り返して好感度を高めるのだ。

「……絶望的な駄だ目め女おんなだな。私の分身だとは到とう底てい思えない」

『夜空』の現在のパラメータを見て夜空は忌いま々いましげに言った。

『ガルメモ』の主人公には「学力」「運動」「芸術」「魅力」「気配り」「体力」の六種類の能力があるのだが、ゲーム開始時点の『夜空』の能力値は、『ときメモ』の柏かしわ崎ざきせもぽぬめと同じく10～20弱と総じて低かった。

「ふん……とりあえずは学力だな」

　夜空は今週頑張ることを選択する項目の中から『勉強』を選んだ。

　画面が切り替わり、デフォルメされた女の子（『夜空』だろう）が図書室で勉強に励はげんでいるアニメーションが表示され、『学力』のパラメータが徐じよ々じよに上がっていく。

「ぷふふっ、ザコが底辺で足あ搔がいてるわね」

「せもぽぬめは黙ってろ」

　毒づきながら夜空はひたすら『夜空』に勉強をさせる。

　体力を回復させるための最低限の休養（体力が低下すると病気になってしばらく動けなくなるのだ）以外はひたすら勉強に励んだ結果、『夜空』の学力は急激に伸び、ついに１００を突破した。

　と、画面が切り替わり図書室内の光景が映し出される。

　どうやら勉強中に難問に出くわして困っているらしい。




　夜よ空ぞら「う～ん……この問題難しいなあ……」




「くっ……この馬ば鹿か者ものめ！　一年生の一学期に出てくるような問題で躓つまずいているようではこの先一人でやっていけないぞ！　私が一年のころは勉強に詰まることなど一度もなかったというのにこのクズが！　頑張れ！　私ならできる！」

　自分の分身を叱しつ咤た激げき励れいする夜空だったが、もちろん画面の中の『夜空』に聞こえるわけもない。

『夜空』が図書室でうんうん唸うなっていると、




　？「困っているようだな。なんなら俺おれが教えてやろうか？」




　声をかけてきたのは眼鏡めがねをかけた、いかにも真面目まじめで頭がよさそうな美少年だった。

「眼鏡男子キタ────────ッ！」

　なぜか理り科かが歓声を上げる。

「えー？　こいつが『ガルメモ』版の有ゆ希き子こなの？　なんかヒョロッとして冴さえないやつね。有希子のほうがずっと知的で可愛かわいいわ」と星せ奈な。

　ちなみに有希子──長なが田た有希子とは『ときメモ』で学力がある程度まで上がると登場する女の子で、夜空と星奈が初めて『ときメモ』をやったときに攻こう略りやくしようとして見事に失敗した。

　いきなり声をかけられて戸と惑まどう『夜空』に、眼鏡のイケメンは自己紹介をした。

　彼の名前は涼すず月つき冬とう馬ま。

　図書室が好きでよく来るのだが、いつも図書室で熱心に勉強している『夜空』のことがちょっと気になっていたらしい。

「き、気になる!?　い、いきなりそんな、真面目そうな顔してなんて破は廉れん恥ちな眼鏡だ！」

　顔を赤くしてリアルの夜空が動揺する。

『夜空』のモノローグで、この涼月冬馬が入学式の新入生代表の挨あい拶さつをしていたことが説明される。

　あれは基本的に入試でトップの成績だった生徒がやるので、つまりこいつが一年生で一番頭のいい生徒ということらしい。

「ふん、あたしだって入学式の挨拶したし！　こいつよりあたしのほうが頭いいに決まってるわ！」

　お前はなんで対抗心を燃やしてるんだ。

　そこで選択肢が表示される。




　▼１「ありがとう。よかったら教えて？」

　　２「邪じや魔まだからあっちいって」




　……当然のように夜よ空ぞらは２を選んだ。

　せっかくの申し出を冷たく断られて気を悪くするかと思いきや、冬とう馬まはむしろ感心した様子で、




　冬馬「あくまで自分の力で問題を解こうとするその姿勢、感心だな。だが時には人に頼るのも合理的な手段だと思うぞ。俺おれはしばらくそこの席で本を読んでいるから、もしも必要になったら呼んでくれ」




　そう言って冬馬は立ち去った。

　な、なんて余裕のある対応……大人だなあ……。

「勉強ができるだけじゃなくて性格までいいのかよ……すげえ完かん璧ぺき超人だな。夜空、まずはこいつを攻こう略りやくしてみたらどうだ？」

　男から見ても魅力的な冬馬くんを俺が推すい薦せんしてみたところ、夜空はなぜかムッとした顔をして首を振った。

「いらん。私は一人で頑張るのだ」

　……画面が自室に切り替わり、下のメッセージウインドウに『涼すず月つき冬馬をデートに誘さそえるようになりました』と表示される。

「……ちっ、めんどうなことになった」

　夜空は忌いま々いましげに吐き捨て、

「図書室に行くとあいつに出くわすかもしれないから、来週からは別のことをしよう」

　夜空は行動コマンドの『スポーツ』を選択。

　画面が切り替わり、デフォルメされた『夜空』が堤てい防ぼうを走っているアニメが流れ、『運動』の数値がどんどん上がっていった。

　その翌週は『絵画』を選んで『芸術』を伸ばし、その次は『おしゃれ』を選んで『魅力』を、さらに次は『バイト』を選んで『気配り』を伸ばす。

　そんな具合に進めていくとすべてのパラメータが万まん遍べんなく伸びていき、ついにはどれも１００を超えてしまった。

　すると、いろんなキャラクターとの出で逢あいが立て続けに起きた。

　爽さわやか野球少年・春日かすが俊しゆん太た郎ろう、童顔の天才画家・延えん遠どう景けい、カリスマモデル・藤とう堂どう灯とう夜や、茶道部所属の日本文化を愛する外国人・アイザック＝ラムサスと、いずれ劣おとらぬイケメンたちと次々と知り合いになる『夜よ空ぞら』。

　知り合ったイケメンたちは揃そろいも揃って顔だけでなく性格までイケメンで、気配り上手だったり夢に向かって一いつ生しよう懸けん命めいだったり友情に厚あつかったりして、みんな『夜空』に冷たい言葉を浴あびせられても笑って流してくれる。

　こんな男子高校生、現実にいねえよ！　……何度そうツッコもうと思ったかわからないが、必死でこらえた。

　だって、もしかしたらいるのかもしれないし。

　というか、俺おれが友達いないから知らないだけで、世の中の男はこいつらみたいに優しくて明るくて度量が大きいのが当たり前なのかもしれない。

　俺もこいつらのように魅力的な男になれば、友達ができるだろうか……。

　道は果てしなく遠そうだが、頑張ってみようと俺は思った。

　まあそれはさておき。

　多くのイケメンと知り合いながらも、『夜空』は彼らをデートに誘さそうことなど一切せず、ひたすらストイックに自分を磨みがき続けた。

　たまにイケメンたちから一緒に帰ろうと誘さそわれたり買い物に行かないかと誘われたりしても、すべての誘いを一番酷ひどいと思われる選択肢を選んで拒きよ絶ぜつする。

　平日も土日も祝日もひたすら自分の能力を高めることに費ついやした結果、期末テストの成績は冬とう馬まを抜いて学年トップ、体育祭ではＭＶＰとして表彰され、美術の時間に描いた絵が県のコンクールで大賞を獲とり、文化祭のミスコンで優勝するという凄すさまじい完かん璧ぺき超人ができあがった。

「よし、これでこそ私だ！」

　一年生の春休みが終わった日の夜、これまでの『夜空』の学校生活を振り返り、夜空は満足そうに頷うなずいた。

「めっちゃ孤独だけどな……」

　ぽつりと俺は言った。

　男性向け『ときメモ』では知り合った女の子に冷たくしたり長期間デートに誘わないでいると女の子が傷ついて学校中に悪い噂うわさが流れ、全すべてのキャラの好感度が下がってしまうというシステムがあるのだが、『ガルメモ』の場合は少し易やさしくなっていて、イケメンたちは主人公にある程度の好感を抱いていなければ冷たくされても傷つかない。自分が嫌いな奴やつに嫌われても、別に痛くも痒かゆくもないということか。

　そしてこの一年、学校で『夜よ空ぞら』の悪い噂うわさが流れたことはなかった。

　つまり……これだけ華々しい活躍をしておきながら、イケメンたちの誰だれからも好感を持たれていないのだ。

　さらに説明書には「クリスマスやお正月のとき男の子との仲があまり進展してないと、女だけで過ごすことになっちゃうよ(>_<)」と書かれているにもかかわらず、その友達の冬ふゆ木き陽よう子こからさえクリスマス会や初はつ詣もうでに誘さそわれることはなかった。

　どうやら陽子にも好感度が設定されているらしく、それがあまりにも低すぎるとイベントにも誘われず、男性キャラの情報も教えてくれなくなるらしい。

　ちなみに説明書には「陽子はとってもいい子だから、よっぽど変な選択肢ばかり選ばなければ嫌われることはないから安心してね(^_^)」と書いてある。

　よっぽど変な選択肢ばかり選んできた結果がこれだ。

「うう……この主人公の学校生活、痛いた々いたしすぎて見てられません……！」

「ゲームの女の子にまで嫌われるなんて……なんて残念な夜空……」

　理り科かと星せ奈なも哀れみの色を浮かべる。

　幸ゆき村むらだけは「よぞらのあねご、かっこいいです。まるであにきのようです」と尊敬の眼まな差ざしを向けていた。

「ふん。あんな連中などどうでもいい。私は一人でもリア充になってみせる」

　そんな寂しい宣言をして、夜空はセーブしてその日のプレイを終えたのだった。





　　






　翌日の放課後、夜空の『ガルメモ』のプレイが再開された。

　集まっているのは昨日と同じく高等部の五人。

　二年生になっても『夜空』はひたすら自己鍛錬に励はげみ、他人は全すべて拒きよ絶ぜつする孤高の人になっていた。

　一年生のころにはあった陽子やイケメンたちからの遊びの誘いも今ではまったくなく、パラメータが「ぴこーん」と上がる軽い効果音だけが部室内に淡々と響く。

「…………退たい屈くつなゲームだな……」

「あんたが退屈にしてるのよ！　これじゃほんとにリアル夜空の学校生活と変わらないじゃないの！」

　コマンドを選んで決定ボタンを押すだけの単純作業をしながら眠たげに言う夜よ空ぞらに、星せ奈なは激しくツッコんだ。

　プレイしている夜空ですら退たい屈くつなのだから、見ている俺おれたちはもっと退屈だ。

　なんのイベントも起こらないままあっという間に日々は過ぎ、成績表オール５という偉業を成なし遂とげた、一学期の終わりの日。

　久しぶりに画面が切り替わり、イベントが発生した。

　夕方のジョギングでちょっと遠出をしたら治安が悪いところに入り込んでしまい、悪名高い怒ど鬼き雲うん高校の不良たちに絡まれたのだ。

「ふん、戦闘能力３８０の私に絡んでくるとは命知らずのゴミどもめ！　死ね！」

　威勢よく息巻く夜空だったが、そこはやはり女の子一人（ちなみに戦闘能力じゃなくて運動能力だ）、必死で逃げるも薄暗い路地裏の行き止まりに追いつめられてしまう。

「クッ、なぜ攻撃の選択肢が出ない！　私のキックを見せてやれ！　いけ！　蹴けり殺ころせ！」

　物騒なことを言う夜空の声は『夜空』には届かない。

　不良たちが下げ卑びた笑みを浮かべながら『夜空』に迫る。

　と、そのとき。

　いきなり不良の一人が悲鳴を上げて吹っ飛んだ。




　？「チッ、てめえらみたいなのを見るとマジでヘドが出るぜ」




　ドスのきいた低い声で言いながら不良たちのうしろから登場したのは、ときめき高校の制服をだらしなく着き崩くずした、目つきが鋭するどくてガラの悪そうな金髪の少年だった。

　いきり立って襲いかかってきた不良たちを、少年はボロボロになりながらも一人でやっつけてしまった。

　主人公がお礼を言って名乗ろうとすると、




　？「三み日か月づき夜空だろ？　あんたはオレみたいなのでも知ってる有名人だからな」




　様々な活躍をしているうちに、『夜空』のことは学校中に知れ渡っていたらしい。

　さらに主人公が彼について尋ねると、不良っぽい少年はぶっきらぼうな口調で『永なが谷たに英えい二じ』と名前だけ名乗って踵きびすを返した。




　英二「ここはあんたみたいなエリートがうろつく場所じゃねえ。とっとと帰りな」




　英えい二じと別れ、『夜よ空ぞら』は自室に戻った。

　ウインドウに『永なが谷たに英えい二じをデートに誘さそえるようになりました』というメッセージが表示される。

　永谷英二──これまでに登場した紳士的なイケメンたちと比べると、粗そ暴ぼうでちょっとゲームの雰囲気から浮いている感じがした。

「……ふむ……永谷英二を誘ってみるか……」

　夜空がいきなりそんなことを言い出す。

「夜空先輩、やっぱりああいう男の子がタイプなんですか？」

「ち、違う！　このまま単純作業を続けてもつまらないから、少しは遊んでやってもいいかなと思っただけだ！」

　理り科かの言葉を、顔を赤くして否定する夜空。

「……俺おれはああいうタイプ、ちょっと苦手かもなー。目つき悪くて怖いしぶっきらぼうで愛あい想そがないし……」

「お前が言うな！」「あんたが言うな！」「先輩が言わないでください！」

　夜空星せ奈な理科が同時に振り向いて叫さけんだ。

「あにきっ、いまのは『ぼけ』というものですね。わたくしにもわかりましたっ」

　隣となりに座っている幸ゆき村むらが嬉うれしそうに声を弾ませた。

　いや、ボケじゃないんだけど……不良とかヤンキーって怖いじゃん。

「ちなみに理科も英二くんみたいな人、嫌いじゃないですよ？」

「まあ、春日かすがみたいな熱血バカとか藤とう堂どうみたいなチャラ男とかなよなよしてる延えん遠どうとか堅苦しいアイザックよりはマシかもね」

「むろんあにきにはかないませんが、なかなかの好こう漢かんかと」

　……なんか俺以外のみんなには意外と好評だな、永谷英二。

　ともあれ夜空は不良少年・永谷英二の攻こう略りやくを開始した。

　とりあえず情報通の陽よう子こに電話をかけ、英二の連絡先を教えてもらう『夜空』。

　ちなみにこれが陽子への初めての電話だ。




　陽子「電話番号は教えるけど、もうあんまりかけてこないで……」




　……いつの間にかここまで嫌われまくっていたのか。せつねえな……。

「ふん、言われなくてももう二度と貴き様さまに電話などするか！」

　吐き捨てるように言って、陽よう子こに教えてもらった英えい二じの電話番号に電話をかけ、デートの約束を取りつける。

「む……」

　デートの行き先候補のリストが表示され、夜よ空ぞらは少し顔を赤くして戸と惑まどいを浮かべる。

「デ……デートというのはどこへ行けばいいのだろう……？」

「そのキャラの好きな場所だとお誘さそいを承しよう諾だくされやすく、好感度も上がりやすいですよ。普通は友達がその手の情報も教えてくれるのですが……」と理り科か。

「バッティングセンターでいいんじゃないの？　ほら、不良ってバット好きだし」

「ふむ、肉のくせに珍しく一理あるな……とりあえずそうするか」

　星せ奈なのアドバイスに夜空は頷うなずき、バッティングセンターを選択した。

　……一理ある……のか……？

　ともあれ『夜空』は英二に電話して、次の日曜日に一緒にバッティングセンターに行かないかと誘った。




　英二「まあ、べつにいいけどよ……」




　声に戸惑いを滲にじませつつも、英二は誘いを受けてくれた。

　そして約束の日曜日。

　ついに初めてのデートの日がやってきた。

『ガルメモ』ではデートの前に、着ていく服や靴くつ、帽子、髪型などをコーディネートすることができ、相手の好みの服装だと好感度が上がりやすいらしい。

　夜空が選んだのはジャージとスニーカー、髪型はストレート。

「なんでせっかくのデートにジャージなんですか!?」

　理科が呆あきれた声を上げると、

「あんまり気合が入った服装で行ってガツガツしているように思われたら嫌だろうが。英二とはあくまで暇ひまつぶしに遊んでやるだけなのだからな。というか、貴き様さまにだけは服装についてとやかく言われたくないぞ」

「う……」

　夜空に淡々と反論され、理科（いつも制服に白衣）は口をつぐんだ。

『夜空』が待ち合わせ場所に行くと、少し遅れて英二がやってきた。

　バッティングセンターでスコアを競う『夜空』と英二。

　運動の数値が高いからか、『夜空』は英二に勝利した。




　英えい二じ「やるじゃねえか。次は負けねえぜ」




　英二は悔しそうにしながらも『夜よ空ぞら』を褒ほめた。

　今日は楽しかったぜ……と、コワモテだが爽さわやかな笑顔を浮かべ英二は帰っていった。

　どうやら初めてのデートは成功に終わったようだった。

「ふ、ふん……この私にバッティングで勝てると思っているのかバカめ……」

　毒づく夜空だったが、その口元には微妙な笑みが浮かんでいた。




　次のデートの場所に選ばれたのはゲームセンターだった。

　例によって星せ奈なの「不良といえばゲーセンが巣みたいなもんじゃないの？」という偏見丸出しのアドバイスを夜空は採用した。

　服装はＴシャツにロングパンツにスニーカー、髪型はポニーテール。

　日曜日の朝に待ち合わせの場所に行くと、少し遅れて英二が来た。

　英二は軽く挨あい拶さつをしたあと、微妙に目を逸そらして小さな声で呟つぶやく。




　英二「前と髪型違うんだな。ふーん……」

　夜空「え？　なにか言った？」

　英二「な、なんでもねーよ。それより早く行こうぜ」




「へー、ヤンキーの分際でなかなか気がつくじゃないの」

　星奈が感心して言った。

「はぁ……小こ鷹だか先輩にもせめてこれくらいの目め聡ざとさがあれば……はあぁぁぁ」

　なぜか理り科かが嘆き、深々とため息をついた。

「な、なにがだよ？」

「髪型の話ですよ髪型の！　女の子が髪型を変えたらちゃんと指摘してあげる！　できれば褒めるがよし！　これが常識！　常識なのです！」

「お前に常識を語られても困るけど……あ、でも夜空が髪切ったとき『似合ってる』って言ったよな俺おれ」

「い、いきなりそんな話を持ち出すなバカ！」

　顔を真っ赤にして文句を言い、ぷいと顔を背そむける夜空。

「夜空先輩のことは褒めてあげたんですか……！　うぐぐぐ……！」

　なぜか悔しげに呻うめく理り科か。わけがわからない。




「あ、そういや髪型といえば、お前こないだからちょくちょく髪型変えてるけど、なんかあったのか？」




「!?　んな……!?　き、気づいていたのですか……!?」

　なにげなく俺おれが言うと、理科がなぜか愕がく然ぜんとして目を見開いた。

「気づく……？　よくわかんねえけど、眼鏡めがね外したときに髪下ろしてから色々変えてるよな？　たしか遊園地行った時はサイドテールで、なんかツインテールにしてた日もあったし三つ編みにしてた時もあったしカチューシャ付けてた時もあったしポニーに戻したときも位置が前より低かったし……あー、そういや一昨日おとといは真ん中のあたりに赤のメッシュ入れてたけど、ありゃゲームキャラかなんかの真ま似ねか？」

　ちなみに今は両側の一部の髪を括くくった、いわゆるツーサイドアップにしている。

　たびたび髪型を変えるので「こいつ暇ひまなのかな？」とちょっと気になっていた。

「…………」

　理科はあんぐりと口を開けた間抜け面で固まっている。

「理科……？」

「き……き……き…………」

「き？」

「気づいてたなら言えよおぉぉぉぉぉぉぉっ!!」

　理科はなぜか涙を滂ぼう沱だと流しながら絶ぜつ叫きようした。

「髪型変えてるのに先輩全然反応してくれなくて悲しかったんですから！　一昨日なんて赤まで入れても無反応なもんだからもしかして先輩は理科のこと路ろ傍ぼうの石ころ程度にしか認識してないんじゃないかって本気で凹へこんだんですよ！」

「え、ああ、すまん。つーか、俺がお前のこと見てないわけがないだろうが」

　注意して見ておかないとなにをやらかすか不安で仕方ないからな。

　と、理科の顔がなぜかボッと真っ赤になった。

「い、今さらそんなこと言ったって遅いんですからね！　あーあ、惜おしかったですね先輩」

「？　惜しいってなにがだ？」

「理科が髪型を変えるたびに『髪型変えたね。似合ってるよ』って言ってくれれば、それだけで理科の好感度は上がりまくりでしたよ！　自分で言うのもなんですが理科なんて攻こう略りやく難なん易い度ど超低いですからね！　エロゲーだったら今いま頃ごろもうエッチしまくりですよ！　フラグビンビン、先輩の股こ間かんもビンビン！」

「え？　なんで俺おれがお前の好感度を上げなきゃいけないんだ？」

「ガッデェェェェムッ!!」

　不思議に思って俺が尋ねると、理り科かはすごい形ぎよう相そうで叫さけんだのちがっくりとうなだれ、

「……ええー……まじっすかー……？　いや『え？　なんで』って……今あれ素すで言われましたよ……？　理科の好感度を上げようという発想自体が頭の片かた隅すみにもありませんよこのおかたは……」

「おい理科……？」

「ああああでも先輩が理科の髪型変えたのちゃんと気づいてくれてて嬉うれしい！　ていうかどんな髪型にしたかまで覚えててくれて嬉しくて理科濡ぬれちゃいそう！　でも全然攻こう略りやく対象としては見られてなくて理科もうどうしたらいいかわかりません！」

「俺もお前がなにを言ってるのかわかんねえよ……」

「ふんがー！　ああもう！　混乱してきたのでちょっと理科室でオナニーして賢者タイム突入してきます！」

　ろくでもないことを宣言して、理科はそのまま部室を出て行ってしまった。

「…………ふう……相変わらずわけがわかんないやつだな……」

　べしっ！　ばちっ！　ぽふっ。

　ため息をついた俺に、夜よ空ぞらがハエ叩たたきで額を、星せ奈なが平手で頭を、幸ゆき村むらが握り拳こぶしで腕を、三人同時に叩いてきた。

「ゆ、幸村まで……？」

「あにき……ばか……」

　幸村は叩くというより軽く拳を当ててきただけだったのだが、非難するようなその眼まな差ざしは夜空と星奈の物理攻撃よりよっぽど痛かった。

「……志し熊ぐま理科……哀れなやつ……いや、むしろ羨うらやむべきなのか……？」

　横の髪を指先でいじりながら、夜空は悩ましげに言った。

　……なんだかよくわからないが、夜空が『ガルメモ』のプレイを再開したので俺たちも再びテレビ画面に目を向ける。

　ゲームセンターではどのゲームをプレイするかの選択肢が出現し、夜空は「パンチングマシーン」を選択した。

　パンチングマシーンは英えい二じのお気に入りだったらしく、英二は上機嫌になった。




　英えい二じ「今日は楽しかったぜ。暇ひまだったらまた誘さそってくれよ」




　デートが終わり、ワイルドな笑みを浮かべて去っていく英二。

　どうやら二回目のデートも成功に終わったようだ。




　それからも、『夜よ空ぞら』と英二はデートを重ねた。

　もちろんデートの合間には勉強やスポーツで自分を磨みがくことも継続し、テストでは学年トップ、体育祭や文化祭でも大活躍と、まさにこれこそがリア充だと言える完かん璧ぺきな学校生活を送る『夜空』。

　英二との仲も日に日に深まり、今では英二のほうからデートに誘ってくるようになった。

『夜空』に「今日は楽しかったね」と言われ、頰ほおを染める英二。

「……ど、どうしよう……こいつはもしかして私のことが好きなんじゃないか……？」

　英二の反応に、リアル夜空が顔を赤くして動揺の色を浮かべた。

「まあ、明らかに好意は持ってるだろうなあ」

「そ、そうなのか……やっぱりそうなのか……」












　困こん惑わくしているような喜んでいるような曖あい昧まいな顔で口をモニュモニュさせる夜よ空ぞら。

　ゲーム内での付き合いにすっかりのめり込んでいる様子の夜空がなんとなく可愛かわいかった。

　充実した日々はあっという間に過ぎていき、二年生の三学期半ば。

　これまでの活躍が教師や生徒たちに高く評価され、『夜空』は次期生徒会長に推すい薦せんされた。

　夜空は当然のように引き受け、選挙で他ほかの候補に圧倒的大差を付けて当選。

「くはは！　ついに権力まで手にしたぞ！　私はすべてを手に入れた！」

　邪じや悪あくな帝てい王おうのように哄こう笑しようする夜空。しかし──




　英えい二じ「……なあよぞら。オレたち、もう会うのやめねえか」




　生徒会長になった翌日、英二がいきなりそんなことを言い出した。

「な……!?」

　愕がく然ぜんとする夜空と『夜空』に、英二は続ける。




　英二「よぞらはうちの学校のスターで、しかも生徒会長だ。オレみてえな不良とつるんでたら、お前の評判に泥を塗ぬっちまう。オレはよぞらの足手まといになりたくねえんだ」




　そこで選択肢が出る。




　▼１「わかった。もう会わないことにしましょう」

　　２「それでも英二と一緒にいたい」




　夜空は迷わず──２を選択した。




「ふん、このヘタレが。世間が勝手に作り上げた評判など知ったことか。私は自分が一緒にいたい相手は自分で決める！　だからこれからも私と一緒にいろ！」

　夜空「情けないこと言わないで。周りの評判なんてどうでもいいわ。わたしは自分が一緒にいたい相手は自分で決めるの。だからこれからもわたしと一緒にいて！」




　細部の違いこそあれ、夜空と『夜空』の熱い台詞せりふが偶然にもシンクロした。

「どうしよう……夜空がかっこよく見える……」

「あねご……」

　星せ奈なと幸ゆき村むらが目を潤うるませながら言った。

　今のはちょっと、俺おれも感動しちまったぜ……。




　そんなわけで、三年生に上がり生徒会長になったあとも、『夜よ空ぞら』は英えい二じと交友を続けた。

　英二が不良になってしまった悲しい理由（それはネタバレになるのでここでは書かないが、星奈が号ごう泣きゆうし夜空と幸村と俺が涙目になるほど切ない過去だった）も明かされ、二人の仲はますます深まった。

　不良と仲良くしていることを悪く言う連中もいたが、そんな悪評など『夜空』の圧倒的な実力の前には紙くず同然だった。

　あっという間に輝かがやかしい時間は流れ──……




　卒業を間近に控えたある日、英二は突然暴力事件を起こし、退学になった。




　驚きよう愕がくしつつも、これは物語のクライマックスを彩るためのイベントで、きっと最後はハッピーエンドになるに違いないと楽観しながら夜空はゲームを進めた。

　しかし。

　その後英二に関するイベントは一切起こらず、卒業式を終えた『夜空』は誰だれとも話すことなく家路についた。




　夜空「一流大学に進学することはできたけど、誰とも仲良くなれなかった寂しい三年間だったな……。もっと人に優しくすればよかったのかな……」




　そんな切ないモノローグが表示され、画面が暗転。

　もの悲しいＢＧＭとともにスタッフロールが流れ始めた。

「これは……バッドエンド……なのか？」

　呆ぼう然ぜんとスタッフロールを見つめる夜空。

「はあああああ!?　なんでこうなんのよふざけんなよ英二はどうなったのよ!?」

　星奈が激怒する。

　と、そこで後ろから静かな声。




「恐らく、どこかで重要なフラグを立て損そこなったんでしょうね」




　いつの間にか理り科かが部室に戻ってきていた。

「ふぅ──……」

　理科の推測に、夜よ空ぞらは魂たましいが抜けたようなため息を漏もらし、力なくうなだれた。

　その肩が微かすかに震ふるえている。

　もしかすると、泣いているのかもしれない。

　……ちなみに。

　あとで『ガルメモ』の攻こう略りやくサイトを見て知ったのだが、どうやら英えい二じの最後のイベントをクリアして無事にハッピーエンドを迎えるには、他ほかの男性キャラたちや陽よう子この協力が必要だったらしい。

　彼らの好感度が低すぎると、英二がいなくなって落ち込んでいる主人公を誰だれも助けてくれず、そのままバッドエンドになってしまうのだとか。

　…………自じ業ごう自じ得とくといえばまあ、その通りではあるのだろう。

「……ええと、その、あまり気を落とさないでください夜空先輩。失敗もゲームの醍だい醐ご味みですから。今回の反省を生かしてリベンジしましょうよ。なんだったらネットで攻略情報とか調べましょうか？」

　気遣う理科に、夜空は俯うつむいたまま「いや、もういい……」とゆっくりと首を振り、「ふうっ」と強く息を吐いて顔を上げた。

「私は私の思うとおりに三年間を過ごした。だから反省などしない。英二のことは残念だったが……まあ、思いどおりに生きた結果がこれなら仕方ない。『ガルメモ』……クソゲー呼ばわりして悪かった。なかなか面白かったぞ」

　微かに目を赤くしながらも、本当に後悔など微み塵じんもしていないような吹っ切れた声で夜空は言った。

「それに……」

　夜空はちらりと俺おれのほうに視線を向けた。

　…………？




「友達がいないヘタレヤンキーなら、現実で間に合ってるからな！」




　そう言って夜空は、やけに晴れやかな、無む邪じや気きな少年のような顔で笑ったのだった。





　　






　以下、余談。

　翌日の昼休み、俺おれは世界史の予習のため図書室にやってきた。

　期末試験を乗り越えたとはいえ、この学園の世界史が難しいことには変わりない。

　油断して予習復習を怠おこたっては、すぐにまた置いていかれることだろう。

　と、俺は図書室の中に、クラスメートの藤……藤ふじ田た（？）が、机に教科書とノート、それから採点済みの試験の答案を置いて勉強しているのを見つけた。

　ちょっと近づいて観察してみると、勉強しているのは現代社会だとわかった。

　そういえば今日は現代社会の試験の追試があり、藤田も追試を受けるのだろう。

　ちなみにこの学校の現代社会はやたらマニアックな世界史とは比べものにならないほど楽で、俺もかなりの高得点を獲とることができたのだが、藤田は教科書首っ引きで悪戦苦闘しているようだ。

　そこでふと、『ガルメモ』の外見も内面もかっこいい男たちのことを思い出す。

　あいつらのように優しくて気遣いのできる男になって友達を作ろうと、昨日決心したばかりだった。

　……よしっ！

　意を決し、俺は勇気を出して藤田へと近寄る。

　俺が近づいてきたことに気づくと、藤田はびくんと顔を引きつらせた。

　……ちょっとショックだが、藤田とはあんまり喋しやべったことないからな、仕方ない。

　俺は『ガルメモ』の、『夜よ空ぞら』と涼すず月つき冬とう馬まとの出で逢あいのシーンを思い出す。

「あ、あの……羽は瀬せ川がわ……くん……？」

　俺は藤田の前に立ち、フレンドリーな笑顔を作る。

「ひ……っ!?」

　あー、緊張するなあ……ええと……冬馬はたしか最初にこう言ったはずだ……。

「……俺が……教えてやろうかァ……!?」

「え……お、教えるって、な、なにを？」

　なぜか怯おびえている藤田の緊張を解すため俺は頑張って爽さわやかに微笑ほほえみ、答える。




「ビュヒヒッ（あれ、なんか変な声出た）、決まってんだろォ？　社会の勉強だよォ……！」




「ひいいいいいいいい!?　ご、ごめん羽瀬川くん！　僕いまお金持ってないから！」

「は？　お金？」

「ひいいいいいいいいいいいい!!」

　なにを勘かん違ちがいしたのか、藤ふじ田たは意味不明なことを言って教科書やノートを引っつかんで席を立ち、図書室から走り去っていってしまった。

「あ、おい藤田!?」

　なんで逃げるんだよ……？




　……その日、羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかが図書室で同じクラスの藤ふじ山やまをカツアゲしたという噂うわさがクラス中を駆けめぐった。

　俺おれが乙女おとめゲーのイケメンの真ま似ねをするとこうなるらしい。

　手痛い社会勉強になりました……。





タイムマシン







　放課後部室に行くと理り科かが金髪のツインテールになっていた。

「おう。髪型変えたんだな」

　先日、女の子が髪型を変えたときはちゃんと指摘してあげるようにと言われたことを思い出し、俺はちゃんと指摘してあげた。後輩思いのいい先輩だな俺って。

　扉近くでなんかモデルみたいなポーズを決めて突っ立っている理科の横を通り抜け、俺はテーブルへと向かう。

　さて、今日は宿題でもやろうかな。

「それだけえええええ────!?」

　理科がいきなり叫さけんだ。

「なんだようるせえな」

「え、いやうるさいってあの、先輩ェ……理科の髪についてなにか……」

「髪型変えたんだろ？　へへっ、ちゃんと指摘したぜ」

「そんなドヤ顔で言われても！　いやまあたしかに変えましたけども髪型も！　な、なんか他ほかにも気づいたことあるでしょう!?　ありますよね？　ほら、しゃららーん」

　ツインテールの片方をサッと撫なでて揺らす理り科か。

「ええと……あ！」

「気づきましたか！」

「髪切った？」

「切ってねえよ！　なにそれほんとふざけてんの!?」

　……いかん、ちょっとからかっただけなのにマジ切れしそうだ。

「わかってるよ。今のはちょっとした冗談だ」

「もう……先輩ったら意地悪なんだから……」

　可愛かわいく唇くちびるを尖とがらせる理科に俺おれは微笑ほほえみ、

「髪留め変えたんだろ？　似合ってるぞ」

「変えてねえよ!!」

　……今度こそ本気で怒らせてしまった。












　それから理科をなだめるのに三分ほどかかり、

「……んで、その金髪はどうしたんだよ。グレたのか？」

「違います。ちょっと染めてみただけです」

「へえ……勇気を振り絞しぼって美容院行ったのか？」

「？　なんで美容院に行くのに勇気を振り絞る必要があるのかよくわかりませんが、違います。自分で染めたんですよ」

「市販の髪染めは髪へのダメージが大きいからやめたほうがいいらしいぞ？」

　髪染めについては、昔ちょっと調べたことがあるので多少知識があった。

　せっかく綺き麗れいな黒髪なのに、痛めてしまうのはもったいない。

「ご安心を。理り科か特製の染せん毛もう剤ざいを使いました」

「特製の染毛剤？」

「ふふふ、先日ちょっと赤入れたときもそれを使ったんですけど、自信作なんですよこの髪染め。髪へのダメージはほぼゼロで、シャンプーしても全然色落ちしないのに、専用の戻し薬を使えばすぐに黒髪に元通り。どうですすごいでしょう！」

「あー、まあ、すごいんじゃないか？」

「ふふふ……こいつの大量生産化の暁あかつきには、ヘアカラー業界がひっくり返りますよ……。美容院の皆さんからも命を狙ねらわれそうです。現時点では一回分を作るのに普通に美容院で染めるときの軽く３００倍以上のコストがかかるのが難点ですけど……」

　コンビニで買えるようになる日は遠そうだった。

「あ、せっかくだから先輩も試してみませんか？　プリンのカラメル部分もこんなふうに鮮あざやかな金色にできますよ。気に入らなければすぐに戻せますし」

「プリンのカラメル部分って言うな！　……遠えん慮りよしとく。一回ン百万の毛染め薬を『せっかくだから』で試す度胸は俺おれにはねえよ」

「そうですか……先輩のチキンボーイ」

　ちょっと残念そうに理科は言った。

「む。……しかしまああれだな……お前の発明って……」

「はい？」

「なんつーか……地じ味みだよな」

「地味ですと!?」

　理科はショックを受けたようだった。

「うんまあ……すごいっちゃすごいんだろうけど、正直『天才発明家』って単語がしっくりくる類の発明とはちょっと違うような……」

「……じ、地味……地味……コストダウンに成功して特許を取った暁には一生遊んで暮らせる大金が確実に転がり込んでくる理り科かの傑作染せん毛もう剤ざいが……地じ味み……」

「毛染め薬以外でも、なんか便利なコンピュータープログラムだの便利なゲーム開発ツールだの半永久的に使える電球だの熱源がなくても沸わかせる電気鍋なべだのポイズンチェッカーだの全自動カブトムシ飼育籠かごだの……なんつーか、凄すごいかもしんないけど、実用性重視で華がないっつーか……ロマンがないっつーかな」

「だったらどんな発明ならいいんですかあ!!」

　前に理科に聞いた彼女の発明品の数々を挙あげつつ苦言を呈ていすると、理科は泣きながら尋ねてきた。

　その勢いに怯ひるみつつも俺おれはちょっと考え、

「たとえばほら……お前が好きなガムダンみたいな巨大ロボットとか」

「いきなり国家プロジェクト級のブツを挙げてきおった！」

「じゃあ四次元ポケットとか」

「じゃあて。どうしろっちゅーねん。てゆうか巨大ロボットよりはるかに難なん易い度どが上がってますがな」

「そうなのか？　うーん、だったら光を当てた物を小さくしたり大きくしたりする懐中電灯とか、壊れたものを元の形に戻す風ふ呂ろ敷しきとか、食べたらどんな国の言葉でもわかるようになるこんにゃくとか……あ、そうだ！　タイムマシンはどうだ!?」

「うわ～ん、ぬらえも～ん！　まずは先輩の小学生男子的ＳすこしＦふしぎ妄想をブチ殺ころすイマジンブレイカーを出してよ～！」





　　






　……とまあ、そんな漫才を理科と繰り広げた翌日、隣りん人じん部ぶの部室にて。




「というわけで作ってきました。タイムマシン」




　俺、夜よ空ぞら、星せ奈な、幸ゆき村むらの前で、理科はそんな意味不明なことを言った。

「は？」

「ですから先輩のご要望通り作りましたよタイムマシン。時間旅行ができます」

　ぽかんとする部員たちに、理科は淡々と説明する。

　理科が手に持っているのは、以前『ロマンシング佐賀』をプレイしたときに使ったヘッドマウントディスプレイに似た、バイザーの付いたヘルメットのような機械だった。

「……え……これで過去とか未来に行けちゃうの？」

　星せ奈なが半信半疑……いや、ほぼ完全に疑いの表情で理り科かに尋ねる。

「はい。意識だけですけどね」

「意識だけ？」

　さらに困こん惑わくする俺おれたちに、理科は説明をはじめる。

　それによれば、このタイムマシンは某猫型ロボットアニメのタイムマシンのように実際に時間旅行をするのではなく、肉体を伴ともなわず、意識だけを異なる時間に存在する自分の中へと転送するらしい。

　物体ではなく情報のみを移動させるため、同じ時空に同じ物体が二つ存在してしまうという矛む盾じゆんは発生しないのだとか。

「まあ、このタイムマシンで跳とべるのは過去だけなんですけどね」

「いやいやいや……」

　それでも十分トンデモアイテムだった。

「つーか、冗談だろ？　そんなタイムトラベルとかさあ……前になんかで読んだことあるし……タイムトラベルは絶対に不可能だって」

「噓うそだと思うのなら試してみてくださいよ」

　完全に真顔の理科。

　それでもやっぱり、こんなおもちゃで過去に行けるなんて到とう底てい信じられなかった。

「わかった、試してやるよ。……危なくはないんだな？」

「大丈夫です。五分経たったら現在の時間に戻ってくるようにしますから」

　理科がタイムマシンを持ってにじり寄ってくる。

「ささ、先輩、そこの椅い子すに座ってください」

「あ、ああ……」

　俺が椅子に腰掛ける。

「あにき……」「……本当に大丈夫なのだろうな？」

　幸ゆき村むらと夜よ空ぞらが不安げな表情を浮かべる。

「大丈夫ですよ。この狂気の発明家志し熊ぐま理科を信じてください」

「余計不安になったんだが」

「細かいこと気にせずに。ほい」

　理科が俺にタイムマシンをかぶせた。

　しっかり頭に固定され視界が真っ暗になり、言いようのない不安に駆り立てられる。

「それではマシンを起動させますね。目を閉じて、先輩が戻りたい時間を強くイメージしてください」

　……戻りたい時間……ねえ…………。

　タイムトラベルができるなんて未いまだにまったく信じてないけど、それでももし、本当に過去に戻ることができるなら──……。

　俺おれは強く『あの日』のことを思い浮かべた。

　次の瞬間、タイムマシンが微妙な振動をはじめ、耳元から何か不思議な声のようなものが聞こえてくる。

　なんと言っているのかはわからないが、ヒーリング音楽にも似たとても安らぐ声。

　聴きいていると意識がどこかへ連れ去られてしまうような──……





　　






　……──気がつくと、俺はオレンジ色に染まった空の下、ベンチに座っていた。

　場所は見覚えのある公園だ。

「……マ、マジかよ……ほ、ほんとにタイムトラベルしたのか……!?」

　志し熊ぐま理り科か……天才とかいうレベルじゃないぞ……反則じゃねえかこんなの。




「なにをブツブツ言ってるんだ？　タカ」




　いきなり横から声を掛けられ、飛び上がるほど驚いた。

　俺の隣となりには一人の少年が──いや、男物の服にキャップを被かぶった、短い黒髪の、理知的で非常に整った顔立ちの、少女が座っていた。

「あ、いや、なんでもない……」

　俺の口から自分のものとは思えない、まだ声変わりしていない高い声が出た。

「へんなの。まあいいや。……それじゃ明日、約束だからな」

　そう言って少女──ソラは、ベンチから立ち上がった。

　間違いない……ここは、あの日だ。

　十年前──俺とソラの別れとなってしまった日。

　お互い「明日大事な話をする」と約束して、しかしその翌日、ソラは来なかった。

「じゃあな、タカ」

　歩き去っていくソラ。

　駄だ目めだ、今彼女を行かせたら、次に会えるまで十年かかることになる。

　十年待たせることになる。

　十年もの間、夜よ空ぞらを悲しませることになってしまう。

　別れは避けられないとしても、せめてちゃんとお別れを言わなければ。

「待ってくれ夜空！」

「!?」

　夜空は驚きよう愕がくの表情を浮かべて振り返った。

「タ、タカ、どうしてオレの名前を……!?」

「明日言うって約束した大事な話だけど、やっぱり今話す！」

「ええ!?」

　ますます混乱した顔をする夜空。

「俺おれ、明後日この街から引っ越すんだ！　戻ってくるのは十年後になる！　だからソラと会えるのは明日で最後なんだ！」

　叫さけんだ。十年前に伝えられなかったことを。

　黙っていなくなってごめん。俺はお前を裏切ってしまった。

　十年後に夜空と再会して、お互いに事情は話したけど、このときの悲しい別れがなかったことになるわけじゃない。だからせめて、謝あやまりたかった。












「タカ……」

　呆ぼう然ぜんとして夜よ空ぞらが呟つぶやく。

「ごめん……。でも離れてても俺おれたちはずっと友達だ！　お前のこと絶対忘れない！」

　我ながら白々しい言葉だと思った。

　この街に戻ってくるまで忘れていたくせに。親友の顔も思い出せなかったくせに。

「ごめん……夜空……」

　深々と頭を下げる俺。

　本当はなにに対しての謝罪なのか、自分でもよくわからなかった。

　そんな俺に、夜空は──




「──駄だ目めだ。絶対に許さない。ならば死ね！」




「ええーっ!?」

　叫さけぶが早いか、いきなり夜空が俺に襲いかかってきた。

　ちょっぴりビターで切ない雰囲気ぶち壊し、いきなりバイオレンス！

　夜空の跳とび蹴げりを地面を転がってどうにか回避。

　俺のうしろにあったベンチが夜空の攻撃で粉々に吹き飛んだのを見て血の気が引く。

「ちょ、え、よ、夜空!?」

「夜空ではない、我が名は黒こく天てん之の命みこと……オレサマ　オマエ　マルカジリ！」

　夜空がいつの間にか手にしたハエ叩たたきを地面に叩きつけると激しく大地が震しん撼かんした。

　じょ、冗談じゃねえ……！　殺ころされる……！

　俺は全力で夜空から逃げる。ピュンッ！　と甲かん高だかい風切り音。後ろから飛んできた矢が俺の服の袖そでを切り裂いた。

　見れば夜空がモン狩に出てくる超ごついボウガンを構えていた。

「いや夜空お前それシャレになってねえよ!?」

「黙れ。お前は──ただの肉だ。無ぶ様ざまにのたうち回って苦しんで死ね！」

　立て続けに放たれるボウガンの矢を悲鳴を上げながら必死で避よける俺。

「しぶといやつめ！　そろそろ私の本当の姿を見せてやる！　明日太郎モード！」

「本当の姿!?」

　思わず振り返ると夜空の頭は馬になっていた。服装も変わっていて、帝立ガルフォード学院の白い学ランを着ている。

「なんでだよ！」

「小こ鷹だか……貴き様さまは、私のものだ！」

　夜よ空ぞらが巨大な置き型花火をこちらに向けて構え、極太のビームを放った。

「うわああああああ！　頼む、夜空、やめてくれ！　許してくれ夜空あああああ!!」

　極ごく彩さい色しきの光の奔ほん流りゆうが俺おれを飲み込み──俺の意識は無に帰した。





　　






「うわああああああああああああ!?」

　悲鳴を上げながら目を開けると、そこは見慣れた隣りん人じん部ぶの部室だった。

　夜空、星せ奈な、理り科か、幸ゆき村むらが心配そうに俺を見つめている。

「ハァ……ハァ……ハァ……」

　呼吸が荒い。まだ心臓がバクバクいっている。手のひらは汗でぐっしょりだった。

「あの……大丈夫ですか？　小鷹先輩」

　タイムマシンを持った理科がおずおずと尋ねてきた。

「あ、ああ……大丈夫……だと思うけど……」

　混乱しながらも答える俺。

「あ、そうか、五分経たったから現代に戻ってきたのか……ああよかった……」

　ホッとため息をつく俺に、理科は申し訳なさそうな顔をする。

「理科……？」

「すみません先輩。これがタイムマシンというのは噓うそです」

「んな……!?」

「これは本当は睡眠誘導装置に催さい眠みん術の効果を加えたもので、強く念じることで好きな夢を見ることができるというアイテムなんです」

　理科の説明に愕がく然ぜんとする。

「え……つまり今のは……夢……？」

　過去に戻ったわけじゃなかったのか……。

　理科はしゅんとなって頭を下げる。

「……ちょっとした悪戯いたずらのつもりだったんですけど……なんだかすごい悪夢を見せてしまったようで……。どうもすみませんでした」

　本気で後悔しているようなので、こっちもすまない気持ちになる。

「あー、いや……俺おれも昨日お前の発明を地じ味みとか言って悪かったよ。タイムマシンじゃなくてもすげえよなその機械。……それにまあ、最後は変なことになったけど、本当にタイムトラベル気分が味わえてよかったしな……」

　夢とはいえ、伝えられなかったことをちゃんと伝えられた。

　しょせん俺の自己満足にすぎないけれど、それでも、妙に晴れやかな気分だった。

「ということは、ちゃんと夢の中で過去に行くことはできたわけですね」

「ああ。十年前に」

「へえ……十年前ですか……」

　……？

　なぜか理り科かはスッと目を細めた。

　見み透すかされるような眼まな差ざしが怖くて俺はそっと目を逸そらした。

　すると今度は星せ奈なと目が合う。

　星奈もなぜか、俺のことをじーっと見ていた。

「……ねえ、小こ鷹だか。一つ聞きたいんだけど」

「ん？」

「あんた今、十年前の夢を見てたのよね？」

「え？　ああ。最後は変なことになったけど……」

　俺の答えに星奈は目を細め──微妙に責せめるような口調で俺に問いかけてきた。




「……十年前のあんたの夢に、なんで夜よ空ぞらが出てくるの？」





（終わり）







あとがきという名のお知らせコーナー







　オビでも巻末でも告知されていますが、11月19日発売の『ジャンプＳＱ．１９エスキユーイチキユー』にてはがないの新しいコミカライズ、『僕は友達が少ない＋（プラス）』が連載開始です。原作の再現でも番外編でもなく、設定もストーリーも違うもう一つの『はがない』となっています。具体的には夜よ空ぞらより先に星せ奈なと出逢ったりします。打ち合わせでは『星奈ルート』と呼ばれたりもしていましたが、今後どんなふうに展開していくのか僕にもわかりません。近所のコンビニでも売っている雑誌で繰り広げられる、誰だれも知らない新しいはがないをぜひ確認してみてください。




　毎月26日発売の『コミックガム』にて、先月から僕の前作『ラノベ部』のコミック版が連載されています。11月26日発売号には第２話が載りますが、原作と同じく短編形式なので、１話を読んでなくても楽しめると思います。コミカライズ担当はもずや紫むらさきさんです。絵柄がとても可愛かわいくて、特に文ふみ香かと暦こよみの貧乳コンビの破壊力がとんでもないことになっています。とても思い入れのある作品なので、完結後にこうして再び日の目を見ることができてとても嬉うれしいです。原作小説共々ぜひチェックしてみてください。




　11月27日発売のコミックアライブにブリキさん描き下ろしの掛け替えカバーが付いてきます。マリアと小こ鳩ばとがちょっとえっちな格好をしています。下級生コンビと子供コンビ、どっちのカバーを使うかであなたの性癖が試されます。表紙もブリキさんによる描き下ろしなので、ぜひゲットして思う存分鑑賞してください。




　ブリキさんには僕の悲願だった全裸のカラーイラストをはじめ今回も素晴らしい仕事をしていただき感謝で一杯です。５巻からの新担当である岩いわ浅あささんには原稿が大幅に遅れるなどいきなりご迷惑をおかけしてすみません。これからも宜しくお願いします。




　そんな感じで５巻でした。新しく漫画も始まるし部数もだいぶ増えてきたし、そろそろ守りに入るべきではないかとも言われていますが、これからも攻めていこうと思います。どうかついてきてくれると嬉しいです。それでは６巻でまたお会いしましょう。次はいよいよ高校生活最大のリア充イベント、学園祭編に突入する予定です。


２０１０年10月下旬　平ひら坂さか読よみ











　著者

　平坂読（ひらさか・よみ）

　　こないだ人と話していて「プリクラ」を「プリキュア」と言い間違えた瞬間、「あ、自分はもう一生リア充にはなれないんだな」と直感的に悟りました。




　イラストレーター

　ブリキ

　　扉を開け閉めするだけでも息が切れます…歳ですね。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／ブリキ
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